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スポ ー ツ整 復 療 法 学研 究 第14巻 ・第 「、2号2012年9月

第14回 日本 スポー ツ整復療法学会大会

大会次第

主催:目 本スポーツ整復療法学会

会 期=2012年11月3日(土 〉・4日(日)

会 場=専 修 大 学 神 田校 舎

【大 会 実 行 委 員 会 事 務 局]

〒214・8580神 奈 川 県 川 崎 市 多 摩 区 東 三 田2・1-1

専 修 大 学8号 館83e8佐 竹 弘 靖

Tel.044・911-1208Fax.044-911-1231

E・皿ail:satake@isc.senshu-u.ac.jp
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スポ ー ツ整 復 療法 学研 究 第14巻 ・第1、2号2012年9月

第14回 日本 スポーツ整復療法学会 大会

大会役員

学会本部役員

会長

副会長

理事長

理事

事務局長

監事

顧問

棺談役

岡本武昌

岩本芳照、原 和正、増原光彦

片岡幸雄

荒井俊雅、岩本圭史、大木康生、加藤 剛、行 田直人、草場義昭、

佐竹弘靖、佐 野裕司、渋谷権 司、田邊美彦、中村正道 、堀井仙松、

村松常司、渡辺 剛

村松成 司

今野廣隆、杉山英雄

片岡繁雄

畠中耕作、岸野雅方、五 十嵐仁

大 会 実 行 委 員

名誉大会長 ・

大会長

副大会長

委員長

副委員長 ・

事務局長

事務局次長

総務担当

財務担当

受付担当

会場担当

展示広報担当

運営担当

専修大学社会体育研 究所 所長 佐藤 正幸

佐竹弘靖

時任真一郎

岩本圭史

佐野裕 司、中村正道、入澤 正、村松成 司

佐竹弘靖

富川理充

O新 井俊雅、今井裕 之、奥平明久、 臼井永男、阿部貴臣、専修大学学生

O渋 谷権司、菊池俊紀、専修大学学生

○諸星眞一、 白石 聖、佐藤隆 一、張 軍、関澤義孝、専修大学学生

o千 足耕一一、藤本浩一、前田康成、専修大学学生

O嶋 木敏輝 、松原伸行、青柳 博、中川雅智

O市 原正雄、上川充広、関 口正彦、渡辺英一一、相原雄一v高 橋 勉

O印 は担 当責任者

一一1モ ー



スポ ー ツ整復 療法 学研 究 第14巻 ・第1.2暑20t2年9月

専修大学神 田校舎へのアクセス

会 場;専 修 大 学 神 田校 舎(〒101-8425東 京 都 千 代 田 区神 田神 保 町3-8)

専 修 大 学HPhtt:f/wwu・.senshu-u.ac.'/→ 交 通 アクセス

交通:水 道橋駅(JR)西 口より徒歩7分

九段下駅(地 下鉄/東 西線 、都営新宿線 、半蔵門線}出 口5よ り徒歩3分

神保町駅(地 下鉄/都 営三田線、都営新宿線 、半蔵門線}出 口A2よ り徒歩3分

至蝕田塘

地下敷
九段下駅
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スポーツ整復療法学研究
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特 別 講 演1

シンポジウム

103休 憩 室

104試 写 室

105大 会 本 部

1階 ホール 受 付 ・展 示

く一 一一一 一一 一一 一302特 別 講 演 ■

瀬 火 栓幽

鰻 善韻 ⑭

　 ロ ロ　ウ

AEpif

特別講演皿

総会

評議員会

13A役 員会 ・理 事会

15階 「報 恩の間 」 懇 親会 会揚
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スポーツ整復療法学研究 第i4巻 ・窮12号2e12年9月

一 参 加者 へ のお 願 い 一

1.大 会 加者(共 同研究 含む〉は年△ および下記の大会参加 を めた会 に限ります また、臨

時会員も下記の大会 当日参加費を納めることによって参加することができます。

欄 前納 参加 費

一

大会 当 日参 加 費

正会 員 5,000円 7,000円

学生会員 1,000円
12

,000円1

一

(学 生 証 を提 示)

賛助会員 5,000円
1

7,000円

一

(展 示 業 者 を除 く)

臨 時 会 員

一 一

一
ト ー

7,000円 {大 会 当 日受 付)
一 一 一 一

2.参 加者は大会受付で名札を受け取り、会場内では必ず名札をお付け下さい。

3.演 者に対しての質問は、挙手をして座長 ・司会者の指示に従って下さい。座長 ・司会者より指名を受けた

場合には、「所属」と「名 前」を告げた後に発言して下さい。

弓.会 場近 くには多 くの レス トランや食堂があ りますので、昼食はそちらをご利用 ください。

5.懇 親 会をユ1月3日(土)18=00よ り開催 します。会員交流 、情報交換のために も是非 ご参加 くだ

さい。(懇 親 会費=事 前申込4,000円 大会当 日申込5,000円)

一 演 者 へ のお願 い 一一

1.演 者は年会費および 大会参加費を納めた会員に限ります。

2.演 者は開始時間30分 前までに受付を必ず済ませて下さい。

3.演 者は前演者の発表開始時までに必ず次演者席へお座り下さいe

4.時 間は発表時間が8分 、質問時間が2分 の計10分 です。呼び鈴は7分 に1回 、8分に2回 、10分 に3

回鳴ります。また発表時間を厳守して下さい。

5.発 表形式は、パワーポイントを使用した液晶プロジェクターによる一面映写を原則とします。

6.PCは 会場以外のものを使用できません。

7.PCの システムはマイクロソフトXP、スライド用のソフトはパワーポイント2007を 使用します。

8.パ ワーポイント用のデータは、大会 当日の発表を円滑に行うために10月29日(月)ま でにメールまたは

CDに て大会実行委員会事務局(佐 竹まで)へ お送り下さいe

9,パ ワーポイント用のデータの差し替えが生じた場合には、大会 当日に受付までお申し出下さい。

なお、休憩室に練習用のPCと 液晶プロジェクターを準備する予定です。

IO.発 表 中のncの 操作は発表者の責任 において行oて 下さい。

一8一



ス ポ ーッ整 復 療法 学 研 究 第t4巻 ・第1,2号20-t2ff9月

大 会 日 程 表

11月2目(金)

16=00～17=OO役 員 会

17=00～18;OO理 事 会

大 会1日 目:ll月3口(土)

8145～

9=oo～

9:20～11=30

11130～12=OO

12=0⑪ ～12=50

12:50へ ・14:00

14=10{〕15:40

15=50～17=50

18=OOへ げ20:00

大会 実行委 員会

受 付開始

一般発 表(演 題1～13)

評議 員会

昼 食

一般 発表(演 題14～20)

特別JI「 スピードスケート世界一を目指して」

講演=前 嶋 孝 司会=富 川理 充

盟 「トップアス リー トの怪我 と予防」

演者=杉 山ちなみ、齋藤 実 、近藤孝志

司会=佐 竹弘靖

懇親 会

13A会 講 室

13A会 議 室

lo3教 室

1階 ロビー

101教 室

302教 室

101教 室

101教 室

101教 室

15階 「報恩の 間」

大会2日 目:11月4日(日)

9:00～ 受付 開始1階 ホー ル

9=30～10=30一 般 発表(演 題21～26}101教 室

10=30～ll:50i麹 「スポーツを取 り巻 く法律'保 険問302教 室

題」講 演=本 多清二 司会1諸 星眞一

12:00～13:00総 会 ・業者 展示説明会 ・昼食302教 室1階 ボー一ル

13100～15=ooi壁 別鐙蓮皿(市 民公 開講座)「 生涯介護不要 の生302教 室

活をす るためには どうした らいいの?」

講演=岡 本武昌 司会;佐 野裕 司

15=OO～ 大会 実行 委員会103教 室

注)日 程表 、プログラムの内容お よび発表会場は変更す る場合があ ります のでご了承 くだ さい.

一 了一



スポーツ整復療法学研究 第i4巻 ・窮12号2e12年9月

一 参 加者 へ のお 願 い 一

1.大 会 加者(共 同研究 含む〉は年△ および下記の大会参加 を めた会 に限ります また、臨

時会員も下記の大会 当日参加費を納めることによって参加することができます。

欄 前納 参加 費

一

大会 当 日参 加 費

正会 員 5,000円 7,000円

学生会員 1,000円
12

,000円1

一

(学 生 証 を提 示)

賛助会員 5,000円
1

7,000円

一

(展 示 業 者 を除 く)

臨 時 会 員

一 一

一
ト ー

7,000円 {大 会 当 日受 付)
一 一 一 一

2.参 加者は大会受付で名札を受け取り、会場内では必ず名札をお付け下さい。

3.演 者に対しての質問は、挙手をして座長 ・司会者の指示に従って下さい。座長 ・司会者より指名を受けた

場合には、「所属」と「名 前」を告げた後に発言して下さい。

弓.会 場近 くには多 くの レス トランや食堂があ りますので、昼食はそちらをご利用 ください。

5.懇 親 会をユ1月3日(土)18=00よ り開催 します。会員交流 、情報交換のために も是非 ご参加 くだ

さい。(懇 親 会費=事 前申込4,000円 大会当 日申込5,000円)

一 演 者 へ のお願 い 一一

1.演 者は年会費および 大会参加費を納めた会員に限ります。

2.演 者は開始時間30分 前までに受付を必ず済ませて下さい。

3.演 者は前演者の発表開始時までに必ず次演者席へお座り下さいe

4.時 間は発表時間が8分 、質問時間が2分 の計10分 です。呼び鈴は7分 に1回 、8分に2回 、10分 に3

回鳴ります。また発表時間を厳守して下さい。

5.発 表形式は、パワーポイントを使用した液晶プロジェクターによる一面映写を原則とします。

6.PCは 会場以外のものを使用できません。

7.PCの システムはマイクロソフトXP、スライド用のソフトはパワーポイント2007を 使用します。

8.パ ワーポイント用のデータは、大会 当日の発表を円滑に行うために10月29日(月)ま でにメールまたは

CDに て大会実行委員会事務局(佐 竹まで)へ お送り下さいe

9,パ ワーポイント用のデータの差し替えが生じた場合には、大会 当日に受付までお申し出下さい。

なお、休憩室に練習用のPCと 液晶プロジェクターを準備する予定です。

IO.発 表 中のncの 操作は発表者の責任 において行oて 下さい。
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スポーツ整復療法学研究 第14巻 ・第12号2012年9月

-
一

2

3.

一 座 長 へ のお願 い 一

座長は開始時間の15分 前に次座長席へN必 ずご着席 下さい。

1演 題の持ち時間は10分(発 表8分 、質問2分)で す。時間延長は運営に支障を来たしますので、時間

管理をよろしくお願 いします。

もしも時間内に討論が終わらない揚合には、会場の外で個人的に行うように指示してください。

◇ 宿 泊 施 設 の手 配 ◇ 個人で直接手配をお願 いします。

下記 にホテルの紹介 はします が、他 にも多数のホテルがありますので宿泊施設の手配は、個人で直

接 お願 いします。

O東 京グリーンホテル 後楽園(文 京 区後楽1-1-3}

最 寄駅=JR水 道橋 より徒 歩1分

0京 王プレツソイン九段下(千 代 田区九段北1-7--1)

最 寄駅:地 下鉄半蔵 門線 、東 西線 、都 営新宿線九設駅より徒 歩2分

Oサ クラホテル神保 町千代 田区神 田神保 町2-21-4

最寄1駅=地 下鉄神保 町駅A6出 口を右 方 向へ 、交番 手前を右 折(徒 歩2分)

一9-一



スポーツ整復療法学研究 第14巻 ・第12号20t2年9月

プ ロ グ ラ ム

大 会1目 目:11月3日(土)

14=⊥O～15=40会 場:101教 室

特 別 講 演1「 ス ピ ー ドス ケ ー ト世 界 一 を 目 指 して 」

講 師:前 嶋 孝 博 修大学名誉教授、元専修大学スピー ドスケー ト部監督〉

司会=富 川 理 充(専 修大学)

15=se～17=5⑪ 会 場:101教 室

シンポジウム 「トップ ア ス リー トの 怪 我 と予 防 」

演 者:杉 山ちなみ(ロ ン ドンオ リンピックボー ト部門 トレーナー)

齋 藤 実(専 修 大 学 准 教 授 、専修 大 学剣 道 部 コー チ)

近 藤i孝志(専 修 大 学 、 陸 上 競 技 部 コー チ)

司会:佐 竹 弘靖(専 修 大 学 、本 大 会長)

大 会2日 目:11月4日(日)

10:30～11:50会 場=302教 室

特別講演llrス ポ ー ツを取 り巻 く法 律 ・保 険 問題 」

講演=本 多清二 謄 護士)

司会=諸 星眞一(名 倉堂接骨院)

13:00～15=00会 場=302教 室

(市民 公 開講 座)

特別講演 皿 「生 涯 介護 不 要 の生 活 をす るためにはどうしたらいい の?」

講演:岡 本武昌(明 治国際医療大学、JSSPOT会 長)

司会:佐 野裕司(東 京海洋大学教授)

一IO一



スポーツ整復療法学研究 第14巻 ・第1,2号2012年9月

大会1日 目:IL月3日(土)午 前(9:20・y10:30)会 場:101教 室

1一般研究発表]

座長1千 足 耕一(東 京海洋大学)

開始時間 演題番号 演 題 所 属 演 者

9;20ユ 肩こり改善を目的とした運動に関する一考察一異なる強度の上肢運動thS僧帽筋血液量、皮膚温、

筋硬度に及ぼす影響 一

千葉大学 中川雅智

9=302超 音波療法は骨格筋の組織血流量を増加させる

了徳寺大学 白石 聖

9=403柔 道整復師のリスクマネジメント ー第 工報 柔道整復術過誤データについて一

かわべ接骨院 川辺 二郎

座長=臼 井 永男(放 送大学)

9=504身 体バランスと靴インソールの効果について

ミツワ整骨院 松原 伸行

lO=OO5歩 行時の扁平足に対するテーピングによる動作分析

明治国際医療大学 寺田 弘太郎

10=106立 位体操介入による効果から見た筋の圧痛検査の有用性

明治国際医療大学 行 田 直人

le:2e7三 点バランス保持理論にっいて 三点バランスインソール による足圧変化と歩行時の足部変化

(株)テレワンBALANCE工 房 関口 正彦
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スポーッ整復演法学研究 第d4巻 ・第1,2号2012年9月

大会1日 目:ll月3日(土)午 前(le=30～ ⊥1=30)会 場=101教 室

【一般研 究発表】

座長1今 井 裕之(新 所沢整形外科内科)

lO=30呂 包帯施行時 における圧迫力に関する基礎的研究一熟練度の違いによる比較一

明治国際医療大学 大木 琢也

lO:4e9肩 関節脱臼整復モデル開発 のための基礎的研究～整復時牽引力測定モデルの考案～

明治国際医療大学 神内 伸晃

10;5010肘 屈 曲動作時におけるマルチチャネル表面筋電図を用いた運動単位 活動計測法の提案

明治国際医療大学 赤澤 淳

座長1白 石 聖(了 徳寺大学)

n:Ooll柔 道整復療法における足病(下肢障害等)について

一第XXI報 柔道整復師による「足根管症候群」の診断と治療 について一

K-2研 究会 高橋 良典

11=1012柔 道整復療法における足病(下 肢障害等)に ついて

一第xxn報 柔道整復師による「疲労性中足骨骨折!の 診断と治療について一

K-2研 究会 佐々木 和人

11;2e13柔 道整復療法における足病(下 肢障害等)に ついて
一第XXIII報 柔道整復師の「踵骨鯨痛」の診断と治療にっいて一

K-2研 究会 入澤 正
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スポーツ整復療法学研究 第14巻 ・第12号2012年9月

大 会1日 目;11月3日{土)午 後(12=50・ ・一14=OO)会 場101教 室

【一・般研 究発 表 】

座長 相原 雄一(神 明接骨院}

12:5014医 学論文読解 ・執筆に向けた英語教育

四国医療専門学校 尾張 豊

13=0015災 害ボランティアにおける柔道整復師の役割

阿部鍼灸整骨院 阿部 貴臣

13:1016柔 道実技と柔道整腹理論の履修に関する柔道整復師の認識について

一その1柔 道実技と柔道整復理論の必修 に関する認識について一

宝塚医療大学 岩田 勝

r3=2017柔 道実技と柔道整復理論の履修 に関する柔道整復師の認識について

一その2柔 道整復師の社会的貢献と履修 に関する認識について一

宝塚医療大学 森 経介

座長 前田 康成{前 田治療院)

13=3018足 三里穴への鍼刺激 回数の違いが指尖部加速度脈波に及ぼす影響

宝塚医療大学 平田 耕一

13=4019高 校生の柔道整復師と鍼灸師に闘する認識と体験について
一その1高 校生の 外傷体験と接骨院と鍼灸院の所在について一

宝塚医療大学 小原 教孝

13:5e2e高 校生の柔道整復師と鍼灸師に関する認識と体験 について
一その2高 校生の国家資格 ・スポーツ外傷の専門家認識,接 骨院と鍼灸院の情報,

志 望 につ いて 一

宝塚医療大学 吉井 健吾
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スポーツ整復瞭法学研究 第14巻 ・第12号2012年9月

大会1目 目:ll月4日(日)午 前(9:30・vle=30)会 揚=ユ01教 室

【一般研究発表1

座長1藤 本 浩一(日 本女子大 学)

9:3021ジ ャンプ及 び走行運動がラットヒラメ筋のスティフネXに 及ぼす影響について

Invitr。実験による筋膜の組織学的研究

大阪体育大学 佐川 光一

9=4e22除 神mehSプ ロテアーゼ発現と骨細胞微細形態に及ぼす影響に関する組織学的研究

大阪体育大学 河上 俊和

9:5023ラ ット腱コラーゲン線維に関する免疫組織化学的研究

大阪体育大学 古河 準平

座長=渋 谷 権司(渋 谷接骨院)

10=0024物 理刺激が末梢循環動態に及ぼす影響①

明治国際医療大学 清水 博智

IO;1025物 理刺激が末梢循撮動態に表ぼす影響②～低周波刺激と手技刺激の比較～

明治国際医療大学 泉 晶子

10:2026直 前の局所筋収縮が運動時の呼吸代謝 に与える影響

明治国際医療大学 林 知也
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スポーッ整復療法学研究 第14巻'第1.2暑2012年9月

【一 般 研 究 発 表 座 長 】

日時 開始時間 座長(所 属) 演題番号

3日(土)

午前

9=20 千足 耕一(東 京海洋大学) 1～3

臼井 永男(放 送大学) 4叫7

今井 裕之(新 所沢整形外科内科) 8～10

白石 聖(了 徳寺大学) 11～13

3日(土}

午後

12=50 相原 雄一(神 明接骨院) 14～17

一一一一一 一

前田 康成{前 田治療院) 18～20
一

4日(日)

午 前

9=30 藤本 浩一(日 本女子大学) 20～23

渋谷 権司(渋 谷接骨院) 24～26

1特 別 講演 ・シンポジウム司会]

日時 開始時間 司会(所 属) 企 画 会 場

3日(土)

M;10 富川 理充 〔専修大学) 特別講演1 101教 室

15;50 佐竹 弘靖(専 修大学〕 シンポジウム 101教 室

4日(日)

10:30 諸星 眞一(名 倉道接骨院) 特別講演H 302教 室

12:00 嶋木 敏輝(嶋 木接骨院) 業者展示説明会 1階 ホール

14=00 佐野 裕司(東京海洋夫学) 特別講演皿 302教 室
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スポーツ整復療法学研究 第d4巻 ・第12号2012年9月

第14回 日本スポーツ整復療法学会大会

抄 録 集

主 催=日 本 ス ポ ー ツ整 復 療 法 学 会

会 期=2012年11月3日(土)・4日(日)

会 場=専 修 大 学 神 田 校 舎

【大 会 実 行 委 員 会 事 務 局 】

〒214・8580神 奈 川 県川 崎 市 多摩 区 東 三 田2-1-1

専修 大 学8号 館8308佐 竹 弘靖

Tel.044凸911・1208F」ax.044-911-1231

E・皿iail=satake@isc.senshu-u、ac.jp
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スポー ツ整 復療法 学研 究 第14巻 ・第1,2号2ロ12年9月

大 会1日 目=11月3日(土)14=10・yl5=40

特別講演

会場101教 室

特別講演1

「スピー ドスケー ト世 界 一 を 目指 して」

前嶋 孝

(専修大学名誉教授、元専修大学ス ピー ドスケー ト部監督)

私 は順天堂大 学運動生理学研究室においてスピードスケートを科学的立場から研究した。当時、ス

ピードスケートに関する研 究はほとんどなく、私 は、スケート選手の体力的特徴、外国選手 と日本選手の体

力比較、滑走 中の酸素摂取量、滑走中の 脚筋筋電図、滑走に伴 う足圧 の変化 、模擬動作 による技術の

獲得 についてなど、当時の運動 生理学的研究の範 囲で測定できるものは何でも測定した。特に、足圧 の

変化 と模擬動作の実験 に関しては、その後 、私が指導者 の立場になってからの靴の改 良や、シーズンオ

フのトレーニングにおけるローラースケートの導入 に繋がった.し かし、専修大学 において、それまでの研

究成果を実践に生かすことの難しさを痛感した。

足圧の変化の研 究によって、スケート靴 の中で足力働 いて力が氷 に十 分に伝 わらないことが解った

ので、靴の改良を試みたが、足が固定されるとスケーティング全体 の動きが制限され、かえって滑りにくく

なってしまった。

体力の限界 に挑戦 し、選手の体力的能 力の可能性の最高のレベルまで高めたつもりであったが、世

界ではまったく太 刀打ちできず 、外国選手との体力差は永久に縮まらないことを痛感した。

体力的ハンディを技術 によってカパーしようとして、シーズンオフからローラースケートを使 いスケーテ

ィング技術の改良に集 中したトレーニングを試みた。シーズンオフの体力向上は見られなかつたが、世界

一が誕生した。

自転車エルゴメータや トレッドミルを使った測定をしながらコンディションに万全を期 したつもりであっ

た胆、オリンピックで惨 敗した。

オリンピックの惨敗 は、心理的影響 によるものと考え、イメージトレーニングに取り組み 、銅メダルを獲

得したが、銅メダル獲得までにイメージトレーニングの他に乗り越 えなければならないことがあった。

低酸素 トレーニング装置を考案し、研究室での測定結果では競技 力向上が期待できるデータボ得 ら

れたが、低酸素 トレーニングによって臨んだ長野オリンピックにでは5000皿7位 、ソルトレイクシティオリンピ

ックではIOOOOm4位 入賞という結 果であった。

世界で勝つ にはあまりにも様 々な多くの要 因をクリアーしなければならない。私のスケートとの関わり

は「実践の中で測り続けながら挑戦する」ことの繰り返しであった。
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スポ ー ツ整 復療 法学 研究 第14巻 ・第112号2012年9月 特別講演

(略歴)

1941年 長 野 県 生まれ。65年 専 修 大 学経 済学 部 卒 業。順 天堂 大 学 大 学 院 を経 て 、77年 専 修 大学 講

師 、84年 より教授.2012年 専修 大 学名 誉教授 。運動 生理 学 専攻 。

1978年 か ら専修 大 学 スピー ドスケー ト部 監 督 、84年 サラエボ ・オ リンピック=黒 岩 彰 、浜谷 公宏 、88年

カル ガリー ・オリンピック=黒 岩 彰 、浜 谷公 宏 、黒岩 康 志 、金 浜康 光 、黒 岩 宗 久 などオリンピック選手 を育 て

る。

日本 スケート連 盟 トレー ニングドクター 、サ ラエボ 、カルガリー 、ソル トレイク・オリンピック・コー チ 、日本体

育 協会 指 導者 養 成 講師 などを歴 任 。

監督 退 任後 、部長 に就 任 。イメー ジ トレー ニングの生理 学 的 反応 の研 究 、日本 初 の常 圧低 酸 素 室を利

用 した トレー ニング法 の開 発 など、スピー ドスケー ト選 手 に対Lて 科 学 的サポ ー ト。イメー一ジトレーニング法

ではカル ガリー ・オ リンピックで 黒岩 彰 、リルハ ンメル ・オ リンピックで 堀井 学 がそれ ぞれ500m銅 メダル 、低

酸 素 トレーニングで は 白幡 圭史 がソル トレイク・オ リンピック10000m4位 入 賞 などの成 果 を挙 げた。

著 書 に 「日常 生 活 に生 か す運 動 処 方 」(共著:杏 林 書 院 ユ982年)、 「勝 つ ためのイメー ジトレーニング

法 」(ごま書房1991年 、)高 所 トレーニングの科 学(共 著=杏 林 書院2004年)な どがある。
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ス ポーツ整復療 法学研 究 窮14巻 ・第1,2号2e12年9月 シンポジウム

大 会1日 目=11月3日(土)15:50～17:50

シンポジウム 「トップアスリー トの怪我 と予 防 」

会 場101教 室

杉山 ちなみ

{ロ ン ドンオ リン ピ ックボ ー ト部 門 トレー ナ ー)

アスレティックトレーナーの最も重要な仕事は、アスリートがケガなくプレーできるようアドバイスするこ

とである。怪我の予防 には、柔軟性を維 持するためのストレッチング、プレー後の炎症を抑えるためのアイ

シング、筋力の維持 ・強化 のためのウェイトトレーニングなどが重要であるが.そ れと同時に身体の使い方

のチェック、さらには 日常時の姿勢 のチェックなども行っていく必要がある。

近年、パソコンや携 帯電話などの影響で座 り姿勢が悪いアスリー トが多く、その影 響と考えられる骨

盤や肩 甲骨 の動きの悪さが 目に付く。また、競技歴 が長くなればなるほど、``自己流"フ ォームやクセが身

についてしまい、改善しづらくなる傾 向がある。したがって、トップアスリー トの怪我を未然 に防ぐためには、

競技を始めるときから正しい姿勢を身 につけておくことが重要 と考えられる。

今までオリン1ピックやアジア大会などを通 して接することのできた競技や選手の例を挙げて、トップア

スリートの怪我の予防について述べる。

略 歴=

1986年S月

10月

1990年6月

1991年8月

8月

1996年4月

2eOO年7月

2002年9月

2004年8月

2006年12月

2008年8月

2010年10月

アイ オ ワ州UniΨersityofIewa卒 業{(B.S)

NECバ スケ ッ トボー ル部 にア ス レテ ィ ック トレー ナ ー と して 入部

休 職 し、米 国バ ー ジニ ア州UniversityofVTirginia大 学 院 入 学

バ ー ジ ニア州UniversityofVirginia大 学 院 修 了(MEd)

NECバ ス ケ ッ トボ ー ル 部 に復 職

NEC陸 上競 技部(長 距 離)ア ス レテ ィ ック トレーナ ー と して入 部

NEC陸 上 競 技部 退職

9月 よ り、 フ リー の ア ス レテ ィ ッ ク トレー ナ ー と して活 動

プサ ンアジア大会

アテネ オ リンピック

ドーハ アジア大会

北京オ リン ピック

広州アジア大会

JOC本 部メデ ィカルスタ ッフと して帯同

JOC本 部 メデ ィカル スタ ッフ として帯同

JOC本 部 メデ ィカル スタッフ として帯同

JOC本 部 メデ ィカル スタ ッフ として帯同

JOC本 部 メデ ィカル スタ:フ として帯同
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スポ ・一・ツ整 復療 法学 研 究 第 ゴ4巻 ・第t2号2012年9月 シンポジウム

2012年7月Uン ドン オ リン ピ ック カヌ ー スプ リン トチー ム トレー ナ ー と して 帯 同

現職:

株 式会社 リボンプ ロジェク ト代表取締役社長

国立スポー ツ科 学セ ンター一一一(JIS副 非 常勤ア ス レテ ィック トレーナin

愛知学泉大学女 子バ スケ ッ トボール部 アス レテ ィ ック トレー ナー

〔財}日 本体育協会 アス レティ ック トレーナー部 会 メンバー

」OC医 学 サポー ト部会 メ ンバー

資格1

全米 ア ス レテtッ ク トレー ナ ー ズ協 会(NATA}公 認 ア ス レテ ィ ック トレー ナ ー一(A.T.,C)

全米 ス トレン グ ス&コ ンデ ィ シ ョニ ン グ協 会{NSCA>公 認 ス ペ シ ャ リス ト(CSCS)

(財〉日本 体 育 協 会 公 認 ア ス レテ ィ ック トレー ナ ー
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ス ポ ーツ整 復療 法学 研 究 第14巻 ・第t.2号2012年9月 シンポジウム

大会1日 目1

シンポジウム

11月3日(土) 15=50～17=50

「トップアスリートの怪我と予防」

「剣 道 に お ける怪 我 と予 防 」

齋 藤 実

(専修大学経営学部准教授/社 会体育研究所)

会場101教 室

競技現場において怪我の予防と対策をす る上で、剣道には3つ の大きな特徴がある。一つ は、常に右手

と右足が前になる右半身の構えをとることである。この構えは、筋の発達や関節可動域に左右差を生じさせ 、

結果として怪我の誘発要因となる場合 ボある。また、怪我の発症部位 にも左右差があり、例えば下腿三等筋、

アキレス腱 障害は左足 に多くみ られ 、足関節捻挫は右足に好発す る。二つ 目の特徴は、裸足で行うことであ

る.裸 足の場合はシューズによるアライメントの矯正や足関節保護、足底部へ の衝撃を軽減す ることはできな

い。裸足 の場合は足関節が背屈位を取りやす く下腿三頭筋への伸張ストレスが大きくなる、また床との摩撫 に

よる足裏や 関節部 の皮膚裂傷がおこるなども特徴 的な事項である。三つ 目の特徴は、剣道の伝統性である。

剣道着と剣道具 は古来から伝わる言わば伝統工芸であり、剣道の打撃から体を防御し、且つ操作性に優れる

ような工夫がされている。これらを正確に装着することを"着 装'と言うが、・それを超えた怪我の予防と対策は否

定される場合がある、また、道場 は古くは"修 行の場"として位置づけられ、その伝統は今も残されていることか

ら、怪我の予防や 対策 を行う場合はそれ らの条件の中で実施できるような工夫と配慮が必要となる。シンポジ

ウムでは、剣道における怪我の予防と対策 について、実際の事例を紹介したい。

【略歴 】

筑波大学体育専門学群から筑波大学大学院修士課程体育研 究科(ス ポーツ医学専攻)に 進学、大学院修

了後、茨城県立医療大学理学療法学科助手、大妻女子大学人 間生活科学研究所助手、2005年(H17)国

立スポーツ科学センタースポーツ情報研究部研究員を経て、2008年(H20}か ら専修大学へ 、現在経営学

部准教授。専門は、スポー ツ医学、スポーツ情報学、スポーツコンディショニング。

日本オリンピック委員会強化スタッフ{コーチ、情報〉、第12回 及び第13回 世界剣道選手権 日本代表チーム

トレーニングコーチ、全 日本剣道連盟強化訓練講習会トレーニングコーチ(H13-〉 、国民体育大会競技力向

上対策事業講師{静 岡県、秋 田県)、 日本トップリーグ連携機構事業推進委員会アドバイザー、全 日本剣道連

盟各種委員(強 化 ・医科学 ・アンチドーピング)など歴任。著書に、スポーツ指導者のためのスポーツ医学(南

江堂200S)、 強くなるための剣道コンディショニング&トレーニング(体 育とスポーツ出版社2008)、 ナショナル

チームドクター一・トレー・ナーが書いた種 目別ス・ポー ツ障害の診療、南光堂(2007)、 公認アスレティックトレー

ナー専門科 目テキスト(日本体育協会2⑪07)他 。
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スポーツ整復療法学研究 第14巻 ・第12号2012年9月 シンポジウム

大会1日 目=11月3日(土)15=50～17:50会 場10ユ 教室

シ ンポジ ウム 「トップ アスリー トの 怪 我 と予 防 」

「箱 根 駅 伝 を 目指 す 選 手 達 の コン デ ィシ ョニ ン グ 選 手 へ の 指 導 ・意 識 づ け 」

近藤 孝志

(専修大 学 、陸 上競 技 部 コー チ)

①長距離選手は使 いすぎによる故障が多い

②故障予防

1・鍼灸 マッサージ等の治療

2・自分の体は 自分で守る(体の変化を察知する。 セルフケア等)

3・練習 栄養{食 事)休 養のバランスが大事

③専修大学 陸上競技部の選 手に見られる故障 ・怪我の部所及 び症状

腰磐筋 大腿 部 ふくらはぎ アキレス腱 足底の炎症 筋膜炎 シンスプリ ント驚足炎 腸けい靭帯炎

等

怪我 足関節捻挫

内科 貧血

④治療 各個人の 自然治癒力の手助 けとして練習の前後 に鍼灸マッサージの治療を症状に応 じて行う

※足底筋膜炎にっいて

⑤故障から復帰まで

【略歴】

宮城 県出身

生年 月 日S341113

昭和57年3月 専修 大学卒業昭和57年4月(株)ヤ クルト本 社入社 同時 にヤクルト本社陸上部に所属 し

選手 ・コーチの後トレーナーに

平成IO年3A(株)ヤ クル ト本社 退社

平成10年4月1日 鍼 灸 按摩マッサージ 指圧 師の免許取得

平成10年6月1日 専修 大学 陸上競技部にコーチ兼 トレーナーとして就任
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ヌポーツ整復療法学研究 第14巻 ・第12号2012年9月 特別講演

大会2日 目:11月4日(日)10=30'-11:50会 場302教 室

特 別 講 演 皿

「ス ポ ー ツ を 取 り巻 く法 律 ・保 険 問 題 」

本 多 清 二

(社団JB日 本接 骨師会最高顧問弁護士)

柔道整復術 は.戦 国時代の武術の賠 法」に起源をたどることが出来る。しかしここでは療養費受領委任払

い制度が始まった、昭和11年 以降の歴史から振り返り、柔道整復師の将来 の役割 について考えてみる。

1、療養費受領委任払い(償 還払い)

2、療養費と医療費

3、柔道整復師の業務

4、制度疲労

5、将来の柔道整復師像

一一25一



スポ ー ッ整復療 法学 研究 窮14巻 ・第112号2012年9月 特別講演

大 会2日 目:11月4日(日)13=OO～15;OO 会場302教 室

特別講演 ㎜(市 民公開講座)

「生 涯 介 護 不 要 の 生 活 をす るた め に は どうした らい い の?」

岡本 武 昌i・2、行 田直人2、泉 晶子2、神 内伸晃2
1JSSPOT会 長2明 治国際医療大学

、柔道整復学科

KeyWords=介 護、運動処方

【まえhSき1日 本人の平均寿命(2011年 厚生労働省調 べ)は 男性79,4歳 、女性85.9歳 と世界トップクラス

である。しかし自立して制 限なLで 日常生活を送 れる健康寿命(厚 労省試算)は 男性70.4歳 、女性73.6

歳とぐっと短くなる。っまり世話になる期間が約10年 と結構長い。できればアクティブ80、 ポックリ90で 寿

命をまっとうできれ ばと思い、自己健康 管理 について考えてみたい.

【認知 症にならないためにどうするの】

「風邪 引くな」「転 けるな」「義理を欠けjという3つ のキーワードがあります。いずれも寝た切りにならないた

めの方策です。寝た切りになると身体 の肉体 、頭脳を含め機能低 下し、認知症への入 り口です.

さらに認知症 予防のためには

1)教 養のある人、2)教 育のある人 が不可避です。

私2つ とも無いと言われる方、心配無用です 。1)は 今 日用 のある人、2)は 今 日行く所のある入ですe

積極的な活動家 になろうではありませんか。

【認知 症防止のための種 々なる方策 】

1)自 分のライフスタイル は健康を推進 しますかe

()毎 日朝食を食べている.

{)睡 眠 時 間は1日 平 均7～8時 間 とっている。

⇔ 栄養摂取のバランスを考えて食事している。

()た ぱこは 吸 わない。

()定 期 的 な運 動.ス ポー ツをしている。

()毎 日多量のお酒を飲んでいない。

(日本酒2合 以下、ビール大ビン2本 以下)

(}労 働時間(勉 強時間)は1日9時 間以内一 一一一一

()自 覚 的 なストレスはそん なに多 くない。一

健康の判定

該 当数7～8個=良 好

5～6個;普 通

O～4個=不 良

一一一26一



スポーッ 整復療法 学研究 第14巻 ・窮1、2号2012年9月 特別講演

2)あ なたの骨大丈夫ですか。

0身 長が明らかに低くなった1脊椎圧迫骨折可能性

(〉 家族 に骨粗霧症で骨折した人がいる1リスク2倍

(〉 お酒をたくさん飲 んだり、たばこを吸ったりする

日本酒2合 、たばこX

()日 光にあたらない生活だ1ビ タミンDは 日光 照射
一

()や せている:骨の脆弱化

()食 生活が偏 っている1骨 の脆 弱化

()あ まり運動しない=骨 の脆弱化

禁止事項 偏食や過激なダイエット

過度の紫外線対策

【運動 は体調 、精神面 にも好影響 】

スポー ツの体調や縮神面への効用

身1」医の蜘 胤か轄くな 孟

票軟慌 ∬,い 止

捷勢が孟くな,∫、

楓 罪争`'訓7く くな 楓

病,,、川 どがよく㍑ 話

A`1さ 自いが9,11,zt.i・♪r.

幽調僻 炉鼎L儲 い真

物YへPtlfiH性 血触 くt-`'t・L

Aのt■ 場で物量瓢瑠}、 墨く4i弘

憂畳1Lな ム汁 が少心く`P匹

厚 生 団,1ggs

笥
64巴

田 丁

曇 馴
eIO20304050SO7e

月2回 、1年 簡 の 盤廉 揃導 粒 室 縞 了笹 の ア ンケー ト餌査

【ほどほどに運動 】

「少し疲れた」が目安

同コ運勧量麟 重謁 梢費工才リレギー量髄5一

働
(各1時帥

一体重男
1職 キロ坦 月

田

㎏

60

㎏

刀

㎏

m

㎏謝 刃 師 110 125

モガがナ掃職1紹 惣 鴉 矧

鰻 1{0 180 210 i困0一一
=砺 フ 1釦 155 1蕊 210一一
鯨 1笛 195 泌 師
淵 脚 ㈱ 脚 ㎜
赫 i3田 靭 5{o ㎝一

【ほどほど運動の実際】

1)骨 粗穀症防 止には100回 ジャンプ

2)脚 の筋 肉強化 には四股 ・片足 立ち

3)腰 のケアは背反らし運動

4)肩 こりには首すくめ運動

5)寝 て楽ちん大腿ストレッチ

6)便 秘 には肛 門ストレッチ

7)貧 乏ゆすりの意外な効果

8)意 外と効果な笑い冗語

9)リラクセーションに呼吸法

10>熱 中症予防にアイシング

そんなに頑張らなくても

関取ではないけど

トイレに行ったら背反らし

行儀の悪い本命行動

昔、浪越徳次郎
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ス ポ ー ッ整復 療 法 学研 究 第i4巻 ・第112暑20i2年9月 研究発表一〇1

肩 こ り改 善 を 目的 と した 運 動 に 関す る一 考 察
一異な る強度の上肢運動渉僧帽筋血液量、皮膚温、筋硬度 に及 ぼす影響一

中川雅智(千 葉大学大学院)、 服部洋晃{愛 知 工業大学)村 松成 司(千葉大学)

KeyWord:運 動強 度 、 上肢 運 動 、僧 帽 筋 血 液 量

1目的】肩こりは一般的に肩、首、腕 にかけて、こり、痛み.痺

れなどが起こる症状のことと認職されている。その原因の一つ

として僧帽筋の血液循環の悪化が挙げられ、肩こりの研究の

多くがこの点に着 目している,本 研究は具なる強度の上肢運

動における僧帽筋のヘモグロビン動態を測定するとともに皮

膚温.筋 硬度、主槻的尺度であるVASを 測定し、運動強度の

違いが僧帽筋の血液循環に与える影響を検証することを目的

とした。

【方法】被験者は一・般大学生6名 とした。被験者には以下の3

種類の実験を行わせた。1)座 位条件=3e分 間伏臥位での姿

勢保持の後、60分 間座位での姿勢保持。2)2kg条 件:30分

間伏臥位での姿勢保持の後、10分 間の座位姿勢保持、20分

間の上肢拳上運動(負荷は2kg)を 行い、その後座位姿勢保

持を30分 間行う。3)哩 ㎏条件:30分 間伏臥位での姿勢保持

の後、10分 間の座位姿勢保持、20分 間の上肢拳上運動〔負

荷は4kg)を 行い、その後座位姿勢保持を30分 問行う。

灘定項 目は僧帽筋 ヘモグロビン動想、皮膚温.筋 硬度、

VASの4項 目である。ヘモグmビ ン動態は近赤外腺分光装置

(ダイナセンス社製PocketNIR3Du。)に て測定をした。実験を

通し連続して測定を行った.装 置は肩甲骨上角の上部に装

着した。実験終了後に測定筋の等尺性最大随意収縮を20秒

間行 い、キャリブレーションとした。血液 量最低値の絶対値を

O%、 測定開始時をlooel.と設定し、totnl-Hb、oxy-Hbの 変化

を測定した。皮膚温の測定は、IO分 毎、筋硬度とVASは10

分.30分 、4e分 、60分 ・vgO分の時に測定した。VA3に っい

てISIOO㎜ のスケールを使用した。

睡結果】1)total-Hb=座 位条件では開始O分 の値 と比し、40

分で低値の傾向、50分 ～90分 の値が有意に低値を示し彪2

㎏粂件では、ユe分、20分 で高値の傾向が、7e・vgO分の値で

有意に低値を示した。4kg条 件ではIO分 、高値の傾向を示し、

70分 ～90分 の値が有意に抵埴を示した。

2}Oxy-Hb:座 位条件ではa分 の値と比し、30分 で高値の傾

向を示L、40分N90分 の間で右意に低値を示した.2kg条 件

ではIO分 の値が有意に高値を示した。4㎏ 条件ではIO分 、

20分 で有意に高値を、90分の値hS有 意に低値を示した。また、

se分 で高値の傾向を、如 分、70分 、80分で低値の傾向を示

したe群 間差は50分 で座位条件と4kg条 件との間で、60分で

座位条件と2㎏ 条件との間で有意差を確認した.

3)皮 膚温=座 位条件で1まO分 の値と比し、10分 ～90分 の値

が有意に高値を示した.2㎏ 条件及び4kgで は0分 の値と比

し、10分 一一ge分の値で有意に高値を示した。

4)筋 硬度:座 位条件では30分 、70分 の値が低値の傾向を

示した。2㎏ 条件ではle分 の値力1低値の傾向を示したe4kg

条件では60分 、70分 での値が高値の傾向を示した。

5)VAS:座 位条件では50分 、90分の値が有意に高殖を示し、

60分 、70分の値が高値の傾向を示したe2㎞ 条件では60分

の値が有意に高値を示した。4kg条 件では60分 一一90分での

値が有意に高値を示した。

1考察】ヘモグロビン動態にっいて2㎏ 、4kg両 条件の運動中

におけるtotal-Hb及 び 。xy-Hbの値について明確な差は確認

できなかった。また、運動後はtetal-Hbに ついて2㎏ 、4kg両

条件の間に明確な差は無かったが、exy-Hbに ついては4k9

条件が低値の傾向歩あるのに対し、2㎏ 条件にはそれ潮見ら

れなかった。筋組織のヘモグロビン動態については酸棄消費

と血流速度が影響するとされている。運動後の2㎏ 条件の変

化 に関してtot翁1-Hb恭 低値を示したがoヱy-Hbは 低値を示し

ていないことは、酸棄消費の低下、血流の促進が考えられる

が、運動後に代謝が抑制することは考えにくく、血流が促進し

たものと推測される.運 動後の4㎏ 条件の変化に関して、酸素

消費の増大による影響なのか、血流が抑制された影響なのか

を決定づけることはできなかりた.ま た衷層の血液循環を表わ

す皮膚温については今回の実験からは各群の間に明確な差

異は観察できなかったe主 観的な肩の不快感を表わすVAS

では運動後の値ts2㎏ 条件では実験開始時と同様レベルだ

ったが、4㎏ 条件では有意に高値を示した。これは運動強度

が高く.結果として肩に、不快感力戦 ったものと推測される。
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スポ ーッ整 復療法学 研究 第t4巻 ・第1、2号2012年9月 研究発表一〇2

超音波療法は骨格筋の組織血流量を増加させる
TherapeuticUltraseundEnhancesMuscleTjssueBloodFlow

白 石 聖(了 徳 寺 大 学 傭 康 科 学 部 整 復 医 療 ト レー ナ ー 学 科).渡 辺 英 一{用 田接 骨 院)

キー ワー ド:超 音波治療 、物理療法、骨格筋、近赤外分光法

【目的1

超音披療法は、筋骨格系傷害の治療を目的に柔道整復や

スポーツ医学の臨床で最も普及している物理療法機器であ

る。近年では、筋の柔軟性を高めるためコンディショニン

グの補助的手法としても超音波療法が用いられるようにな

ってきている。臨床では様々な勧果を目的として治療に用

いられているが、超音渡療法が筋組織への代謝 ・循環にど

のような影響を与えるかにっいては明らかになっていない。

そこで本学会大会(2011年)に おいて、超音渡療法により

筋組織の酸泰消費量が安静の1.35倍 程度増加 し、この増加

は照射後5分 問継続することを示 したeし かし、この筋酸

素消費量の増加は、同部位の組織血流を同様に増加させる

か否かについては明らかではない.本 研究では.超 音波療

法坦照射部位の筋組織血流量を増加 させるか否かについて

検酎した。

1方法】

被験者は健康な男性9名(平 均21歳}で あた。被験者

は背臥位で前腕(非 利腕)を 回外位 とし、前腕前面の長軸

1/2僥骨一尺骨間隙中央部(手 指屈筋群)に 超音波プローブ

を固定した。近赤外分光法のセンサーを同前腕後面の擁骨一

尺骨間中央部(前 腕伸筋群)に 超音波プロープと対峙する

よう装着 した。

超音波照射による影響を明らかにするため、被験者に対

して実際に超音波を照射する照射条件と、照射を行わない

シャム条件の2っ の条件で実験を行oた 。照射条件では、

周波数O.8MHz、 出力は1.OWで 間欠的(enO.05sec=off

O.05sec.)に10分 問の超音波照射を行った。シャム条件で

は超音波装置の出力をOWに 設定し10分 間の疑低照射を

行った。2条 件の測定はシングルプライン ド法を用い、測

定の順序はランダムで行った。

筋組織血流量は同側上腕周囲に装着 したマンシェットを

一・時的に加圧(50mmHg)し て静脈血流遮断をおこない、

このときの近赤外線分光法により測定された繕ヘモグロビ

ン量の増加率からもとめた、筋組織血流量の測定は超昔披

照射前{安 静}、超音波(照 射またはシヤム〕終了直後、回

復2分.5分 、le分 、15分 目に行 っ た。

【結果 】

超 音波 照 射 条件 の筋 組 織血 流 量 は 、安 静値 に対 して 照射

直 後(1.41倍)、2分 目(1.33倍}で 有 意な 増加 を示 した。

一 方
、 シ ャ ム条件 の筋 組織 血 流 量 は 安静 値 か ら有 意 な 変化

を 示 さなか った。
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図 超音波照射条件(■ 〕お よびシャム条件(O)に お け6筋 組

樺血流量の喪化

er園.=筋 組繊血沈t平 均値 ±標準偏差*Pく 〇-05、#pくO.Ol

1考察】

生体筋組織に間欠的な超音波を照射 した結果、照射領域

の筋組織血流量は、安静殖 と比較 して1.4倍 程度増加 した。

この結果は、超音波照射により骨格筋酸棄消費量が安静値

から1.35倍 程度増加することを示した昨年の報告とほぽ

同等な血流量の増加であった。本研究から筋組織血流量が

増加したメカニズムを明らかにすることはできないが、そ

の一因として超音波の振動による筋組織でのマイクロマッ

サージ効果および1または、温熱効果が組織酸素消費量を増

加させ、これにともなって血流を増加させたと考えられる。
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柔道整復師の リスクマネジメン ト

一 第1報 柔道 整 復術 過 誤 デ ー タ につ い て 一

川辺二郎(か わべ接骨院}、荒井俊雅(真 砂整骨院)、上川充広(か みかわ接骨院〕、

奥平明久(お くだいら接骨院)、森島輝夫(森 島鍼灸接骨院)、菅俣弘道(す がまた接骨院}、 中村正道(東 京工業大学)

KeyTvds=リ スクマネジメン5、 柔道整復術過誤、インターン制度、卒後認定制度

目 的

平成23年 度の柔道整復師資格取得者は5227名 で.試験財

団発足当時の平成4年 度か ら13年 度までの毎年1000名 に比

し、ここ5年 間毎年5000名 近い資格取得者が排出されてい

る。それに伴 う接骨院の開業数増加による競合での経営悪化

O、会計検査院より指摘の増え続ける療養費など、接骨院が

抱える諸問題(リ スク}は 喫緊の課題である。それに加え一

般労働者に比べ長い業務拘束時間、一人親方による労働実態

など施術者自身の健康 も、リスクの一つとして考えられる。

さらに医療従事者は患者利益優先、患者保護.良 質な医療の

提供など.近 年薯 しく患者権利が変容してきており、医療過

誤に関する裁判も、一般化 してきているの力言現状である。

このように柔道整復師潮とるべきリスクマネジメン トを

考えると、接骨院の経営環垢、療養費の肥大化、施術者自身

の健康、柔道聲復徳過誤などの課題が挙げられる中

そこで本報(第1報)で は乗道整復師がとるべきリスクマ

ネジメン トの中で、柔道整彼術による過誤について、某柔道

整復師団体の会員炉過誤を起こし賠償責任保険を申し込ん

だ事例から、その傾向を分析し、検討することを目的とした。

方 法

某柔道整復師団体は会員約1,250名 で、3e年 の歴史と安

定した運営の全国組織の団体である。過誤事例は平成10年

1月 叫平成23年2月 までの全SS事 例で、過課を起tし た施

術者から賠償責任保険の申込みがあり、その際の過誤慨要報

告書を基に分析を行った.報 告内容拡初検 日、医療紛争発生

臼、賠償責任保険申込み日、患者年齢、性別、負傷名、問題

となっている時点の治療内容、受診者の主張要旨、交渉経過

と結果、示談成立日.示 談金額、施術者年齢、団体入会 日等

であり、過誤事例を以下の6項 目に分類し分析を行ったn

且=火 傷(熱 傷、凍傷、電極による火傷)

B=鍼 灸(気 胸、神経損傷、感染、アレルギー)

C:設 備、備晶(治 療器、テープ湿布のカブレ、・ベッド転落)

D=施 術者(主 に手技による増悪や骨折 骨折固定不良}

E=誤 診(骨 折や脱臼の見落 とし 知識不足等)

F=人 的 トラブル(過 剰な主張や抗議)

但し、過誤は重複 して起こってもいるため、分類では 肥 事

例に対し分析は12S例 の過誤にっいて行った。全体把握の撫

め、それぞれのデータより単純集計及びクロス集計し、その

中で特徴的な結果について分析を行った。

結 果

1、過誤件数は、平成1⑪～14年 の5年 問に平均3件 べ・一スで、

平成15～22年 の8年 間には平均9件 ペースで起こった。

2、会員の年齢分布はほぼ正規分布を示すが、過誤を起こし

㌧ 一一33-一一

た 会 員 は若 年側 に偏 りnsあ り、39歳 未 満 で全 体 の43.2%を

占め た.

3、過 誤 を起 こ した会 員 の 開業 年 数 は 、71.6%が10年 未満 で 、

開業20年 以 上 で は1名 のみ で あ っ た。

4、 過 誤 患 者 の性 別 で は 、男性22件 、女性66件 で 、49歳 未

満 の 男 性 は 、男 性 全体 の63、7%を 、5⑪ 歳 以上 の 女性 は女性

全 体 の62.2%を 占め た。

5、賠 償 金 額Oは 、38,6%.賠 償金額O～50万 円未 満 は 、se.901e

であ った.な お最 高賠 償 金 額 は 、225万 円 で あ った(B感 染 〕。

6、 過 韻 類 型 でbの 施術 者 、主 に手 技 に よ る過 誤 は 、全体 の

44.6%で 他 の過 誤 を 大 き く上回 った(他5種 は各10%前 後)。

7、Dの 施 術者 、主 に手 技 に よ る骨折 過 誤 は14例 で 、そ の う

ち肋 骨 骨 折 は9例 、そ の多 くは50代 女 性 に対 して で あoた 。

考 察

平 成14年 度 か ら資格 取得 者 が 増加 し始 め るの に並行 して 、

過誤 も右 肩 上 が り帯増 え始 め た。ま た過 娯 を起 こ した施 術 者

は闇 業 間 もな い術者 に集 中 し、5年 未 満 で過 誤全 体 の45.5%、

5～IO年 未 満 で26.1%で あっ たe過 去 に お け る養 成校 の学 生

は、徒 弟 制 に よ る師弟 関 係 を持 っ た者 韻多 く、現 場 での経 験

も,卒業 時 点 で 、現 在 の卒 業生 よ り豊 富 で あ った よ うに考 え る。

現 行 制 度 で 邑 、卒 業後 、 直 ぐに で も開 業 可能 に な って お り、

イ ン ター ン制 度 や 専 門的 技術 、知識 を広 げ るた め の卒 後認 定

制 度 導 入 も.業 界 への 信 頼 、安 定保 持 の た めに必 要 なの で は

ない だ ろ うか。 また我 歩 国 の医療 制度 では 、患者 側 が 受診 先

の先 生 が いつ 国 家資 格 を 取得 した か 、どの よ うな認 定 を持 っ

てい る か の情 報 を得 る こ とは困難 で あ り、表 示義 務 には な っ

て い な い のが 問題 で ある と考 える。

過 誤 を受 けた 患者 で 男性 は49歳 未 満 が多 かoた が 、 こ の

こ とは仕 事 へ の 影響 の 関連 と思 われ 、休 業 補償 な ど金銭 的 な

影 響 も あ り、賠 償 金 額 も 高 めで あ った。 逆 に50歳 以 上 で は

女 性 の比 率 が 高 くなっ た が、これ は特 に更 年期 や 筋 骨 の衰 え

等 か ら過 誤 を黄 け易 くな る と も考 え られ た。

結 論

柔道 整 復 師資 格 取得 者 が 増加 し始 め た平 成14年 頃 か ら.

並 行 して 過誤 件 数 は漸 増 傾 向 を示 した。ま た過 繰 を起 こ した

施 術者 に若年 傾 向が あ り、開業1e年 未横 で全 体 の71.6%を

占 め た。過 齪患者 で 、49歳 未満 の 男性 は、男性 全 体 の 嚇3.7%、

50歳 以 上の 女性 は、女 性全 体 の62.2%、 賠償 金 額50万 円 未

満 は 、全 体 のse.9%で.男 性 は高 め の傾 向 を示 した。
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身体バランスに及ぼす靴インソールの影響について
Theinfluenceinbodybalancef}ominseleshoes

O松 原 伸行{ミツワ整骨院}s荒 井俊雅(真 砂整骨院)s中 村正道(東 京工業大学}

1目 的 葺

姿勢 の安 定 や 保 持 は 障 害 の予 防 や 健 康維 持 に肝 要 で あ

る.日 當 生活 での 婆 勢維 持 は 、足 底 と靴等 の 履 物 との接 点

に あ り、そ 二では様 点 な問題 が 起 こっ て い る、特 に最 近 の

靴 市 場 で は、靴 の形 状 ・色 や デ ザイ ン で 多種 多 様 な製 品 が

見 られ 、靴 と足 裏 の 撞点 とな るイ ン ソール に お い て も同 様

で あ り、臨床 の現 場 で は 、そ の選 択 に 迷 うこ とが 多 い.一

方 、姿勢 の安 定 に 関 しては 、重心 動 揺 計 を用 い た研 究 ポ 数

多 くな され て きた 凪 。そこで 本研 究 に おいて は.シ ューズの

インソー ル の選 択 時 に、重 心 動揺 計 で測 定 した身 体 バ ランス

の評 価 を応 用 できると考 え、そ の検 討を行 った.

1方 法1

被 験者 は、来院 した患者 で 、重心 動揺 計{ア ニマ社 グラビゴ
ー ダーGS-7)で の片 足 立ち測 定 が可 能な36名 て男性10名 ,

女 性26名)で ある。被験 者 の年 齢 は9歳 から80歳 で 、60歳

以 上 が11名 、15歳 以 下 が14名 であった。

被 験 者 には十 分 に実 験 の主 旨を説 明し同意を得 た後 、靴 の

インソ・一ル として以 下 の条 件 による測 定を行 うた。

測 定 条件:

1.靴 型 の2m皿 の厚 祇 を中敷 とした測 定。

2.5社 製 の トリムブル ー を使 用 した測 定。

3,S社 製 の トyムグリーンを使 用 した測 定.

4.B社 製 の 三点 バランスインソールを使 用 した測 定 。

測 定 方 法

被 験 者 に上 記1か ら4の インy一 ル を使 用 したシ=一 ズ で 、

左 右 の片 足 立 ちをさせ.2m先 のマー クを注 視 させtsntら 、10

秒 間 の 計 測を行oた 。重 心 動 揺 の解 析 は、1⑪秒 間 にお ける

重 心 動 揺 の総 軌 跡 長 と実 効 値 面 積 につ いて 、測 定 条 件1に

対 す る比 宰 に換 算 して 行 った.総 軌 跡 長 茄 大 きく、実効 値 面

積 が 極 小 であることを直 立 能 力 が 高 い とい う前 提 で 、罹 患 部

位 ・年 齢 ・俸 系 当を考 慮 に入れ 、比較 を行 った。

被験 者 の特 性 は 、表 一1の 通りであったe

表・-1被 験 者 の特 性

年

齢

男性 女性
Arm」P9由15畿 , フ

B四 叩15・}50歳 2 9

c函 畑,60・}BO歳 10

体

型

肥浅型 2 4

昔 通 2 15

痩せ型
一一一

伍 }

罹
宙

部
位

腰 痛 3 8

左膝痛 4 11

右歴痛 3 6

左足底痛 4 1

右足底痛 o 3 1

偏平足 5 o 1

Aグ ループ55.O%、Bグ ループ40.O%、Cグ ループ58.

3%で あった。罹患部位との関係について、腰痛者では比率

がユを超える例は、左右の総軌跡長・実劫値面積ともに80%

以上であった。膝痛・足部痛との関係では、患側と健側の間に
一定の傾向は見られなかった.

1考 察1
年齢別のグループについては、学齢期・成人期・老年期と3

群に分けて比較を試みたカ{、老年者の計測埴は、総軌跡長
が長く実効値面租が大きい傾向であった.これは加齢による

神経機能の低下を表すものと考えられるが、罹患部位の重傷

度との兼ね合いもあり、一概には言えないが、高齢者ほどバラ
ンス保持に及ぼす症状の影響が大きく、インソールで補うこと

ができる症状の範囲炉狭いことが考えられる。

今回、重心動揺計による測定を来院患者で試みたが、罹患
部位の症例とインソールの間に明確な有動性を見出すことが

できなかウた.そ の原因は、協力を得られる被験者の例数力{

少なかoた こと及び測定条件を厳密な意味で一定にすること

が困難であったこと等が考えられ塩 しかしな押ら腰痛者は重

心が不安定になり、片足立位でのバランス保持に安定性がな

くなる結果であった。症状の重さや左右差及び個体差等を考

慮して症例数を増やすことで、擢患部位別の傾向もある程度
推測損可能であると思われた。一本測定では、櫨患部位が左足

に偏ウていたため患側と健側を十分に比較することができな
かった。そのため、疾患部位が重心動揺計の計測埴に及ぼ

す影響を吟味することが不十分となったことは否定できない.

今後、多くの例数を収集し、分析することで.重 心動揺計を柔
整師の診断・治療・検査として有効に活用することが可能とな

るものと考えられた。

【結 輪】

重心動揺計を用いて、戦インソー一ルが身体バランスに及ぼ

す影響を検討して以下の結論を得た。

1.学 齢 期 ・成 人 期 ・老年 期 の3群 で比 較 した結 果 、老 年 期 ほ

ど罹 患 部位 やインソー ル による影響 ぷ 大きか ウた.

2.腰 痛 患者 にお いて は、総 軌 跡 長 ・実 効 値 面 積 ともに大 きく'

なる傾 向 にあり、インソール の影 響 よりも加齢 による影 響 の大

きさが推 察 され た。

3.今 後 症 倒 数 を重 ねることで 、重心 動 揺 計 の 臨床 へ の応 用

が 可能 となるものと推 察 され た。

【参考 文献 コ

1)平 択 弥 一 郎.臼 井 愈 男=保 健 体 育 一スタシオ ロジー 、

財 団 法 人 放送 大 学 教 育振 興 会1995、Pi97～1?4

2)時 田 喬:重 心 動揺 検 査 、アニマK,K.:2DO4、24～44

3〕 流畑俊哉=バランス能 力の因子構造に1艮ぽす加飾の形 饗

筑波 大 学 、Piユ0・～・4Z,

1結 果1

測 定 値 は.全 て測 定 条 件1に 対 する相 対 値 で比 較 した が、

総軌 跡 長 に ついて、Aグ ル ープ(9～15歳)は 比 率が1を 超 え

た割 合 は47,4%、Bグ ル ー プ(15～60歳 渇O.O%、Cグ ル

ー プ(60～80歳)73 .9%で あoた.実 勃値 面積 につ いて は 、
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歩行時の扁平足に対するテー ピングによる動作分析

寺田弘太郎、行田直人、泉 晶子、清水博智、林 愛.谷 口和彦、岡本武昌

(明治国際医療大学 保健医療学部 柔道整復学科)

KeyWords:扁 平足,テ ー ピング,歩 行,動 作分析

【目的 】

柔 道整 復 師 は応 急 処 置や 後療 な どに使 用 す る 固

定材料 と してテ ー ピン グや包 帯 な どを用 い る。テ ー

ピングや包 帯 は、外傷 予防お よび再発 予防 、軽 度 な

外傷 に対 す る応 急 処置 や外 傷 後 の早 期 か らの機 能

訓練 の補助 、関節 を補 強 し損 傷 され た筋や靭 帯な ど

の早 期機能 回 復 を図 る 目的 で主 に使 用 され てい る。

また テー ピン グは 扁 平足 の 改善 に 対 して 用 い られ

てい る。扁 平足 を有 す る人 は.足 部 アー チの低下 に

よ り、長時 間の歩行 や スポー ツ活動 中 に足底 部^の

負 荷 の増 大が 起 こ り、同部 に痛みや 炎症 を生 じる こ

とがあ る.こ れ まで の扁 平足 に関す る研 究は 、テー

プ方 法や 足部 アーチ形成 に関す る報 告 はあ る押.歩

行時 の加 速度 の観 点 か ら検討 した報 告 は少 な く、ま

た各 歩行 周期 に細 分化 して検討 した 報告 は少 ない。

そ こで、本研 究で は扁 平足 を有す る被験 者 の足尖部

お よび外 果部 に3軸 加 速度 セ ンサー を貼付 し、テ ー

ピン グの有無 に よ る1歩 行周 期 を加 速 度お よび 足

関節 角度 の変 化か ら検 討 した。

1方 法 】

対象 は、両下肢 に外傷 の既往 が ない扁 平足 を有 す

る被験者 と した。 テ ー ピン グ施行 は 両足 に行 った。

測定機器 は 、3軸 加 速度 セ ンサー(S&ME社 製)、 デ

ー タ収集 システ ムBi。1。g(s&ME社 製)と したe測

定項 目は3軸 の加 速度 と足 関節角度 と し、3軸 加 速

度セ ンサー は右 足 の足 尖部 と外果部 に貼 付 した。足

関節 角 度 の測 定 の た め に直径2C皿 の反射 マ ー カ ー

を、被 験 者 の右 側 の大転子.関 節裂 隙、外果 、足 尖

に貼 付 した。測 定 は裸 足 とテ・一 ピング施行 時の歩 行

の2条 件 と した。扁 平足 に対す るテ ープ方 法は 、一一

般 的 な扁 平足 テー ピング法 と し、幅25m皿 の非伸 縮

テー一プ(日 東 メデ ィカル社製;C25)を 使 用 した。測

定時期 は1歩 行周 期 とした。また 、4方 向か ら撮 影

したハ イ ス ピー ドカ メラ(CASIe≡FX1)と3軸 加 速

度 セ ンサ ー の デ ー タ を ビデ オ動 作 解 析 シ ス テ ム

(DKH社 製)に て同期 し、裸 足 とテー ピングでの1

歩行 周期 を特 定 した。得 られ た3軸 加速度 デー タ を

各 軸 ご とに積 分値 を算 出 し、足 関節 角度 と併せ て、

歩 行へ の影 響 を検討 した。

【結果1

1歩 行 周 期 か ら裸 足 とテー ピングで の特 徴 の あ

る時期 を検 討 した.結 果 、右 立脚 中期 か ら左 立脚 中

期 似 下.① とす る)と 右 立脚 中期 か ら足尖離地(以

下 、② とす る)の2つ の時期 でみ られ たe① での 足

尖ではX軸(内 外方 向)、Y軸(前 後方向〕 ともに

裸 足歩行 と比 較 しテー ピング歩 行で 、耳軸 では よ り

外 方に、Y軸 は よ り後方 に、ま たZ軸(上 下方 向)

は裸足歩 行で 上方へ の増加傾 向担み られ た。① の外

果 では 、X.Y.Z軸 ともに裸足 歩行 で、X軸 では外 方

へ 、Y軸 は よ り後 方に、Z軸 は よ り下方 に増 加傾 向

がみ られ た。② で の変化 は、足 尖で はX.y.Z軸 とも

に裸足歩 行 と比較 しテー ピング歩 行で 、X軸 では外

方へ 、Y軸 は よ り後方 に、Z軸 は 下方への増加傾 向

がみ られた.② の外 果 では、裸足歩行 とテー ピング

歩行 ともX軸 は明 らかな差 を認 め なかoた 。Y.Z軸

は襟 足歩行 と比較 しテ ー ピング歩行 で、Y軸 で は前

方 へ、Z軸 は よ り下方 に増加 傾 向 がみ られ た。

1考 察 】
一般 に 正常 歩 行 を得 るに は足底 部 の3点 支 持 の

改善が必 要 にな る。正常 な足底部 は 、第1,5中 足骨

頭 、踵部 の ヨ点支持 に よ り歩行 す る。扁平 足は、足

底 全体 が床 と接地 して い る。① での テー ピングの 足

尖の結 果か ら、テ ー ピン グを行 っ た ことに よ り3点

支持 がな され 、扁 平足 のない裸 足 での歩行 の加 速度

変化 と同様 な第1趾 で蹴 り出 しを行 ってい る こ と

が確認 され た。また① での外果 のY軸 は前方 への 増

加が認 め られ た。これ は蹴 り出す瞬 間 に足 関節 底 屈

の増加 が見 られ 、足関節 角度 に も扁 平足の ない裸 足

で の歩行 と同 じよ うな蹴 り出 しを第i趾 で行 って

いる こ とが考 え られ る。

一35一



スポーツ整復療法学研究 第i4巻 ・第12号2012年9月 研究発表一〇6

立位体操介入による効果から見た筋の圧痛検査の有用性

行 田直 人1)・2),林 愛1),泉 晶子1},岡 本武 昌1〕,佐野裕 司2)

(V明 治国 際医療大学柔道整 復学科,:}東 京 海洋 大学 大学院)

KeyWords:肩 部 、腰 部 、愁訴 、体操.圧 痛 計検査

【目的】

厚生労働省の国民生活基礎調査(Hエ9年}に よると、

有訴者率の上位に肩凝 り、腰痛が占めてお り、その対策

が重要といえる.肩 凝 りや腰痛の原因としては、体幹筋

の十分な収縮 と伸展の不足にあるとの帳告があ り、その

改善の手段 として、腹臥位や仰臥位で実施する体幹筋の

十分な収縮 と伸展を伴 う背反 らしと背伸ばしの体操那有

効であるとされている。また、佐野 らは、狭域な場所で

しか体操が実施できない環境 もあることから、立位で簡

単に実施できる体幹筋の十分な収縮 と伸展を伴 う背反 ら

しと背伸ば しの体操(以 下、立位体操)を 提案し、その

有効性を報告している。
一方、肩凝 りや腰痛やその改善体操の評価 として、凝

り、張 り、痛みなどの愁訴、自覚度調査、POMS(Pr。file

。fMoodSt且tes}や 徒手圧痛検査による筋の圧痛強度評

価などカ{行われている。佐野らは、愁訴 と徒手圧痛検査

との関係、また徒手圧痛検査にっいて4段 階昧による検

者の筋の圧痛強度評価 と1⑪ 点法による被験者の主観的

な筋の圧痛強度評価 との関係を検討 し、徒手圧痛検査に

よる両評価の有用性を報告している。また、著者らは、

圧痛計機器を用いた筋の圧痛検査(以 下、圧痛計検査)

を、5種類の圧迫負荷から検討 した結果s7,5kg程 度の圧

迫負荷が適正であり、徒手圧痛検査 と圧痛計検査の評価

とに相関が認められ二とから、徒手圧痛検査 と同様に圧

痛計検査の有効性を示唆 した。

本研究は、肩部 ・腰部筋を対象 とした徒手圧痛検査 と

圧痛計検査の有用性を.肩 凝 りや腰痛を自覚する被験者

を対象に.立 位体操を1ヶ 月間実施 させて検討する二と

を目的とした。

1方法1

被験者は本実験の趣 旨に同意Lた 成人男女22名(平 均

年齢;22+8±3.6歳)で あoたe被 験者には、徒手圧痛

検査および圧痛計検査の両検査 と同時に愁訴調査を立位

体操の実施前 と1ヶ 月後に受けさせた。両圧痛検査を行

った検者は柔道整復師1名 である。両圧痛検査は、対象

筋を僧帽筋、最長筋お よび腸肋筋のそれぞれ左右とし、

腰部筋を触知 しやす くさせるために、被験者を椅子に腰

掛けさせ、頭を下げて背中を丸め、同時に上肢を下垂し

肩のカを披かせた状態で実施 した、愁訴調査は、肩 ・腰

部等 の凝 りや 張 り感 、疲 労等 の 愁 訴 強 度 をF`全 く感 じな

い';O」 か ら 「`非常 に 感 じる';3」 の4段 階 で 評 価 した 。

徒 手圧 痛 検 査 は 、検 者 の 母 指 で 最 大圧 迫 させ た 際 の 、被

験 者 が感 じ る圧 痛 強 度 を`圧 痛 な し'、`弱 い'、`強 い'、

`非 常 に 強 い'の4段 階 法 で 検 者 が評 価 した
。圧 痛 計 検

査 は 、圧 痛 計 機 器(FingerPressureMeter;京 都 瘍 痛 研

究所 製 〉 をL用い 、7,5kgで 圧 迫 負 荷 した 際 の 、 被 験 者 が

感 じる圧 痛 強 度 を圧 痛 ス ケー ル に よ り.「{痛 み な し';O」

か ら 「`耐え られ な い痛 み};10」 の10点 法 で聴 取 した 。

【結 果 】

肩 部 ・腰 部 の 愁 訴 強 度 は 、体 操 前 と比 較 し体 操1ヶ 月

笹 に 有 意 な 低 下 を認 め た 。疲 労 で は 変 化 を認 め な か った 。

表1、 僧帽 筋の徒手 による4最 階法 での圧 痛強度評価 と圧 痛計

7.5kg圧 迫 負荷 のIO点 怯 での圧痛強度評 価 との相 関(代 表例)

お

胡回{体 極餉)22r=0.S2S坤右

俳操1月 襲22r=O.912■1僧帽筋

靭回{体 揉前}22r=o.57fiii左

体膿1月 罐12r呂O.脚 ‡‡

式

v=e.osex+2.2訓

v=o且9靴+o.5ee

V三 〇.12{1:+1.臼 鱈

v≡e32G■+匝4T6

■■p〈o崩xΨ ン

図1.右 僧帽筋の各圧蒲検査による圧痛強度変化(体 操前と体

操1月 傍の比較)(代 表例}・・PくO.01〔t-t酎)

表1の 代表例に示す通り、徒手圧痛検査と圧痛計検査

との関係は、全ての対象筋で有意な相関を認めたe図1

の代表例に示す通 り、各圧痛検査による筋の圧痛強度は、

俸操前 と比較し体操1ヶ 月後に有意な低下を認めたe

【考察 ・結語】

本研究で実施 した立位体操は、肩部 ・腰部の愁訴強度

および筋の圧痛強度を改善させ る効果が示唆された。ま

た、本研究での徒手圧痛検査の評価と7.5k已 負荷の圧痛

計検査の評価との開係は全対象筋で有意な相開が認めら

れ、且つ体操介入1ヶ 月間により両圧痛検査で、全対象

筋の圧痛強度に顕著な改善が認 められた.こ のことは、

両圧痛検査が体操介入による筋の圧痛改善効果を評価で

きる有用な検査であることを示唆 している。
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三 点バ ランス保 持 理 論 につ い て

三点バランスインソールによる足圧変化 と歩行時の足部変化
TheTheeryofBatancingBodyentheThTeeP。ints。fSupportintheSole

関 口 正 彦({株)テ レ ワ ンBALANCE工 房)、 中 村 正 道(東 京 工 業 大 学)

【目的1
三点バランス保持理論は、重力に対 しての身体バランス

保持を足裏 の踵骨、栂趾根元の種子骨(揖 趾球)、 小趾根

元の中足骨(小 趾球)の 三点を支点とした足弓(横 足弓、

内側継足弓、外側縦足弓}を 同時に活性 させる事によって

人間本来の姿勢保持力や潜在的な運動能力、循環機能の浩

性を図る事 をね らいとし、傷害予防や介護予防 ・歩行障害
の回避を目的 とした理論である。

【方法】

個々の身体バランスの違いにより足圧分布は異 なる状

況にある、二の異なる足圧分布を三点バランス保持による

姿勢保持に変えた場合、三点バランス保持位置への荷重負

荷溺多くなり安定 したバランス保持を行えるようになら
なければならない。最初のテス ト方法は、足圧計 〔フッ ト

チ=ッ カー ・ドイツ製}に よる荷重の足圧分布と骨盤iの位

置や向きを確認する方法で行った。

通常の姿勢保持(荷 重状況)と 三点バランス保持による姿

勢保持の違いがどの様に足庄分布や骨盤位置 ・向きに影響
し、その足圧が被検者の身体バランス保持にどの様 に感 じ

られることであるかを確認 した。

三点バランス保持によ軌 各足弓恭強調 されて土台韻出

来る事による足部の安定と各足弓の上下運動による下肢

の筋運動により、歩行時の蹴 りだ し運動が通常時より高ま

る事炉予想できることから、次のテス ト方法はハイスピー

ドカメラ(デ ィテク ト社製)を 使用 して歩行時のス トライ

ドによる足部の変化 を200フ レーム/秒 で親察した.

踵の接地部分を支点とし、栂趾球下部への角度を表わすこ

とで、足部、特に爪先部分の変化を観察する。

使用前、使用後、使用1週 間後の素足 と履 き物使用時でイ
ンソールの有無による足部の筋』運動の変化を観察す るこ

とで、インソールが足部の機能的な向上に黙がるかを確認

した。

1結果】
足圧計による荷重分布の測定テス トにおける結果は、足

裏の是弓の状況により足圧の面積や負荷の大きさに影響

を及ぼす、特に横足弓や外側縦足弓の筋膜に緩みがある場

合には、面荷重が多くなり、内側縦足弓がハイアーチとな

る事も確認できる、全被験者において確認できた ことは、
三点の支点保持部分に荷重揮分散 されて.強 い踏みつけと

なっている事が確認できる、三点の各支点への荷重負荷が

高まる事により、横足弓、内側縦足弓.外 側縦足弓の足弓
効果力塙 ま り、姿勢保持力の向上に繋がる、この理 由とし

て、足部の足底筋膜 に緩みがある場合、足裏の姿勢保持が

面圧の多い不安定なものとなってしま う、各足弓が同時に

足弓本来の張 りやバネ運動を行える状況になる事で三支

点の上にある距骨が安定 し、姿勢保持力の向上に緊がりて
いると考え られる。

ハイスピー一ドカメラによる足部の観察では、全被験者に
現れたものは、裸足または履き物使用時にインソー・ル を使

用する前と比べて、足部爪先の上がる角度が高くなってい

る、これは各足弓の筋運動が活性 され る事により、足弓の
バネ効果による踏み蹴 り動作が強 くなった結果 と思われ

る。踏み蹴 り動作が強 くなる事で、歩行時の歩幅が広 くな

り、足部の後方への蹴 りだしが強く行われるほど、爪先の

引き上げ運動 もリアクションとして強 くなる事が確認で

きた.

また、履き物の内部構造により、インソールを使用 しても
三点保持が有効 とならない場合がある.それは履き物の土

踏まず部分や横足弓下部が高くなり、内側縦足弓や横足弓
の働 きを妨げている揚合に起きる事 も同時に確認できた。

1考察】
姿勢保持力の妨げとなる体の歪みは、様々な理由による

と思われるボ、その一つである一部の履き物の流行によ り、

足裏三点支持の足圧の減少や歩行時における下肢の運動

を妨げていた事が原因の一つ と言える、姿勢保持力の悪化
は、今後 も運動能力の向上や傷害予肪、介護 予防などの各

分野においても大きな障害 となる可能性がある、不安定な

履き物や過去か らの因習による履 き物の考え方を改める
時に来ていると考えられる。

【結論】
人間の体tま、建築物の設計などアーチ構造、屋根作 りに

必要な トラス構造等の物理や力学の世界と同様に、バイオ

メカニクスに基づき、足部に重要な各足弓や足底筋膜があ

り、体を支えている。この原理は周知であるにもかかわら

ず、その足弓本来の機能を妨げている履き物やインソール
胆市揚に出回うている事に危険を感 じる。

今一度、足弓本来の役割を再考 してほしい、足裏の足弓は、
1衝 撃吸収姿勢保持2バ ネ運動3循 環機能補

助 という役割が有 り、この役割は各足弓が上下可動を行

う事でのみ機能します.

足弓の凹みを盛 り上げて形を形成する対処や靴のフィッ
ト感 だけを重視 した物作 りでは、この足弓の運動は生まれ

ません。特に足底筋膜の張 りを無 くし、内側縦足弓の可動

を止 めて しまう土踏まずへの持ち上げ構造は、足底筋膜の

慢性的な弛緩を引き起こし、下肢の循環機能 の活性や姿勢
保持}こ大きな障害となる事が考えられ る。

今 こそ人問本来の姿勢保持 の考え方に戻り、より未来に

むけた足元や雇 き物の研究が必要である。

)1

2)

3〕

4)

5)

6)
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包帯施行 時にお ける圧迫 力に関す る基礎的研 究
一熟練度の違いに よる比較一

大木琢也,中 川達雄,行 田直人,神 内伸晃,中 川貴雄

(明治国際医療大学柔道整復学科)

KeyWDrds=包 帯,圧 迫 力,評 価

【目 的 】

急性 外 傷 な どに 対 し砲術 ・後 療 怯 に 関 節 固 定 を 目的 に

使 用 す る 固 定 材 料 に は,テ ー ピ ン グ,包 帯,金 属 副 子 な ど

が あ る.ま た,固 定 材 料 を 用 い た 研 究 で は,固 定 材 料 の 違

い に よ る 固 定 力 の 評 価 や,テ ー ピ ン グ の 貼 付 に よ る 足 部

の 制 動 効 果O,閉 眼 時 の バ ラ ン ス能 力 に つ い て の検 討 が

な さ れ て い る.し かL,テ ー ピ ン グや 包 帯 法 な どの 教 本 に

は 、暖 昧 な 表 現{「 適 度 な張 力 で 引 ウ張 る 」,「施 行 後 に 血

管 へ の 圧 迫 の 程 度 を 爪 の 色 で 確 認 す る」 な ど)が 多 く,

「有 資格 者 」 や 「充 分 な経 験 を 積 ん だ 者 」 崩 施 行 して い

る の が 現状 で あ る2).ま た,テ ー ピ ン グや 包 帯 を施 行す る

際 の張 力や 組 織 を圧 迫 す る度 合 な ど の感 覚 は,術 者 の 主

観 に依 存 し,正 し く施 行 され て い る か否 か の 判 断 は,熟

練 度 に よ り て 左 右 され,ま た 関 節 固 定 を 施 行 した 際 の テ

ー ピ ン グや 包 帯 の 定 量 的 な 評 価 餌 な され て い な い.そ こ

で 我 々 は 熟 練 度 に着 目 し,テ ー ピ ン グや 包 帯 施 行 で の 定

量 的 な 評価 を 最 終 的 な 目的 とす る,ま ず 性 今 回,第 一段 階

と して 熟 練 者 と非 熟 練 者 を わ け て,包 帯 施 行 時 の 圧 迫 力

を 比 較 ・検 討 す る こ と を 目的 と した.

【方 法 】

術 者 は 熟 練 者 と非 熟 練 者 の 各6名 ず っ と した.熟 練 者

は 明 治 国 際 医 琉 大 学{以 下,本 学}で 包 帯 の 実 技 授 業 を担

当 した こ とが あ る戦 員(柔 道 整 復 師)を 選 出 し,非 熟 練 者

は 治 療 所 等 で 勤 務 経 験 の な い 本 学 成 入 学 生(4年 生)と し

た.5裂 の環 軸 包 帯{幅6em、 朝 日衛 生 材 料 株 式 会 社)を 用

い,VUパ イ プ{外 径60mm,近 似 内 径56m醇 に 熟 練 者,非 熟 練

者 の 両 者 に 施 行 させ た,VVパ イ プ を約8⑪cmの 高 さに 設 置

し,包 帯 施 行 範 囲 を25cmに 定 転 した.圧 迫 力 は,簡 易 式 体

圧 測 定器(PREDIA,malt帥 社 製1の セ ン サ を使 用 し,VVパ

イ ブ に包 帯 施 行 の ス タ ー ト位 置{環 行 帯 位 置,以 下 、環 行

帯)と 包 帯 施 行 範 囲 の 中 間 点 似 下,中 間 点)に 設 置 した 、

ま た セ ン サ を 固 定 す る 目的 お よび ΨLTパ イ プ に 包 帯 を 巻

きや す くす る為 、ア ン ダー ラ ップ を巻 き つ け た.

各術 者 に は 被 覆 を 目 的 に螺 旋 帯 で包 帯 幅 の1/2を 重 ね

な が ら施 行 す る よ うに 指 示 した.計 測 点 は 、環 行 帯 部 と 中

問 点 と し,龍 帯 施 行 前 後 の 圧 迫 力 の 変 化 値 を 記 録 した,ま

た 包帯 施 行 は 熟 練 者 ・非 熟 練 者 と もに3回 行 わせ,各 変 化

値 の 平 均 を イヒ表 値 とLた.

1結果 ・考察】

環行帯は包帯を施行す る際の始めと終わ りに用いる手

法であ り,患部に巻いた包帯の滑落防止のために行われ

る.本結果では,環行帯において熟諫者は非熟練者と比較

して圧迫力の変化値が低値傾向を示 した.よ って,熟 練者

では非熟練者よりも少ない圧迫力で環行帯を行 っている

と推察された+

中間点での圧迫力では,熟 練者 と非熟練者との比較に

おいて明らかな変化を認めなかoた.こ れは,螺 旋帯を施

行する際に術者に包帯幅を1/2ず つ重ねるように指示 し

ていたため,同 一幅で均一な圧迫力がセンサに加わって

いたと思われ,両者 にあまり変化を認めなかr⊃た.

中間点と環行帯部分の変化値の差でiま,熟練者 よりも

非熟練者の方が低値傾向を示 した,熟 練者は環行帯や螺

旋帯の手法を理解 して包帯を施行 していると考えられる

が1環 行帯炉揖らないよ うに しっかりと留めておく二と

や,螺 旋帯に浮き力当ないように意識 している可能性 が伺

われた.

今後の課題 と して,計 測点の追加や包帯手法による差

違について検討する必要性があると考えられ る.

1結語】

本研究では,VUパ イプを用いて熟練度の違いによる包

帯施行時の圧迫力の比較を行った、

その結果,特 に環行帯では熟練者において非熟練者 と比

較す ると,圧 迫力の変化値が低値傾向を示 した.ま た,中

聞点と環行帯部分の変化値の差では,熟 練者よりも非熟

練者の方が低値傾向を示 した.これによ り,環行帯が滑ら

ないようにとの意餓(感 覚や経験〕の違いによると思われ

た.

1参考文献1
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肩関節脱臼整復モデル開発のための基礎的研究
～整復時牽引力測定モデルの考案～

神内伸晃,行 田直人,煙 山奨也,泉 晶子,岡 本武 昌,谷 口和彦

(明治国際医療大学 保健医療学部 柔道整復学科)

KeyWords:肩 関節脱 臼 シ ミュV一 シ ョンモデル ヒポクラテ ス法

1目的】

近年は医学部や医療系学校で人形等のモデルを使用 し

た実習を行っている。多種多様なモデル益考案され 、臨

床実習な どで用いられるシ ミュ レーションモデルが存在

する。 シミュ レー ションモデルを使用する利点は、人体

に危険を及ぼす恐れがあるような医療技衛を練習す るこ

とができることである中柔道整征師の養成校においても

骨折や脱臼などの整復練習を行 うシミュレー ション屯デ

ルを用いること力監できれば.整 復技爾を教えるための有

効な手段 になる と考えられる。本研究では、整復技術が

重要 となる脱臼に着目し、外傷による発生頻度洋最 も多

い肩関節前方脱臼のシ ミ岳 レーシ ョンモデルを作製 した。

柔道整復師が行 う整復法について鎌田ら(2005〕 の報告

では、ヒポクラテス法が最も多 く利用されていると報告

している。本研究では.脱 臼の整復モデルを開発す るた

めの基礎的研究 として肩関節前方脱臼の整復時牽引力整

覆モデル{以 下、整復モデル}を 作成 し、肩関節前方脱

臼の整復について柔道整復師へ個人調査を行い、 ヒポク

ラテス法による牽引力と臨床歴、整復回数に関連がある

か横討を行った。また、牽引力を推 定し、牽引力を教授

する際の指標を検討 した。

【方法1

肩関節前方脱臼牽引力測定モデル 似 下、測定モデル)

は、 ヒポクラテス法での牽引力を測定す るために考案 し

た。測定モデル吐 レスキ皇一マネキン(日 本ス リー ビー ・

サイエンティフィック社製)を 元に製作 した。製作方法

は右上肢に接続 したワイヤーを左右の滑車肩関節部に取

り付けた滑車を通 り左胸部側壁に固定したセンサ(ア イ

コーエンジニア リング社製,プ ツシュプルゲー ジ〕を取

り付け、右上肢の牽引力を測定 した。測定デー タはパソ

コンへ保存した。

対象者は柔道監復師の資格を有 し眉 関節前方脱臼に対

しヒポクラテス法での整復経験ボある茄 名 とした。事前

に本研究の目的 と実験説明を行い、伺意を得て行 った。

測定動作は.測 定モデルを仰臥位 とし、ヒポ クラテス

法の牽引動作 のみ とした.な お、外旋や過度な外転動作

牽弓1力

は行わないよ うに対魚者に指示 した。対象者は測定開始

とともに牽引動作を始め10秒 間の持続牽引を行った。計

測は3回 行oた 。

個入調査は測定を行 う前に肩関節脱 臼について 「臨床

歴」、「肩関節前方脱臼の整復回数 〔以下、整復回数)」の

2項 目にっいて記入形式で行った。

得られたデータは、それぞれ ぴ回の測定値から最高値

を平均 し各対象者の測定値 とした。各対象者の測定慎は

1⑪㎏未満、10]rg以 上20㎏ 未満、2⑪㎏臥上3ek凹 未満、

30蛇 以上の4つ の範囲に分類した。また、牽引力の測定

値 と臨床歴 、整復回数 との間でそれぞれ相閲餌みられる

かビアソンの相関係数を用いて算出 した。

【結果】

牽引力の平均値は15.95±7.49kgで あ り、最高値は

34.1㎏ 、最低値は4.5kgで あeた 。各対象者の測定値を

昨ごとの範囲に分類すると、10㎏ 未満は5名 、工0㎏以上

20㎏ 未満は15名 、20㎏ 以上30kg未 満は4名 、30㎏ 以

上は2名 であったe調 査書より平均臨床歴は19.S±14.2

年であウ、最低年数は3年 、最高年数は48年 であった。

整復回数は最低数炉1回 、最高数那100回 でありた。調

査票による項 目と牽引力についての相関は、臨床歴、整

復回数の各 々でみられなかった。

1考察】

本研究の結果から対象者の牽引力は10kg以 上20㎏ 未

満 の範囲で多く、約6割 がこの牽引力の範囲であうた。

よって整復時の牽引力を10kg以 上2⑪ ㎏未満で行 うこと

DS1つ の 目安 として考えられた。 また、牽引力 と調査害

による相関がみ られなかった ことか ら本整復モデルによ

る脱臼の牽引力においては経験による差はあまり影響を

与えない可能性餌あることが考えられた。 しか し、実際

の脱臼整復時では、筋の緊張や上肢の重 さ、抵抗感など

を感 じて牽引するカや速度 を調整 して行っていることが

あるため、今後の検討課題であると考えられた、

す扉搾'オ駁23年 厘三合螺 灘 疲学庁浸盤会学茂運礎

改辞夢離 〕助域絵 を」受'ナ庁わ丸た.
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肘屈曲動作時におけるマルチチャネル表面筋電図を用いた

運動単位活動計測法の提案

赤澤 淳 〔明治国際医療大学).谷 口 和彦{明 治国際医療大学)、 岡本 武昌(明 治国際医療大学)

KeyWords:肘 関節屈 曲運動、筋電図、運動単位

【目的】トレーニング方法の効果を把握するために,運 動

中の神経 ・筋の活動を知ることが望ましい.筋 収縮におけ

る機能的な最小単位である運動単位の活動 を計測する方

法として一般的に筋電図が用いられているO.運 動単位

の計測を対象とした場合,1っ の電極の面積を小さくしシ

ャープな運動単位活動波形を計測すると伴に,計測可能領

域を広くするため多チャンネル化を図ったマルチチャン

ネル表面電極が提案 されているD.

我々はこれまで,マ ルチチャンネル衷面電極を用い,運

動単位の活動を詳細に分折するために運動単位のテリト

リを推定する手法にっいての検討を行い 皇),重畳波形につ

いての解析が行えるよ うに独立成分分析を用いたデコン

ポジション法にっいての研究を行ってきた部.

本研究において,我 々は運動時における運動単位の活動

を解析することを目的とする.問 題点は,電 極と筋線維群

との距離が変化する点にある,解 析を行 うために,対 象を

上腕二頭筋短頭 とL,肘 関節屈曲動作を被験者に指示 し,

マルチチャネル表面電極を用いて筋電図を記録 し,独立成

分分析を用いて運動単位の活動を解析す る方法について

の検討を行ったので報告する.

1方法】図1に 計測システムの概要を示す.一 定負荷にお

いて,等 速度で肘閨節角度eをOか ら90degま で屈曲

させたとき,上腕二頭筋短頭の運動単位茄どのような活動

をしているか確認するために,筋電図を用いて解析を行っ

た.上 腕二頭筋短頭を対象として電極を貼付 した.筋 電図

の計測には 呂チャネル双極誘導のマルチチャネル表面電

極を用い,電極が神経終桓を挟まないように筋腹から離れ

た位置に貼付した.筋 電図の解析はIO秒 問行い,肘 関節

トルクは約5y,MVCと し,被 験者には実験の前に十分な

説明を行い,実 験の主旨に対 して同意を得た,

肘関節を屈曲させた場合,筋線維 と電極との距離が変化

する.こ のため,筋 電図で記録 した運動単位の活動電位波

形の形状は肘関節屈曲動作に伴い変化する.そ のため.本

研究では表面筋亀図の波形の形状に対応するようにデコ

trポジション方法を開発 した、すなわち,ま ず3秒 間の間

隔でデコンポジションを行い、次に,1,5秒 ずらして,3

秒間デゴンポジシ目ンを行う.こ の重なっている1.5秒 の

区間で同じ運動単位を探す手法である.こ のデコンポジシ

ヨン怯は,独 立成分分析を用いて候補を探 し、原波形にお

ける波形の差を計算することによ りデコンポジションを

行 う手法である.

Eloctrade5

.__＼'『

!!〆 一 一一=溝'・コ

く ～癒;を ・:'・ ＼

憶騨ン
図1計 測システムの概要

轟
'S

H・㌔「、

炉 ヂノ

1結果】本研究では,運 動時における運動単位の動憩を解

析す る方法を提案した.す なわち,運 動時にマルチチャン

ネル表面電極を用いて計測された筋電図を,微小時間で分

割し,そ の範囲内において,独 立成分分析,原 渡形におけ

る差を計算 してデコンポジションを行う手法である.本手

法において,等 速度かつ一定負荷における肘関節屈曲運動

を対象とし,上 腕二頭筋短頭における筋電図を計測し,デ

コンポジションを行oた .そ の結果,4つ の運動単位 の計

測が可能であった.こ の結果より,本 提案手法により,運

動単位活動の計測が可能であることが示唆された.

本研究の一部は,JKAの 補助を受けて実施 しました,

1

2

3
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柔道整復療法における足病(下肢障害等)について

一 第XXI報 柔道整復師による 「足根管症候群」の診断 と治療について 一

高橋良典、入澤 正、佐々木和入、金 子 潤、高橘 勉、片岡幸雄、片岡繁雄似 上 幽 研究会)

Keyvvords:Bio皿 面h肛 曲 、診断 と治療、足根管症候群、運動連鎖、前足部内反、

1;目 的

柔道整復療法における 「足根管症候群」は、足部内側の屈筋支帯

と足根骨で作られる足根管の内圧が高まり、脛骨神経に障害を起こ

す症例である。本報告は、足根管症候群を対象に、足部検査法η

を行い.柔 道整復師による足根管症候群に関する有効で樋切な

Me血eChanitS的 診断法とそれにもとつく治療法を確立することhS

目的である。本報告は、腰痛治療の経過中に内側足底神経に障害を

起こし、腰痛の治癒中に足底のしびれを訴えた症例である.

皿=方 法

T整 骨院へ来院した対象、患者A〈男性、35歳 、歯科医師)は、

腰痛治療に来院した瞭に 「仕事中、足の裏にしびれ解出る。」と訴

えた。腰痛に開睦した神経障害との鑑別jをした後、問診 ・視診・触

診及び如 項目の足部検査を行っ島 足部BiOmechanicsを 考慮し

た治療をL、短期間で治癒した症例を発表する。

皿 二結 果

患者Aは.腰 痛ieltl期間中にしびれhS発生した為、腰椎周辺や

梨状筋症候群等の神経瞳害との鑑別オ泌要であっ属 知覚検査では、

しびれは足底の内側足底神経支配領域と一致し、徒手検査は、

8LR←)で、d皿曲n蜘 皿t田面背屈外反試験}(+)であり、屈

筋支帯部の押圧により症状力勉 くなる事.立位にて症状が頻鞘する

事、灘 凱織等の圧迫炉無い事を勘案し、足根管症候群と考え、船

項目の足部検査を行oた 。患者Aの 検査結果は、表・1の通りであ

っVtLt。足部の特徴は.全体的に可動域が少なく硬い印1象で、前足部

内反変形⑥ し、第一ijiK8)は硬直性の底屈位で、横足根関節{4)は内

反位で拘縮していた。歩行観察では 立脚中期前半t23)より推進期

(24)までの連続した回内運動力瀞 られた(25>。歩行角は大きく、そ

の要因として股関節の外旋可動域の大きさ也田(箆}や、第一趾基節

関節(5)によるFHL瞳 害の影響、腰椎の前跨(40)、を観察した。

rv=考 察

足根管症候群は、足根管に何らかの絞据や圧迫炉起き.内圧押高

まり発症する,内圧が高まる要因として、纐 、軟骨等の軟部組織

や、骨折、過剰骨雅成による圧迫以外では、足部が過回内する事で、

足根管の狭小が起こると同時に、脛骨神経が走行方向に牽引され、

発症しやれ ・と考える。患者Aは 、足部が硬く、可動域が少ない

にもかかわらず、初めて足底のしびれを感じ亀 これは、蛮化の乏

しい足部のBiomechaniesnS症 状を起こしているとは考え難かっ

た、同時に、腰痛を発症していた事もあり、視点を全身、特に背部

から腰部、骨盤部から影響する運動連鎖を追って診察した。足部の

特徴である前足部内反は、発症前から安静立位や、歩行時において、

後足部に影響していたと考える。また、歩行の特徴である歩行角の

大きさは、股関節の外旋可動域が広く、第判趾基節関節によるE田L

障害の影響を受けていたよう拙 さらに、腰部周辺は、腰椎が前齊

し.寛骨の後傾と共に股関節は外旋していた.この状態で疹痛回避

をする事で、歩行角は、より広げられ、立脚中期後半から離床期に

かけて強度の足部回内蓮動に影響したと考える.すなわち、本来の

足部Brm異 常に加え、腰庸の痺痛回避姿勢を取る事が、

足部に影響を与え、しびれ発症の引き金になっていたと考えられる。

治療は、腰痛の急匹期を過ぎていたため、腰椎のi申展角度や、寛

骨の後方回転角度を得る為の手技をすると同時に.足底ス トラップ

を施し、腓腹筋、大腰筋のストレッチを指導」職場での運動靴と共

に.インソールを着用 した。初回の治療後に、症状は間欠的となり、

4回の治療で治癒した。同時に腰痛も軽快している。その後もスト

レッチ、運動靴の着用により、しびれは再蹉していない。

V=要 約

患者Aの 足部は、前足部内反があり過回内足で、さらに腰椎か

ら足への運動連鎖により足根管に発生したものと考えられ、腰部、

足部、共に泊療し治癒した。特に、足根管症候群の治療には、足部

のBitm,eChanies的治療が有効であった。

w=参 考文献

1〕入澤 正 他伽11)=柔 道整復療酷目こおける足病(下肢障害等)の診

断と治療に関する研究、スポーツ整復療法学研究、12〈3)、173・182

表・1患 者Aの 検査結果について
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一 第)CXII報

柔道 整復療法にお ける足病(下 肢 障害等〉について

柔道整復師による 「疲労性中足骨骨折」の診断と治療にっいて一

佐 々木和 人T入 澤 正,高 橋良典,金 子潤,高 橋勉,片 岡幸雄,片 岡緊雄 似 上K-2柔 整 学研究会)

Keysvords=柔 道 監 復 疵 怯,診 断 と治 庶,疲 労 性 中 足 骨 骨 折,過 回 内 、 足 底 ス トラ ップ 、

rl目 的

「疲 労性 中足骨骨 折」は,足 部の構造的 不 良 とそれ に伴

う異常な可動 性に よるBSomechanics的 、原因 が大 き く発

症 に闇与す る と考 える。本報告 は,柔 道整 復療 法にお ける

「疲 労性 中足 骨骨折」の診断 法 と治療 法を碗立す る こと押

目的であ る。

n:方 怯

対 彙は 、痔 痛,腫 脹,運 動痛,歩 行時 の痔 痛 を主訴 と し、

H接 骨院 に来院 した息 者1、25坦 、女子 、瞳業 はエ アロ

ビクスイ ンス トラクターであ る。患者1は 、約6ヶ 月前 よ

り落痛 が発症 し来院2ヶ 月前 に整形 外科 を受診 し、担 当医

師 よ りよ りf疲 労性 中足骨骨 折jと 諺断 され て いる。患者

の主訴 に基づ き,視 診,触 諺,問 診導 を通 じて 舘 項 目の

検査 ■,を行な った。

皿=結 果 ・考 察

患者1の39項 目の検査 結果 は、表 一1の通 りであ った.

表 ・1患 者の検 査部位 とモの強度 につ いて

(1)距 腿 凹節 {2〕1露垂角 招〕距骨下閲節 `4旧 是提閲肺 {匡)趾苺箇関節

一 一 ± +十 十 十 十

㈲ 前足部 {マ履 足部 ㈲ 箪一 要1∫ `帥窮五醐 {1①足闇面軸

十 十 十 1昌 十 十 十 十 十 昌

剛1」屠糟F繭 暉噂 {・,=昭亀賜鵠歯軸 `招)窮一剥軸 {1む簗五劉軸 II』陀"酋 薗軸

十 十 十 十 十 十 十十 十 十 十

1固 甲潤頃臼画趨 U〒)回 内 ζ1島)回外 佃)RCSP {加}NC5P

十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

121〕歩守刊両 {92}接 地期 {出"立脚 中期 佃4)推進期 1矧 骨盈o凹 塩

十 十 十 十 十十 十 十十十 十

{2印 モ亜}他 佗刊構避 `蜘 闘囲司動埴 129)鯖 プ」 `記}敵風細 置

± 十 十 十 十 十 ■ 十十

{肌,モ め 也 偲 庖性外慨 {且即o鴨 ㎜ 【34)紐脹 偲5)蛭 病

± 十 十 十 十 十 十 十十十

{3脚 発功… 佃〒}無態 `3助撮龍郎害 鵬)蛮 形 (4帥モの他

壬 十 十 十 十 十 十 十 ±

註1表 中 「+「経 度 」,「++{中 度)」 「十 十 十(重 度}」 は

主 訴 強 度 を示 す 。

IV:考 鋸

患 者1は 、 エ ア ロ ビ ク ス イ ン ス.ト ラ ク ター一歴 約5年 、週

12回/1h程 度 の指 導 を して い た 。

患 者 の 検 査 結 果 に つ い て は 表 一1の 逝 りで あ る,OKCで

は 、4),5>,6)S).9>,工2),13〕,14]),15),に お い て 「中 度 」及 び 「重

度Jの 異 常 が 認1め られ た。CKCで は 、16,17),18),19),

20),22},2帥,24)、OKC'CKCで の27),2S),90),に お い て

「中 度 」 及 び 「重 度 」 の 異 常 が 認 め られ た 。

特 に1守),19)23},24}.が 示 す 重 度 の 異 常`ま 、患 者 の 持 つ 足

部 の 「過 回 内 」 を意 味 して おVJ、 そ の 影 響 は 歩 行 異 常 を 大

きく誘聖 させ てい る要困 と考 えれ ・乱

通常の歩行サ イ クル は.踵 か ら接踵 し立脚 中期、推進期 、

モ して離床へ と体重が移動 す るが 、エア ロ ビクスダンスの

ステ ップ の多 くに は、通常の歩行 サイ クル とは異 な りっ ま

先 か ら接 地 し、踵へ と体重を移 動す るよ うな特 異 な もの で

ある。また 、ジャンプ系や ランニ ングステ ップ な どを多 く

取 り入れ る指導 も行oて いた。 これ らの ステyプhS患 者1

の 下肢 のBiOmecha"iCsの 問題 が、床反 力 と上部 か らの体

重 に射 し、12)で の斜軸での内 反運動 と縦軸 での背 屈運動

に おいて 、足部 全 体が一・層過回 内方向へ の動 き=にな石 と考

えれ る。これ らが患者 の下肢の 可動域な どの問題 に発 展 し

回 内を是正 できず に、反復 され 中足骨へ の負担 を増悪 させ

て いた。 また、回内 され た前足部 は、中 足骨遠 位部対 して

外転 され 、回内方 向への 念転が 、中足骨部 に更 に過剰 な負

担 を与え 、さらに長期 に亘 るこの状態の継続 拡骨 を疲 労 さ

せ骨 折の蹉症 に関 与す ると考 え られ る。

患者1の 疲労性 中足骨 骨折は下肢a)BiOmeChanicsh:及

ぼす 前足部 の過 回 内か ら発 生 した要因が強 く、痩 労性 中足

骨 骨折を解決す る方法 と しては でのBiomedhanics的 な解

決 炉有効 である。

柔道整復 に よる治療 注は,ア イ シング、温 署怯 、電気療

法 、手技療 法を行 うと共 に,Biomechanics的 治療 で1‡,

ス トレッチ療 怯、過 回内の抑制 を 目的 に した。既製 イ ン ソ

ー ル装着 と足底 ス トラップ療怯 を併施 し.シ ュー ズの指導

と下肢の セル7ス トVッ チ指導 を行 うた結果 、1週 間後 、

既 成 イ ンソール を シュー ズ に装着 す 愚 こ とで 、歩行 時 、

ADLの 痔痛 は経減 されたeそ の後、IS日 間の 安静加 療 を

しh14日 徒に ア ドバ ンス(初細 指 導に復帰i2S日 後 よ り

完 全復帰 した。エ ア ロピクスダン スにおいては、イ ン ソー

ル 車体で使 用 した場 合よ り、足底 ス トラゥプ療 法 と併用 し

た蝪台の 方が よ り浩療 効果 茄得 られた.こ の こ とは、既製

イン ソ・一ルの持つ機 能的な 問題 等が 考え られ る。今 彼 、よ

り勤果的 であ ると考え られ 、エア ロ ピクス ダンス、とい う競

技 特性 を考 慮 した処 方 を加 味 した機 能的 足底板 を使 用 し

ての胎療 怯力三、検言寸課題 で ある と考 える。

V=要 絶

「疲 労性 中足骨 骨折」に対 して、過回 内 を抑制す るため

にイ ン ソール,及 び足底 ス トラップの併 施に よる治療 の結

果、患者 の主訴(痔 痛 、j腫脹 、運動痛)は 消失 し,早 期 に

日常生活 をは じめ とす る運動復 帰(職 場)へ の 活動が 可能

とな った,

Ψ1=お 考 文献

1)入 澤 正他(2011}=柔 逝整復療 怯にお け6足 病1下 肢樟

害等}の 諺断 と治療 に關す る研究,ス ポー ツ整復療 法

学研 究、12{3},t73・182
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柔 道 整 復 師 に お け る足 病(下 肢 障 害 等 〉に つ い て

一 第XX皿 報 柔道 整 復 師 の 「踵 骨棘 痛 」 の診 断 と治 療 に っい て 一

入澤 正、高橋良典.佐 々木和入、金子 潤、高橋 勉、片岡幸雄、片岡繁雄(以上;K2研 究会)

KeyWards:Bio皿echani(s、 診断 と治療 、踵骨棘痛 、前足 部内反、回内s

1=目 的

本報告(第X紅 報}は、柔道整復師 にお ける下肢瞳害 の 「踵骨鯨

痛」 を対象 とし、足部Bbmed加 碑 の類型化8視E,1)及 び39

項 目効か ら検査評価 し、柔道整復 療法 にお ける足病(下肢障害等)

「踵骨棘 痛」の的 確な診 断法 と治 療法に関す る基礎 資料 を得 る

こ とボ 目的である。

ll=方 法

対象は、A接 骨院 に来院 した、特 に左踵部の痺痛 、圧痛 、歩

行 痛、起床時 起立痛 を主訴 と した患者B〈62歳 、女性 、主婦)を

対象 に、主訴、問諺 、視診 、触診、発 生機 序、生活運 動調 査、

及び 舘 項 目の検査等か ら診断 し治 療を行 った。

皿:結 果 ・考 察

対頴の39項 目の検査結果は、表1〕の通 りであ る。 患者Bへ

の 問診 、視診 、触 診 を行い特1:0KCで の(4.5.6.8.11.12.13)、CKC

での(16.17.19.23.24、25.as.ee)、 にお いて 「中度」及 び 「重度 」

の異常が認 め られ 彪 なお、治 蹴期間av日 間、治療 回数億7回

にて、主訴は軽減 した。

患者Bは 、来院 約2年 前 に 「日常の買い物 後、左踵 底部に疹

痛 、圧痛 、腫 脹、熱感 、歩行 痛、運動 痛を訴え整形外科 を受診

し睡骨棘 と診 断 され 、約6か 月間 の治療 を受け るJ整 形外科の

通院 治療 約6ヶ 月 お こな うも軽減 ・改善がみ られ ないため 、諦

め通信販究似 下、通 販)にてイ ンソール を購 入 し装着、外履 き靴

のみ に使 用後 、痺痛 が半減 、ウォ・一キ ング、ゴル フな ども行 え

る よ うにな ったが 「局部の圧痛 、裸足やス リッパ な どで、 台所

仕事や 階段 の昇 降時 な どの主婦業 の際に発痛 を繰 り返す 」。 患者

Bの 持つ 「腫骨棘 」は、Bio皿eChanios検 査にお いて⑥ 十十の

内反 変形が み られ た。 この 内反変 形が足部 回内を助 長す るため

歩行サイ クルにおいて 、立 脚中期 か ら、推進 期の後半の蹴 り出

し 期 ま で 回 内 動 作 が 顕 著 に み ら れ た.回 内 動 作 は

BiDC[ieChanics7Liin]kageと し て 上 部 構 造 体 へ(飴)+什 と、

鱈①引斗 にお いて下肢の内旋が増強 し、立脚相か ら蹴 切出 し期

に回 内動 作が続 くこ とによ り、足 底腱膜 に伸張が強 い られ 、起

始す る踵骨 底部 にス トレスが加わ る ことで 、棘の形成 に至 った

もの と推測 され る.ま た患 者の痛みは長期に及んでいた ことで 、

足底腱 膜や 母趾屈筋 な どの柔軟性低 下`こよるウ ィン ドラスメ カ

ニズムの低 下がみ られ たe■ の2点 か ら棘部 の痺痛 、圧痛、運

動 痛等 を訴 えていたe40検 査順 目中++以 上 が 目立 ったのは 、

左 横足根関節 の過可 動が横足根 関節 斜軸 の不安 定性 を発生 させ

る ことで、前足部 が内反 され、後足部で ある(11)+で の動 きが健

側 に比べ僅力肥 外反 可動域 が大きい こ とで前足部 と後足部の相

反する動きが足底腱膜を強く伸張していたものと思われ蔦 通

販で購入したインソールが、露痛軽減を図りていたようだが家

の中で靴を履かない生括様式では使用できなかったことが踵骨

棘痛を遅延させていた要因も考えられた層

柔道整復師による治療は、局所の冷署法、電気療法.手 技療

法、冷湿布等をおこなうた。

3i{皿leChanice的治疲は、足底ストラップ、ストレッチ療法、

靴の指導をし、室内履き靴への前足部内反に対する処方を施し

た機能的足底腹療法をおこなっtc。最終来院日の1か 月後、症

状を確認したところ局部の圧痛が大きく軽減し、日常生活での

瘍痛は感じなくなりたことを確認し島 患者の持っ前足部構造

上のBbm曲 的問題が回内動作へと大きく関与していた。

IV:要i約

患者Bの 「踵骨棘痛)はBiOmetihanios的 視点を考慮に入れ

た診断と生活指導と柔整胎療の結果、主訴は大きく軽減された。

rv=文 献

1)入 澤正他(釦皿1)=柔道整復療怯における足病(下 肢障害等〕

の診断と治療に関する研究,ス ポーツ整衡寮法学研究、12③,

173・ls2

2)高 橋 勉 他(謝:柔 道 整働 こお ける足病(下肢障 害等}

について{第 皿報)、スポーツ整復療法 学研 究、',vaEII、10,Nq2

表D患 者Bの 齢 項 目の評価結果 につ いて

{n訓 醐 皿』i 曲 躁 臨"1 偲 罰柑'下芋蜥i {・釦構叫 田恥 伍}阯職1哩脚

一 一 十 十十 十十

㈹ 前昆 部 侑 佳 足記 O無1酬 働 箭昌列 `獅 魍凱章軸

十十 十 十十 ± 一

{1」蜥Fm購 軸 `並}槻 即 節軸 `1帥笛1朔 軸 佃 恥弾
一

(咄}趾』廟1蹴 軸

十十 十十 十十 十 十
..叩 」

傭 嚇1砺 醐 二'.1遷遡 聾 .・ 一≡加 瀞1'

」坤 細 ・・1・、

鰍 モ ・岬.、∫弄 千iゴ三.脅 ∵ま1'轄
、 「1、

.鳶 渠 糸'1:, 十
",'

⑳ 揖趣寛 ・蕉宙幽 域 絢 頭蝿-'占 1碗 鯉 嫡'
』¶曲盛・翻 瞬

'

.、

.ゴ.±13・

.ゴ"

㈲ ぞa瓠 .

・垂 ジ"
、.院 畢 袈`し ・.'濡 半+;'1

.1 ,

四 竃曲 鵬 曲拍軸r噌 御 眩 服

・'千浩
、

卜

キ十十

一

㈲ ∫さ 甜

十

一

十十 ±

岳}鮎 些 曲 櫨 属1' 曲由臨 辮

十 ÷

璽ヨL㈱響 十 十 ±
r 一.

注壇 の 「一」は主訴無し、「±」「+」f++」f++÷ 」は、主訴の強度の程度を示

すら薄い縄1柑 部 ‡、oKcの 検五 中繍 湘暇乳CKCの 検査』濃い欄 目柑

部怯 〔】KGOKCの 検虫 白い欄は」 田詮、猫.臨coは 、その他 ・一 。
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医学論文読解・執筆に向けた英語教育
HowdoweteachreadingandwritinginEnglishacademicmedicalpapers?

尾張 豊

(四国医療専門学校)

キ ー ワー ド=学 問(科 学 〕の進 歩 、医 療 英 語 、CLIL、 教 材

背景

学問の進歩は、「新しい」事実の発見と「新しい」理

論の創造によってなされる。何が「新しい」かは、これま

で明らかにされた世界中の事実理 論と比較して初め

てわかる。すなわち、世界 中の既定の事実と理論を

知ると同時に、自分の発見した事実や創造した理論

を世界 中に発信 し、それが本 当に「新しい」か、どうか

を確認する必要がある.そ のためには世界の「共通

語」である英語を習得しなければならない。

他方で、厚生労働省の方針は"今 後、治療成果に

見合った保険支出を徹底する"ことである。この治療

成果は科学的な根拠に基づかなければならない。とこ

ろ力揉 道整復は伝統医療の流れをくみ、科学的な研

究成果が貧弱である。国内では整形外科医の圧力も

あって研究成果を発表する機会が乏しい。そこで柔

道整復の科学的成果を世界に向けて発信する必要

演ある。このことカ=柔道整復「学」の確立・進歩につな

がる。

先行研究の要約

従来の柔道整復分野(鍼 灸と併用)の英語 教材は

医師用の内容を転用し、それに解剖学の簡単な解説

を掲載したものであった。この教材では医学論文を読

解したり、執筆したりする能力は身にっかない。

目的

医学論文読解・執筆に向けた英語準備教育に使

用する英語教材の開発を目的とする。

方法

CLIL(ContentandLanguagelntegratedLεamin8)

教材を作成する。CLIL教 材とは、科 目内容と言語を

統合して教えることのできる教材である.従 来の医療

英語教育法は学年の進級に沿って、一般英語、医学

全般の医療英語、専門分野の医療英語という段階(各

段階に対応した教材を用 いて)を経るという指導法で

あうた,しかし、この指導法では、英語をあまり得意とし

ない学生は最終段階に至る前に挫折してしまうことが

多かった.さらに柔道整復師の業務範囲は医療の限

られた一分野であるため習得すべき医療用語の数も

少ない。そこで柔道整復学の特に重要な分野につい

て直接、英語で指導するのである、例えば、英語で記

述された肩関節前方脱臼の整復 個 定注の内容を英

語で学生に教えるのである。この瞭、DVD、CD、 図

などのビジュアル教材の使用は学生の理解の手助け

となる,た だし、この指導のなかで一般英語、医学全

般の医療英語にっいても英語指導法を活用して併

せて教えることが重要である。CLiLの 特徴は、学

習者が目標言語を使い、内容と言語を学び、相互に

協同しあい、自律した「学び」を修得することができる

ことである。

結果

現在CLIL教 材を開発中である。医療英語教育を

積極的に進めようとする柔道整復学科は、ごく少数で

ある。今後、多くの先生方と協力をし、学生の批判も取

り入れて、ヨリ良い医療英語教材を完成したい。

考察

国内には、多くの優れた整復・固定法がある。これ

らを科学的に検証して国際的な評価を得る必要があ

る。同時に、国外にも多くの優れた整復 ・固定法があ

る。これらを積極的に取り入れて治療成果の向上に役

立てなければならない。

参考文献

笹島 茂20111CLIL新 しい発想の授業」三修社

*本 稿 では 「学 問」と「科 学的 」という用 語 を併 用 して

いるが、これ は 日本語 の「学 問sは 英米のscienceに 相

当するからである。
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災害ボランティアにおける柔道整復師の役割

一東 日本 大震 災南三陸町か らのRep。rt一

阿部貴臣(阿 部鍼灸 整骨院)、 荒井俊雅(真 砂 整骨院)、 中村 正道(東 京工業大学)

KeyWords:災 害ボ ランテ ィア、継続性 、コーデ ィネー ター、マ ッチ ング

目 的

我が国は文化的生活 を送 る時代になってか ら、阪神

淡路、新潟 県中越、東 日本大震災 と甚大 な災害を続 け

て経験 して きた。 それ に合 わせボ ランテ ィア 、NPO、

寄付行為 も国民に浸透 し、社会貢献活動 も一般化 して

きたよ うである。 しか しそ の運営や情報伝達 、物資の

配分、人的 配置 など現場 に合わせた適切 な活動が構築

されてきた とは言えない のが現状 である。 もっ ともそ

の災害の規模に もよるが.社 会イ ンフラの被 害状況に

左右 され、それ らの機能 をコン トロール で きる現場の

人間の能力や采配に より、地域 の救援 、救護 、復 旧に

違いが出てい るよ うに も見受け られ る。実際、著者は

昨年の東 日本大震災ボランテ ィア活動で、独 自に患者

様 か ら提供 を受 けた救援 物資を被災地に届 け、柔道整

復師 としてボランテ ィア活動を行 うため、災害現場へ

と向かった。 その時の個 人的な活動の困難 さ、限界を

柔道整復師団体 似 下柔整団体)の 活動及 び公益社団

法人 日本柔道 整復師会(以 下 日整)の 活動 と比較 しな

が ら、柔道整復 師の役割 につい て検討す るこ とを 目的

と した。

活 動

平成23年4月30日 ～5月 ユ日宮城県南三陸町 へ3

名 で、折 り畳みベ ッ ドその他施 術用材料、救援物 資を

搭載 し乗用車にて移動。 当時 は東北 自動車道 、一般道

路 も復 旧 し、SA情 報によ り活動 が手薄 な南三陸町のベ

イサ イ ドア リーナ ボ ランテ ィアセ ン ターへ と向かo

た。セ ンターで医療行為は、役 場 に行 って欲 しいと言

われ、隣接 の仮設役場 に向か うが、登録 申請 を行 い、

許可 を要す るとの ことで時間的な問題 もあ り、民問手

技療法(い わゆ る整体師)の 撮 いで活動を行 うこ とに

な った。入谷地 区公民館.入 谷小学校、志津川 中学校

と巡回す るも、電源 は発電機 、手洗 い及び トイ レの水

は川 か ら運ぶ状況 であった。対象者 はエ コノ ミー クラ

ス症候群の防止や慢性痛、運動器系の機能回復な どが

主で、震災か ら経過 しているため、外傷 は少 なか った.

また救援物資の 日用品、衣類 もそれぞれ の場所で配 り、

非常に被 災者 の皆様 に喜んでいただけた。

考 察

柔整 医療 と してボ ランテ ィア活 動を行 うためには 、

日整 の よ うに災害時 におけ る柔 道整復救 護活 動の協

定を、県知事 と事前に締結す るか、柔整団体坦活動時

に、社会福祉協議会(以 下社協)に 登録 申請 を行 うか

になる.し か し個人 と しての継 続性 を考 えれば 、同様

な浩動は困難 なため、ボランテ ィアセ ンタ・一での一般

登録 とな り、民間療 法 としての扱 いになるので ある。

日整 は自治体か ら、柔整団体は社協か らの指示で 、仮

設テ ン トの場所 や情報、物 資の供給 を受 け られ るが、

すべ ての ことが災害時 にオー トマ チ ックな システム

として機 能 しないため、そ の場その場で個 人が判断 し

なけれ ばな らない こと力移 い。ボランテ ィア活動 で指

示待 ち姿勢や.言 われたか ら付いて来たな どは、足手

ま といなので あ り、そのためにも話動 を一人で完結で

きる柔道整復師 の参加 が望ま しいのである。

震災直後 には災 害時医療 として トリアー ジも行わ

れ、50日 後には外傷被災者 も一段落を してい る状況で

あった。 しか し地方のお年寄 り特有なのか、人 に迷惑

をかけた くないな ど、小外傷や運動器 系の痛みな ど我

慢 をしてい る方が見受け られた。我々の施術 を見てい

て、その ような住民情報 から地区会長や地元年配の女

性 らの指示 を受 け、次の避難場所へ と連絡 して もらい、

ス、ムーズに巡回施術をす ることがで きた。 このよ うに

マ ッチ ングを図れ るコーデ ィネー ターは災 害時に は

重要で.情 報 も現場住民か らの方が適切で あった よう

に考える。 できれば施術実働班 と情報、連絡 を統合す

る コーデ ィネー ターに役割分担を し、現場住 民に即 し

た活動 を行 うことが望まれ る。

著者 らが一番気 を使 ったことは、対象者 が接骨院に

来院す る患者様 とは違い、場合 によっては家や家族 を

失 った被災者か も知れ ない こと。柔道整復 術は患者様

と接する時間が他の医療機 関よ り長い こともあ り、問

診や会話 で当時 をフラッシュバ ックさせ ないよ う、活

動前 に決 めてお いた。 中には前向きに 「悲 しんでばか

り じゃい られ ないね」と元気 に話す方 もお られ る一方、

ほ とん ど話 を され ない方もいた。被災 し避難所生活を

送 るス トレスは、心理的 にかな り強い影響 を及ぼLて

い ることを我 たは理解 しな けれ ばな らない と考 える、

結 論

日整は協定に基づき 自治体 の指示の下、活 動を行い、

柔整団体 は被災地状況に合わせ るな ど、社 協や 自治体

への登録 申請後 その指示の下に活動 をす る。個人 の活

動はその継続性 からも、一般登録での活動 にな らざる

を得 ないポ、被災者側(受 け手)に とっては何 ら変 わ

りのない施術 なので ある。効率良 く活動 を行 うには、

業界の垣根 を越 えた横の連携 を保 ち、災害発生時 に活

動開始の タイ ミングを計ることや、終了時 に現地の開

業者へ の引継 ぎを行 うこと、さらに柔道整復の啓蒙活

動 も必要であ り、今後の課題 と考 えられ た。
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柔道 実技 と柔道整復理論 の履修 に関す る柔道整復師 の認識 につ いて

その1柔 道整復理論と柔道実技の必修に関する認識について一

岩 田 勝,吉 井 健悟,森 経介,小 原 教孝、 平田耕 一,鳥 井悼貴,松 下拓磨 、片岡 幸雄(以 上 宝塚 医療 大学)

片岡 努寒雄(コ ヒ詞臨道教育 大学名誉教授}

1{eywords:柔 道 整 復 理 論,柔 道 実 按,必 修(正 課),背 景 認 識

s=目 的

我が国 の柔道 整復師 の養 成は,現 在 δ年制 専門学校.及

び4年 制大 学で行 なわれ てい る。い ずれ も 「柔道 実技 と柔

道整復理 論j堺 必修 であ る.特 に4年 制大 学 では,卒 業研

究の義務 化,国 際的な類 似職 種 の理解 、保健体 育科 教員免

許の耳対昇可能等,広 く高い専 門性 と人間性,さ らに国隙的

に豊か な人材の 養成 をめ ざして いる.言 うま でもな く 「柔

道」は世界に 誘 る拙が 国の伝 統的 ス ポー ツ ・運動 文化 と し

て,広 く世界 に碍 識 され てい るや 「柔道 整復 師」は 我が国

の国民医療 の重 要な担 い手 と して伝 続的 に深 く理解 ・認轍

され てい る,世 界 に類 を見ない存在 で ある。

本研究 は,柔 道整復 師の柔道 実技 と乗道 監復理論 の必修

に関す る語職 とその相 互関連 を 明 らかに し,大 学 におけ る

柔道 整復師養 成 は柔這整復師 の歴 史,資 格 と養戒制 度 ・医 .

療 制度 ・関係 怯規,医 療職 と しての社 会的評価 ・医 療 と柔

道の結合等 か ら、そ の必修性 につ いて検討 す るこ と茄 目的

であ る。

H=方 法

調査 は 関西地 城 に所在 す る現 職 の柔道 整 復師 を対象 に

3es名(回 収畢45.3%)か ら回 答を得た。調査 は平成 盟

年2月 か ら4月 末 まで であった.調 査 内容 は,柔 道 実技 と

柔道整復理 論の必修 に関す る1「 柔道の歴 史や柔道 整復師

の歴史的経緯 」,2「 資格や養 成制度1,3「 外 傷医療 能力 と

医療制度 」,4f柔 道 整復師 に 関す る法律 」、5「医療 職 と し

て柔道高段者 の社 会的評価1t6「 柔道 と柔 道整復師 との開

連」,7「 柔道 の持 っ社会的 な教育的価 値 ・哲学 と外 傷治療

能力 と予防1,呂 「乗道 と医療 職 との結 合」,9「 柔道 と整 復

師 との結 び付け」等の9認 識 であ った。回答 は 「妥 当であ

る ・妥 当で ない ・分 か らない」 か ら回答 を求 め た。 なお,

項 目聞の差 のx2検 定 で行い,有 意差 の危 険 畢は5%未 満

を有意 とした、

皿=結 果

認識1「柔道及 び柔道整 復師の歴 史的経緯 」につ いては,

「妥 当で ある」246名(〒9 ,90k),「妥 当では ない」20名{6.昌%},

「分か らない」42名(13 .6%)で あ った。

認識2f柔 道壁復 師 の資格 ・養 成制度iに つい ては,「妥

当であ る」226名(7乱4%),丁 畏 当で はない」詣 名(12.5%),

「分か らない」44名{14 .3%)で あった。

認職3「 柔遣整 毎師 の外 傷医療 能力 と医痴 制度」 につい

ては`妥 当であ る」1呂6名(60,4%),1妥 当でな い」 昌4名

{17.5%),「 分h、らなL、16S名(22.1%)で あ ウた,

認識4「 国 民医療 に 関する 法律 」 につ い ては,「 妥当で

ある」166名(53.9%},「 妥 当 でなレi」60名(19.岳%),「 分応、

ら'`し・」呂氾名(26.6%}で あうた。

認諏5「 柔道 壁復 師や接骨 院の 医療 職 と して,柔 道高段

者の 社会的評価」につ いては,「妥 当で ある」ユ59名{51.6%),

「妥 当でない」47名{15.且%)p「 分力、らなLN」102名 て33」嘲…)

であ った.

認 厳 己 「世界 に諦 る 日本伝統 文化 であ る独 自に養成 した

{粟道 と医療 者 との 開連 」に つ いでは,「 妥 当 であ る」206

名(66.9%),「 妥 当 でない」40名(13、e%),「 分 か らない 」

62名(20、1%)で あ った。

認職7「 柔道 の社会的 な教 育価値,哲 学 と外傷 治療能 力

と予 防」では 「9当 であ る」192名(62.3%),「 妥 当で ない 」

40名(13.{〕Y・),「分 か らない 」76名(24.7%)で あ ったe

認職S「 日本 の伝 統文化 の柔道 と医療 職の結合 」にっ い

ては 丁妥当で ある 」195名{63.3%),「 妥 当 でない」46名

(14.9%),「 分か らない」67名 〔21.8%)で あった。

認餓 臼 「柔道 と整復師 を結 びOけ て柔 道整復師 とす る こ

と」 につ いては 「妥 当でIPる 」206名(66』%),「 妥当で は

なし、」46名{14.9%)、f分 力■らなレ・L」昌8名(1呂.8%)で あ った畳

認諏9項 目間に は,「 妥 当一妥 当」,「妥 当で ない一妥 当

でな い」,「分 か らない 一分 か らない」 の閲連 が見 られた。

Iv=考 察

乗整実 技 と柔道 整復理論 の必修 科 目に射 して、柔道整復

師の背景 的な認識 は,「 歴 史的経緯79.9%と 、資 格や養成

制度73.4%」IS「 妥 当性 の認職 」が高 串であ るが.一 方 「柔

道整復師 怯53.9%」 や 「医瞭職 ・柔道 高段 者 と しての社会

的評緬51.6%」 毎 は低 率で あ り,こ の2つ 認揃 の約30%

の者 が 「分か らない」 と してお り注 目に値す る。

「歴史的 経緯jに 関 して は 「妥 当 であ る」 との認 識 が

79.9%高 宰であっ た ことは,我 鎚国の伝統 的医疲 の経維 を

よく理解 し継 承 してい く認餓 を有 している もの思 われ る。

集 道整復 師 が社会 的 存在 の背 景的 認職 で あ る これ ら 臼

項 目の認 臓は,国 家資格 者 と して,国 民医疵の専 門寡 と し

て,養 成段 階 にお けて基 礎的背 景 と して,充 分 な教育指 導

を しなければ な らない分野 で ある と思われ る.9項 目の

相互 開連 は,す べ ての項 目間 に有意な 関連 が認 め られ た こ

とは,柔 道 実技 と柔道壁 復理 論の必修 は,妥 当 で,概 ね 肯

定 され た もの と考 えられ る骨

V=要 約

1)柔道藍復 師の養 成段階 にお け る 「柔道 実岐 と乗道 整姫理

論 との必 修 」に開 す る背景 的 な認職 は,「 関係 誌 怯律 と柔

道監復師 や接骨院 の医疲職 と して,乗 道 の高段者 の社会的

評 価」 を除いてeo%P■ 上の諏 識で あった。

助柔 道整 復師 の養 成 段階 にお ける柔 道実 技 と柔 道整 復理

論 の必修 の背景的 な認誠は[6割 強(64.3%)1で あ った。

Ψ1=文 献(省 略)
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柔道実技 と柔道整復理論の履修に関す る柔道整復師の認識 について

その2柔 道整復師の社会的貢献と履修に関する認識について

森 経 介 、岩 田 勝,吉 井健 悟,小 原 教孝,平 田耕 一,鳥 井淳 貴,松 下拓 磨,中 村辰 三,片 岡 幸雄 〔宝塚 医疲 大 学)

片 岡 緊雄(北 悔道 教 育 大学名 誉 教 授)

KeyWOrds;柔 道 実技,柔 道 整復 理 論,必 修,社 会 的貢 献

1=目 的

柔 道整復 師 の 養成 は,現 在 専 閂学 校 や 大学 で行 なわれ て

い る.い ず れ も 「柔 道 実 技 と孟 道 整復 理 論 」が共 に必修 で

ある,特 に大 学 では,教 員 免許 取 得 可能,卒 業研 究,国 際

的 な類 似職 種 の 理解 等,高 い 専 門性 と人 間性や 国 際的 に豊

か な 入材 の養 成 を 目指 して い る,言 うま で もな く,柔 道 整

復 師 は我 が国 の 国 民医療 の重要 な担 い手 と して,国 民 に深

く理解 され た存 在 とな って い る.本 研 究 は柔道 整 復 師 の柔

道 実 技 と乗 道 整 復理 論 の必 修 に 関す る認 識 が,ど の よ うな

背 景や 要 因に よ り影 響 され て い る のカ、 また今 後 の課題 と

して 「莱 道 整復 師 の資 格 と養 成制 度 ・医 療 制度 ・医療職 と

して の社 会的 評価 ・医 療 と柔進 の 結 合」等 を検 討 す るこ と

が 目的で あ る.

皿:方 浩

調査 対 毎 は 関西 地域 に所 在 す る現 職 の 柔 道 整 復 師308

名 〔回収畢45.3%}か ら回 答 を得 た.鵠 査 時期 は 平成24

年2Aか ら4月 末ま で で あっ た.調 査 内窩 と して 対 魚の 晶

本 属 性 は,性 別 で 男性287名 ⑲3.2%),女 性21名(6.8%},

年 齢 別 で30歳 未 漕29名(9.4%)、30張 以 上40歳 未 満5S

名(18.5%),40歳 場 上50歳 未 満1131E(36.7%),丘0歳

以 上60歳 未 満63名(20.6%),60歳 以 上4S名(14.6%)

等 の9項 目.ま た,柔 道実 技 と柔 道壁 復 理 輪 に関 す る認識

は 「柔道 の 歴 史や 柔道 整 復 師 の歴 史的 経過 に関 す る認 識 に

っ い て(妥 当で あ る ・妥 当で な い ・分 か らな い)」 等 で あ

う た.な お,項 目間 の差 の検定 は 好 検 定 で行 い,有 意差

の危 険 皐は5%未 満 を有意 と した,

皿:結 果

認職1「 柔 道 及 び柔 道整 復 師 の歴 史 的経緯 」に つ い ては,

「妥 当であ る 」はao歳 以 上40歳 未 満,60歳 以 上 が,「 妥

当 でな いJは 「50歳 以上60歳 未 満 」が,「 分 か らない」

は 「30歳 来 満 」 那.ま た 「開業 年数 別 」 で は 「妥 当で あ

るJは 「10年 未 満 と30年 以 上」が,「 妥 当でな い 」は 「20

年 以 上30年 未満 」 カs,「分か らな い 」はr20年 以 上30年

未満 と開 業 な し」 溺そ れ ぞれ 高率 で あっ た.

詔 職2「 資格 ・養 成 制度 」,認識13「 外傷 医療 能 力 と医療

制度 」で は 「妥 当で あ る」 「妥 当で ない 」は 男性 が,「 分か

らな いJは 女性 が 高串 で あ つた,

認 識 塩 「国民 医療 に閲 す る賭 怯律 」では,「 妥 当で あ る ・

妥 当で ないiは 男性 が,「 分 か ちな いJは 女 性 が,r妥 当で

あ る」は開 業 年数 「10年 以 上20年 未満 と3e年 以 上 」示,

「妥 当 では な いJは 「10年 未 満 」ボ ,さ らにr分 か らな

い」は 「2e年 以 上30年 未 満 と開 業 な し1が 高 串 であ っ た.

認識 与 「医療職 と して,ま た 柔道 高段 者 と しての社 会 的

評 価 」 で は,「 妥 当で あ る1は 「60虚 以 上 」 が,「 妥 当で

ない 」は 「30歳 以 上40歳 未 満 と50叢 以 上60歳 未 満 」が,

「分 か らない」は 「{}0厳未 満 と40歯 以 上50歳 未満 」が,

また 「開 業年 数 別 」 では 「妥 当で あ るjは 「20年 未 満 と

30年 以 上 」が,「 妥 当 でな い」 は 「20年 以 上30年 未 満 」

が,「 分 か らな い」 は 「開業 な し」カ{高睾で あ っ た.「 柔 道

大 会 の役 員 ・審 判 と して の参 加 の有 無」では 「妥 当 であ る」

は 「参加 」が,「 妥 当で な い」 は 「参 加 して な い 」が,「 地

域 の ス ポー ツ団 体 の役 員 の 有無 」で は 「妥 当 で あ る」は 「有

り」,「分 か らな い」 は 「無 し」 が 高率 で あ ウた.

認 織6「 柔 道 と医療 者 との 関連 」 と 「地域 の スポ ー ツ団

体 の 役員 の有 無 」 で は 「要 当 であ る」 は 「有 」ボ,「 分 か

らな い 」は 「無 し」が 高率 であ っ た.

認 識7「 柔 道 の哲 学 と外 傷治 蕨 能 力」 と 「開 業年 数別 」

で は 「妥 当で あ る」は 「10年 以 上20年 未 満 と30年 以 上j

が,「 妥 当 でな い」 は 「10年 未 満 と20年 以 上30年 未満 」

が,「 分 か らな い」 は 「開 業 な し」が 高 率 であ っ た.

詔 識9「 柔 道 と整 復 師 を結 び つ けて 柔道整 復 師 と連続 名

称 に す る こ と1で 性 年齢 別 で 「妥 当で あ る」 は 「40歳 以

上50歳 未 満 と ε0歳 以 上」 が,「 妥 当で ない」 は 「301t以

上 如 叢未 満 と50歳 以 上 ¢0歳 未 満jn{,「 分 か らない 」

は 「90歳 未満 」hS高 畢 で あ ったL

IV:考 察

認 識2と 認 職5は 性 別 に,認 識1と 認 識5は 年齢 別 と開

業年 数 別 に,認 識9は 年齢別 に,認 職4と 認識7は 開 業年

数別 に違 いが 見 られ た こ とは,開 業年 数 押 畏 い者(年 齢 が

高 い)ほ ど 「妥 当 とす る認 識 」が 高い.こ れ は 現在 の柔 道

整 復 師 を 取 り巻 く環境 の 中 で年 齢 が 高 く開業 年 数 の者 ほ

ど適 応 してい る こ とを意 味 してい る と考 え られ る.し か し

認 識2「 資 縮 や養 成 制 度 」及 び認 識3r外 傷 医 療能 力」 に

お い て,男 女 と もに 「妥 当で は ない 」が高 率 を示 し,現 在

の柔 道 整往 師 の 資格 ・養 成 制度 や 外傷 治 療能 力 と医療制 度

に多 くの問題 点 を有 して い るこ とが伺 われ る.ま た柔道 大

会 へ の選 手 参加 や 役員(審 判)等,地 域社 会 に 貢 献 してい

る者 は,「 医疲職 と して,霊 道 の高毅 者 と して の社 会的 評

価 」 及び 「柔 道(ス ポ ー ツ)と 独 自に養 成 した 柔道 整復 学

との 関連 」昭 職 に 「妥 当で あ る」者 が 高 率 であ る こ とは 注

目に 値す る.

Ψ=要 約

集道蔓復師の柔道実技 と柔道整復理論の必修に関する

認職 には,r性 別 ・年齢別 ・開業年数別 ・孟道大会への参

加と役員{審 判)別 ・地域のスポーツ団体役員有無別j等

の柔道整復師を取 り巻く環境と祉会的貢献による違いが

見られた.
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足三里穴への鍼刺激回数の違いが指尖部加速度脈波に及ぼす影響

平田耕一,小 原教孝,吉 井健悟,森 経介,岩 田勝,中 村辰三,片 岡幸雄(宝 塚医療 大学)

Keywords=鍼 刺激,刺 激回数,加 速度脈波

研究目的

古くから鍼灸医療において足三里穴への鍼車r撒は末梢循環を

促進し疲労回復を促すことが指摘されているee.藍 原ら[1),

平田ら回は若者や中高年者を対象に左足三里穴への癖1轍により

指尖部及び足尖栂趾部加速度脈波餌上昇したことを報告してい

る.し かしながら足三里穴^の 鍼刺激の回数の違いが左右の指

尖部加速度脈波にどのように影響する掴=つ いての報告はみら

れない.そ こで本研究は左右の足三里穴へ再度櫛1激 を行った

場合に,左 右の指尖部へどのように影響するかについて検討し

た.

襯

1)被 験者

対象ほ呂0歳代～50歳代の男子6名 でありた.実験に先立って

被験者に研究責任者から研究内容について説明し,参加の同意

を得た.

2〕測定条件

以下の4種 の実験を日を変えて測定した+すべての測定は仰臥

位で同一条件の下で突施した.

① 右三里穴刺激粂件=仰 臥安静15～20分 聞 鍼刺激15分 間

(1回刺激及び2回 刺激)及 び回復SO分 間を維持した.

② 左三里穴庫1際 件=仰 臥安静15～20分 問 鍼刺激15分 間

(1回刺激及び2回 刺激}及 び回復30分 間を維持した.

3〕鍼刺激の方法

鍼刺激は,被 験者の足三里穴へ熟練した鍼灸師により15mmま

で軋入し,いわゆる 「響き」を感じることを確認したのち15分

間置針した 似下1回 朔漁 ヰ).ま た1回 刺激条件に加えて7

分30秒 後に再度刺激を行うた 似 下2回 刺激条件).

刺激鍼はセラピ社製寸6-3番{O.別}x48i血)を 用いた.瀦 定

時の環境条件は室温27℃ 前後,湿度60%前 後でほぼ同一条件で

おった.

の 測定項目及び測定時間

血圧,加 速度脈波(フ ユーチャー ・ウエイプ社製のBCチ ェッ

カーV6及 び7)及 び皮膚温を安静時,鍼 刺激時及び回復時のす

べての時間において5分 間隔で測定した.

5〕統計

結果はすべて平均値及び標準誤差で示Lた.有 意差の検定は

paied-t検 定を行った 有意差は危険率5%未 満を有意とした.

なお、安静値は5分 毎の測定値3-4回 の平均値 似下安静値)

とした.鍼朝敵中5分 目～15分 目の3回 の平均値似 下鍼朝脚,

回復時は回復5分 目～15分 目の3回 の平均値 似下回復前半)

及び20分 目～30分 目の3回 の平均値(以下回復後半)と した.

結果及び考察

左右足三里穴刺激における安静値,鍼Aitmu時及び回復時の変

化を△A(PGindexで 比較すると,〔以下,Rは 右,Lは 左,R2

は右2回 刺激、L2は 左2回 刺激を示ず1

刺激中でi弍 鍼刺激1回 伍 とR)に 比して,2回 刺激an

とR2)鎚 いずれも低値を示した.し かし安静値]:比して有意な

変化ではなかった.一方回復前半では安静時に比し,R2,L2及

びRに おいて有意に低値を示し,また刺激時からもいずれも有

意に低値を示した.しかしながら,R招,L2は 回復後半では安静

時に復帰する傾向を示した.一 方,左 足三里穴1回 刺激enで

は刺激中及び置腹期を通し,…酬 直に比し高値を維持した.

これらの結果は,足 部三里穴への鍼朝敷歩左右の指尖部末梢

循環へ伝播されたことを示したと同時に,同 一時間内の2回 刺

激がかえづて左右指尖部末梢循環ヘマイナスに作用したことを

示したと言える.それに比して,1回 の刺激では左右とも刺激に

対してプラスに作用し,と くに左三里穴への刺激が左右指尖部

末梢循環へ有効に作用したことを示している.こ れは中医学に

おける 「巨刺法 に しほう)」にみる一側への刺激ポ他側へ伝播

する経絡の考え方,ま た左三里穴への鍼粛撒が高値を維持した

ことは中医学にみる左体側は 「陽」で筋など体表面に影響する

経絡であり,右 体側は 「陰」で内臓など深部に影響を及ぼす経

絡であることと関連していると考えられる亀制.

参考文献

1)藍 原智子,渋 谷権 司,片 岡幸雄 ほか=足 三 里穴への鉱畢1激

が加 速度脈 波 に及ぼす影響,ス ポー ツ整 復療法 学研 究

2〕 平 田耕一一ほか=左 右の足三里穴 への鍼 刺激 が指尖部加速度

脈 波に及 ぼす影響,ス;tfriツ 整復療 法学研究13C2)
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高校 生 の柔道整 復 師 と鍼 灸師 に関す る認識 と体験 にっ い て
一そのi高 校生の外傷体験と接骨院と鍼灸院の所在について一

小原 敵孝,吉 井 健 悟.岩 田 勝,森 経 介,平 田耕 一,片 岡 幸 雄 似 上 宝 塚 医療 大学}

片岡累雄(北 海道教育大学名誉教授)

Keyvv皿d3:高 校 生,外 傷 体験,柔 道 壁 復師{接 骨 院),鍼 灸師(鍼 灸 院)

1=目 的

我 が 国 の柔 道 整 復師 て接 骨師}や 鍼 灸師 の 歴 史 は 古 く,

国民 の生 活や 外 傷 治療 と探 く密 着 し今 日に 至 って い る。

現 在,柔 道 整復 師や 鍼 灸 師 は3俸 制 専 門学校 や4年 制大

学 で菱成 され て い る。特 に4年 制大 学 では,科 学 的 な知識

理解 ・技術 の 取得,教 員免 許 飯得{保 健 体 育),卒 業 研 究

(科学 的 論 文〕.諸 外 国の 類 似 業種 の 理 解 等,高 度 で幅 広

い学 習 と豊 か な 人 間性 が 求め られ てい る.

本 研 究(そ の1)は,高 校 生 の外 傷 治輝 に関す る接骨 院

と鍼 灸 院 の体 験 と認 職 を 知 る こ と,高 校 生 のス ポー ツ外 傷

が接 骨 院や 鍼 灸 院 に どの よ うに認 職 され て い るか,自 宅 地

域 にお け る接 骨 院 や 鍼 灸院 の所 在 と通 院 治疲 の 有無 にっ

いて検 討 す る 二 とを 目的 とす る。

H:方 法

対 魚 は関 西地 城 に所 在 す る4高 校 の生 徒{415名)で あ

っ た。 調 査 は 平成24年2月 か ら3月 末 ま でで あ ・うた。 調

査 は柱 別,学 年 別,ク ラ ブ活動{ス ポー ツ クラプ}別,体

験 した外 傷 、治 療機 闘,自 宅 か ら半径500m以 内 の接 骨院

と鍼 灸 院 の 所 在 で あ っ た 。 対 魚 の 属 性 は 男 子327名

(79.2%),女 子 呂6名(20.8%),1年71名{17.2%〕,2年207

名(50,1%},3年135iB(3Z.701a),ク ラブ所 属 は運 動 ス ポー

ツク ラ プ310名{75、1%},文 科 系 ク ラプ38名(9.2Yo),所 属

な し65名(15.7%)で あ った。なお,項 目間 の差 の検 定 は 野

検 定 で行 い,有 意差 の危 険率 は5嘱 未 満 を有意 と した。

皿:結 果

1)「骨 折1の 体験(以 下,有 無〕で は,「 有」167名(40.4%)

「無 」236名(57ユ%),「 不明 」IO名(2.d%)で あ った。 「脱

口1の 体験 で は,「 有 」40名{g.7%〕,「 無1353fi}{85、5殉,

r不 明 」20名(4.8%)で あ ったe「 捻 挫 」 の体 験 は,「 有1

287名(69、5%),「 無 」110名{2乱6%〉,「 不 明」16名 佃1.9%)

で あ ったe「 打撲 」 の体 験 は,「 有 」282名(6呂,5%),「 無」

109名 包乱4%〕,「 不 明 」22名(5.30fO)で あっ た。 「筋 肉損傷 ⊥

の体 験 は,「 有 」112名(27.1%)、 「無 」261名{63,2%),「 不

明 」40名(9.7%}で あ った。「そ の他 の外 傷1の 体験 は,「 有 」

19名{4.6%〕 、 「無 」17呂 名(43,1%},「 不 明 」216名{52.3%}

であ った。

2)「 治療機 関=整 形 外 科 で治 療 した」128名(31.O%),「 接

骨 院」45名{10.10A),「 鍼 灸 院 」1名{0.2%),「 整 形+接 骨 院

+鍼 灸 院」104名{25.2%),f接 骨 院+鍼 灸 院 」12名 ⑫,9腸)

「整 砂 ・整骨 院 ・鍼灸 院 以外 で 治療 」10名(2.4%),「 治療

無」46名(ILI%),「 不明 」6〒 名(16』%}で あ った。

帥 「自宅か ら半径500m以 内 の接 骨 院 と鍼 灸 院 の1軒 以上

所 在 」82名(19.臼%),「 接骨 院 は1軒 以 上,鍼 倹院 偉 無」

110名{266%),r鍼 灸 院 は1軒 以 上接骨 院 無 」呂培{1.9%〕,

「接 骨院 も鍼 灸 院 もない 」69名(16.m},「 不朋 」144名

(34.9%)で あoた 。

4)「 骨 折 ・捻 挫 」 に は 「性 別 」 に,「 骨 折 ・脱 臼 ・打 撲 ・

筋肉 損傷 」 には 「学年 別 」 に,「 骨折 ・脱 臼 ・捻 挫 ・打撲 」

には ク ラブ活 動 別 に違 いが 見 られ た.

5)高 校 生 の 「骨 折 ・脱 臼 ・捻 挫 ・打撲 ・筋 肉損傷 」 の外 傷

体験 に は,全 て 外傷 体験 の間 に 「体 験有 ⇔ 体験 有 」,「体 験

無骨 体 験無 」,「体験 不 明 ⇔体 験 不 明」 の 関 連 溺見 られ た。

w:考 察

高校 生 の外傷 体験 は 「捻 挫69.serd」,「 打 撲6昌 』絢,「 骨

折40.4%」 に比 べ,「 筋 肉損傷27.1%i,「 脱 臼9.7%」 が

低 宰 で あ る.特 に,「 打摸 と筋 肉損 砺 」 体験 に は,自 ら体

験 した治療 機 関や 家 族 ・友人(接 骨院 や鍼 灸 院 の所 在 〕等

か らの情報 等 』圭影響 して い る と考 え られ る。 と りわ け接 骨

院 と舘 灸 院 の存 在 とそ の 業務範 囲(対 魚 傷 病名}を 理 解 さ

せ る こ と炉必 要 で あ る.特 に 「脱 臼 ・筋 肉損傷 」 と 「接 骨

院 」,「捻=挫」 と 「鍼 灸院 」 とに有意 な 関連 が 見 られ た こ と

は注 目に値 す る。1

高校 生 の外 窃 体 験 〔骨 折 ・脱 臼 ・捻挫 ・筋 肉損 傷}は,

全 て の体験 に は 関連 餌認 め られ,外 笛 躯 重複 し,操 り換 え

され てい 看 こ とを意 味す る。また 自宅 と接 骨 院 と鍼 灸院 と

の 距離(半 径500m以 内の通 院 圏)で は,接 骨 院 は46.5%,

鍼 灸 院は21.8%が 所 在 して い る。一方 高校 生 の 「一 軒 も

ない ・分 か らない 」と の所在 認戯 は51.6%で あ り,充 分 な

認識 とは言い 難 い。

住 民 に とって 親 しみ易 く,身 近 で安価 な外傷 の 治療 機 関

と して の 「接 骨院 や賊 灸 院 の所 在」 は、 国民 医療 の 重要 な

任 な い 手 と して,ま た住 民 の 「治 擦機 関の 選択 の 自由」の

観 点 か ら必 要 な存 在 で あ る。 片 岡 ら1}の 「小 ・中 学校 の

通学 城 内 の接 骨 院 と整 形 外 科 医 院 の 所 在 に 関す る全 国 調

査」に よる と62.40ransそ れ ぞれ1軒 以 上所 在 してい る と報

告 され,通 院 圏 の捏 点 か ら1つ の 指標 とな る と考 え られ るe

v=要 約

1}高 校 生 の外 侮 体験 は 「捨 挫69.5%」,「 打 撲68.3%」,「 骨

折4e.4%」,「 筋 肉損 傷27.1%j,「 脱 臼9.70ra」,rモ の他 の

外傷4.6%」 の順 で高 率 で あ ったn

2)自 宅地 域(半 径50em以 内)にIS,接 骨院46.5%,鍼 灸院

は21.8%n{1軒 以 上所 在 してい る。

帥高 校 生 の 「骨 折 ・脱 臼 ・捻挫 ・打 撲 ・筋 肉 損傷 」に は,

全 て の項 目間 に は,「 有 ⇔ 有 」,「無 ⇔ 無 」,「不 明⇔ 不 明 」

の相互 関 連 が認 め られ た,

VI;文 献

1)片 岡 繁雄,片 岡 幸雄 他,「 学 校 事 故 と接 骨 院 に 関す る全

国稠 査研 究 」、 乗道 ・接骨 医 学,3-3,113-121,1995
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一そ の2

高校 生 の柔道整復 師 と鍼灸 師 に関す る認識 と体験 につ いて

高校生の国家資格 ・スボー一ツ外傷の専門家認識,接 骨院と鍼灸院の情報,志 望について一

吉井 健悟,小 原教孝,岩 田 勝,森 経 介,平 田耕 一,片 岡 幸雄 似 上 宝塚 医療 大学)

片岡簗雄(北 海道教育大学名誉教授)

Keysvords=高 校 生,国 豪 資 格,z・S一 ツ 外 傷,家 族 や 友 人 か らの 情 報 、進 路 志 望

1=目 的

我が 国 の柔道整 復師(接 骨師}や 鍼 灸師 の歴 史は古 く,国

民の生 活や 外傷治療 と深 く密 着 し今 日に至っ てい る.

現在,柔 道整復 師や鍼 灸師 は3年 制専門 学校や4年 制 大

学 で養 成 されて い6、 特 に4年 制 大学 では,科 学的 な知 職

と理解 に 基づ く技術 の修得,教 員免 許の取 得{保健 体 育},

卒業研 究,諸 外 国の類似 業種 の理解 等,高 度 で幅広 い 修学

と豊か な人 問性 の育成 が求め られ て いる.

本研 究くそ の2〕 は,高 校 生 が柔道 整復 師 と鍼灸師hl国 家

資格者 で あるか の認識 の有無,ス ポ・一 ツ外傷 の専 門家 であ

るか の認離 の有 無,接 骨院 や鍼灸 院 に関す る情報 を どこか

ら得 てい るか,将 来 柔道整 復師 と鍼灸 師への 志望 を どの よ

うに認 識 してい るか等 を検討 す る ことが 目的 で ある.

豆 丁方 法

対象 は 関西地域 に所 在す る4高 校 の生徒{413名),調
'査 期 間は 平成24年2月 か ら 呂月末 までで あ

Oた.調 査は

学年 別,ク ラブ活動{ス ポー・ツク ラプ)別,国 家資格 者 と し

て の認 識,ス ポー ツ外 傷の 専 門家 の認 織,家 族や 友 人か ら

の情祀,志 望,自 宅 か ら半径iOOm以 内の接 骨 院 と載 舞院

の所 在 であoた.対 象の属性 は1年7ユ 名{ユ7.20r。),2年207

名{5e.1%},3年135名(32.7%},ク ラ ブ所 属 はスiK-V'ク

ラブ310名{75、1%),文 科 系 ク ラブ38名(9.2%},所 属な し

65名(15.〒%}で あ った 、な歯,項 目間 の差 の検定 はx2検

定 で行 い,有 意 差 の危険 宰は50railt満を有 意 と した.

皿=結 果

1}柔道 整復 師 ・鍼灸 師 の国家 資 格者 と して の認 職は,「 共

に国家 資格者 であ る」45名{10.9%},「 孟道 整復 師は 知 りて

いたが鍼 灸師 は知 らな かった 」25名1{i.1Ve),「 鍼灸 師は知

つてい たhS柔 道整復 師 は知 らなか った」39名 〔9.4%),rい

ず れ も知 らな か った」190名{46.0%),「 不明 」114名(27、60fO)

であ った.

鋤渠 道 整復 師 と舷灸 師 は ス、ポー ツ外 傷 の 尊 門豪{AT}で あ

る認職 は、 「柔道整 復師は 知 って いる」42名(10.2%〕,「 鍼

灸師は 知 って い る」12名(2、9%),「 柔 道整 復 師は知 ってい

るが鍼 灸師偉 知 らない 」15名(3.60A),「 載 餐師 は知 ってい

るが柔 道整復 師 は知 らない」10名{2.4%),「 いずれ も知 ら

なか った」332名{80.4%)「 不 明 」2名{0.5%)で あ った.

3〕柔道 整 復師 や鍼 灸師 に 関す る家 族や友 入か らの情 報 は,

「共 に聞い た こ とがあ る」111名(26 ,9知,「 接骨院 は聞い

たが鍼 灸院 は聞 いた こ とが ない」109名(26.4%),「 鍼 灸院

は聞い たが接 骨院 は聞 いた 二 とが ない 」1工名(2,70fO),「い

ずれ も聞 いた 二 とが ない」52名{12.5%},「 不明」130名

{31.謝)で あ った.

4)柔 道 聾復 師へ の志盟 は 「いっ もな りたい と思eて い る」

呂名{L9%},「 な りた い と思 った時tSあ る」30名(7.3%),r怨

った こ とがな い」271名{65.6%},「 分 か らない 」io4名

(25.2%}で あっ た.ま た鐵 灸師 への志 望は,「 いっ も な りた

い と思 ってい る」2名{O.5垢),「な りたい と思 った 時が ある」

13名{3.工%},「 思 ・った ことカ{なレM2S6名{69.2%},「 分 力、

らない」112名(27、1%)で あ った.

5)高 校生 の柔道 整復 師 と賊灸師 への 志望 につ いては,国 家

資格 の認職 別,楕 報 別,ス ポー ツ外傷 の専 門家(AT)別,

地域 にお け る所 在 別の 間に違 いが認 め られ た.

IV,考fi

高校 生 の柔 道 整 復師{16.9%)と 鍼 灸師(20.B%)の 国豪 資

格認 職 は低 皐であ るボ,認 識 して いる者 は,そ れ ぞれ にfな

りたいjと 考 える傾 向が見 られた.ま た同様 に弟道 整復師

(13.8Ye)や 鍼灸 師{5.30th)に関す るATの 専 門的機 能詔臨 は

低 率で あ るが,ATを 専門 的機能 と考 えて いる者は,柔 道

整復 師 や鍼 灸 師に 「な りた い」 と考 え る傾 向が 見 られた.

しか し柔 道整 復 師{73.6%)と 鍼 灸 師(80.9%}カ`国 家 資格 で

ある ことを認識 して いない 者が高 串 であった ことは,養 成

校 とLて,業 界 とLて 深 刻 に認識す る必 要が あ る+

高校 生 の家族 や 友 人か らの惜報 入手 につい ては,柔 道整

復 師〔与3.3%),鍼 灸師{2臼.5%)で あ り,高 校 生に充分 に認知

され て い る とは言 い難 い.し か し情報 を有 してい る高校生

は,柔 道整 彼師,鍼 灸 師,ATに 「な りたい」 と考 えてい

る傾 向 が見 られ た.

高校 生 の将 来 の志 望(い つ もな りた い,な りたい と思 っ

た時が あ る}は,柔 道 整復師 く9.2%),鍼 灸 師(3.6%)で あ るが,

ダプル ライ セ ンス取得 を志 望す る傾 向が見 られ た.

高校 生の 両者 の志望 は ともに低宰 であ ると思 われ るが,

我が 国の 高齢 ・少子 社会 の状 況を考 え 石時,国 民医環 の重

要な担 い手 と しての 存在 は大 きい,優 秀 で,意 欲 的 な高校

生の志 望 を望む とと もに,養 成 校に お ける幅広 い椿報 と租

極的 な提供 が 必要 であ る.

V:要 約

1)国家資格 の認 識偉 柔道 整復 師(16.9%),鍼 灸 師(20,3%)〈 ■,

また両者 のATの 専門的機能 認識 は,柔 道整 釜師(13.S%),

鍼灸師(5.3%)で 低 率 であっ た、

2)家 族 や 友 人 か らの 情 報 で は 接 骨 院{5乱3%),鐡 灸 院

{29.5%)で あ った.

3)高 校 生 の将 来 の志望{い っ もな りたい/な りたい と思 っ

た 時 があ る)は,柔 道整 復 師{9.2%),鍼 灸 師(3.6%}で 低 率で

あっ た、また将来,柔 道 整復 師や鐵 灸師 に な りた い高校 生

は.家 族 や友 人か らの情 報や 自宅周 辺 の接骨院 や鎧 灸院の

所在 に駈 響 され,ダ ブル ライ セ ンス取得 を 望む傾 向Vi:見ら

れ た.
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ジャンプ及び走行運動 力宝ラ ッ トヒラメ筋のスティフネスに及ぼす影響について

Invitro実 験による筋膜の組織学的研究

佐川光一、滝瀬 定文 、河上俊和、古河準平

大阪体育大学 スポーツ医学研究室

KeyWords:ラ ッ ト、 筋 膜 、 走 査 型 電 子 顕 微 鏡

【目的 】

老 化や 長 期 間 の 臥床 な ど に よる 筋組織 へ の 運 動

負 荷 の減 少 は 、筋 組 織 の 強 度や 張 力 、柔 軟 性 低 下

に よる廃 用性 筋 萎 縮 を惹 起 させ る。 この た め 、筋

萎縮 は 、 筋組 織 内 に存 在 す る結 合 組織 の 組 成 変 化

が 重 要 な原 因 で あ る と考 え られ る。 サ ル コベ ニ ア

に お け る筋線 維 及 び筋 膜 の 組 成 と微 細 形 態 と の係

わ りに つ いて 、ラ ッ ト廃 用 性 筋 萎縮 モ デ ル を用 い 、

ヒ ラメ 筋 の筋 破 断 張 力 及 び 筋膜 、 筋線 維 束 の 微細

形 態 と コ ラー ゲ ン線 維 の 破 断 張 力 に及 ぼ す 影 響 に

つ い て組 織 学 的 に 検討 を行 った。

【方 法 】4週 齢 のSprague-Dawly系 雄 ラ ッ ト

(n=24)を5週 齢 か ら9週 齢 まで の4週 間実 験 を

行oた 。 ラ ッ トは 、 コ ン トロール と して非 運 動 群

(n・6)、 廃 用 性 筋 萎 縮 群 〔n-6)、 走 運 動 群(n-6)

と ジャ ン プ運 動 群く"-6)に分 け 、実 験 に用 い た。

実 験 終 了後 、Pentbarbitalsodiurn麻 酔 下 に て 各群

の 後 肢 ヒ ラ メ 筋 及 び ア キ レス 腱 組 織 を 用 い て 、

37℃ に保 ったKrebsHenseleitbicarbonatebuffer内 で

ヒ ラメ 筋組 織 及 び ア キ レ ス腱 組織 の両 端 を牽 引 装

置 に 固 定 し、破 断 張 力 測 定 とステ ィ フネ ス値 の 分

析 を 行 った{破 断張 力計 、 ユ ニー ク メデ ィカル 社 〕。

実 験 終 了 後 、P帥tbaE'bitalsodium麻 酔 下 に て

Karnovslcy固 定液 に よ り灌 流固 定 を行 っ た 後 、ヒ ラ

メ筋 は一80℃ の液 体 窒 素 に て凍 結 保 存 し、2umの

凍 結 連 続 切 片 を作 成 し、H}染 色 及 びNADH-TR

染 色 、エ ラス チ カ ワー ギ ン ソン 染 色 、TypelCollagen

の免 疫 組 織 化 学 染 色(LSAB法 、Dake)を 行 っ た.

ま た 、組 織 の 一部 は 、2.5ef。gltmataLdehyde(pH7.2,4℃)

に後 固定 後 、ア セ トン脱 水 の後 、 臨界 点 乾燥 し、

金 蒸 着 後 、 走 査 型 電 子 顕 微 鏡(ScanningeLectron

microscopy:SEM)に よ る ヒラ メ筋 膜 及 び筋 線維

束 の微 細 形 態 観 察 を行 っ た.得 られ た デ ー タの 統

計処 理 は、Wi皿dovvsS倣viじw5.0を 用 い 、危 険 率

S%を もっ て統 計 的 に 有意 と した。

1結果 及 び 考 察 】

骨 格 筋 内の コ ラー ゲ ン 線維 は個 々の 筋 線維 や 筋

束を強固に結びつけるだけでなく、収縮 ・弾性 ・粘性な

どの骨格筋内の力学的特性 に深 く関与 している.今 回の

結果、筋スティフネス値は、非運動群;0.34±O.07N/mm、

廃用性筋萎縮群;。2S± 。.1茸N1㎜、走運動群;058±

。.21N/mm、 ジヤンプ運動胸73±O.SgNlmrnで 筋ステイ

フネス値は.廃 用性筋萎縮群が最も低かった(図1)。 ま

た、筋内膜表面の免疫染色の結果、廃用性筋萎縮群は非

運動群に比べて1型 コラーゲンの反応が弱かったことか

ら、コラー一ゲン組織の変化が強度低下の要因になってい

ると考えられる。走査型電子顕微鏡による観察結果.筋

内膜編 畦網は非運動群では、筋線維長軸に対 して横走す

る線維の走行を呈 し、線維の多くは縦走する線維によっ

て織Dな されている像が観察された(図2・A)。 一方、廃

用性筋萎縮群では、筋内膜線維の横走、縦走を呈する像

が観察されたものの、線維の肥大と線維間の隙間が大き

い像が観察された(図2-B)e以 上の結果から.廃 用性筋

萎縮による筋内膜の微細形態変化は、筋膜線維の破断張

力に重要な役割を担 う.筋 膜線維は、肥大するよりも、

密な線維構築を成すこと沸筋組織の粘弾性の維持に重要

であることが示唆された。

鐸剛
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図1筋 ステ ィフネ ス値の比較

図2ヒ ラメ筋膜 の走査型電子顕微像

A:非 運動群、巳;廃 用性筋萎縮群
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除神経 演プ ロテ アー ゼ発 現 と骨 細胞微 細 形態 に及 ぼす 影響 に関す る組織 学 的研 究

河上俊和、滝瀬定文、古河準平、佐川光一

大阪体育大学 スポーツ医学研究室

KeyWords:ラ ッ ト、骨維胞 、オステオポンチンNカ ルパイ ン、SEM

掴 的】

骨 の量 と構 造は、骨 芽細胞及び破骨細胞が リ

モデ リングに重要な役割 を担 う。骨細胞は、メ

カ ノセ ンサー一とLて 最 も有力 な細胞 と考 え ら

れ るが、骨基質の骨小腔内に埋没 して存在する

ため、メカニ カルス トレスに対す る応答や適応

の機序について組織学的研究は少ない。本研究

は、ラッ ト除神経モデル を用 い、メカニカルス

トレスの 減少 が骨細胞微細形 態 に及 ぼす影響

について組 識学的研究 を行 った。

【方法】

4週 齢のSpragm」e-D且wly系 雄 ラッ ト(n=12、

日本SLC)を 用 い、ラ ッ ト除神経{坐 骨神経

切除術)に よる廃用性 骨萎縮モデル を作成 した。

ラ ットは、コン トロール群{rF6〕 、廃用性骨

萎縮群(rF6}に 分 け、5週 齢か ら9週 齢 まで

4週 間の実験 を行 った。実験終了後、P㎝barbi圃

sOdium麻 酔下 にて軸 固定液{pH7.2>

に よ り灌流 固定 を行 った後、脛骨 はDXA法

{DXA=QDR-4500,Hologiclrrc.)に よる領城

別骨密度の測定を行 っ亀 その後 、脛骨は10%

ホルマ リンで後固定 し、20日 間E[γ[A6ucrose

(pH7.2,4℃)に よ り脱灰 し、パ ラフインプ

ロックを作成 の後、2μmの パ ラフ ィン連続切

片 を 作 成 し 、HE・ 染 色 及 びesteopontin、

conneXin43、calpeinの 免 疫 組 織 化 学 染 色

(LSAB法 、Dako)を 行 い、光学顕微鏡によ

る観 察、撮影 を行った。 また 、組織の一部は、

2.5%glutalaldebyde(pH7.2,4℃)に 後固定後、

鋭利 な刃物で長軸方向に割断 し、20日 問EDTA

-SUCiose(pH72 ,4℃)に よる脱灰後、5NKOHに

よ り骨基 質を消化 し骨 績胞 を露出させ 、アセ ト

ン脱水後、臨界点乾燥 し、金蒸着の後、走査型

電 子顕微 鏡{Scanningelectronmicrosu)pel

SEM)に よる観察.撮 影 を行った。得 られた

データの統計処理は、WindovvsSratView5.Oを

用い危険率5%を もって統計的に有意 とした。

【結果及び考察]

骨量の調節 は.骨 への メカニカルス トレスが

骨内部の骨細胞及び骨芽細胞に伝達 され 、骨形

成 と骨吸収が生 じる 二とに よる成 され る。この

ため、骨の細胞群はメカニカルス トレスに応 じ

て局所性因子の作用を受け、細胞の形態や機能

を変化 させ骨量調節に係 るものと考えられる。

脛骨 の骨 密度 は、廃用性 萎縮群;O.132±

O.005grcm2が 、 コ ン トロー ル 群;O.147±

O.002gycrn2に比べて有意に低 く(p〈O.Ol>、除神

系による不動化が骨密度低下を引き起こした。

また、骨密度を海綿骨と皮質骨の優位な領城別

に区分 し領城別骨密度を分析 した結果、海綿骨

優位な骨端及び骨幹端部で両群の骨密度差が

大きかった。この骨密度差の要因として、コン

トロール群の骨細胞は、細胞体から多くの細胞

突起を骨細管中に長 く伸ばし、骨組織中の細胞

突起同士、骨表面上の骨芽細胞と細胞突起の連

絡像 と細長く細胞突起に沿って伸び隣接す る

細胞質に達 している像が観察された。
一方

、廃用性骨萎縮 群は、骨細胞数はコン ト

ロール群に比べて減少し、細胞突起によるネッ

トワークは連絡構造力監脆弱化 した像が観察 さ

れ齢 この骨細胞のネ ットワークの脆弱化 した

要因として、骨局所でのプロテアーゼの発現を

検討 したところ、コントロール群に骨細胞及び

骨小腔にosteoponinの 発現A:観察されたが、廃

用性骨辮 は、㈱ 脚 及び ㎜ 酬

の発現は弱かった(図1.A,B)。 骨芽細胞と骨細

胞 との連絡像は細胞突起が細 く、そして細胞突

起は減少 し、骨細胞及び骨小腔はcaipainの反応

が強かった。

以上のことから、骨細胞でのUlpainの 発現は

細胞突起の構成タンパク質に影響 を及ぼすこ

とが示唆された。
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図1骨 叙胞におけ弓1論 ゆP礪hの 免疫組磯 イヒ学染色像

A・ コン トロー-IV群、B.廃 用性骨萎縮鮮
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ラッ ト腱 コラーゲン線維 に関す る免疫組織化学的研究

古河 準平 、滝 瀬定 文 、河上俊 和 、佐 川 光一

大 阪体 育 大学 スポー ツ医学研 究室

Keywords=ラ ッ ト、 コ ラー ゲ ン線維 、b-FGF、FGF-R

1.目 的

腱 の コラー ゲ ン線維 は主 に線 維 芽 細胞 か ら産

生 され 、発 達 期 で最 も合 成 が活発 で あ る。腱 と踵

骨 は 、互 い に1型 コラー ゲ ンを主成分 と し、シ ャ

ー ピー一線維 や 線 維 性 軟 骨層 の オ ス テオ カ ル シン

に よ り腱 と骨 との 接着 を密 に してい る。この こと

か ら、腱 組織 は 細胞 外基 質の合 成 と分解 を繰 り替

え し、力 学 的環 境 に応 じて細胞 外 基質 を構成 す る

機 構 を検 討す るこ とが重要 で あ る と思 われ る.

本研 究は.腱 の コラーゲ ン細線 維 の合 成 に着 目

し、メカ ニ カル ス トレス溺線維 芽細胞 の成 長 因子

に及 ぼす 影響 につい て組織 学 的研 究 を行 った。

2.方 法

実験 は 、4週 齢SD系 雄 ラ ッ ト(n=15)を 用 い、

廃 用 性 筋 萎縮 モデ ル と して ラ ッ ト左 後 肢 の 坐骨

神 経 を切 除 した神経 切 除モ デル を作成 し、コン ト

ロー・ル群(n=5)、 坐骨 神経切 除群(n=5)、 運動群

(走 運動 、n=S)の3群 に分 けた。1週 間の予備

飼 育 後4週 間実験 を行 っ た。運 動 方法 は、小 動物

用 ト レ ッ ドミ ル を 用 い 、17m!min・7Sminfday,

5timeS/weekの 運 動負荷 で行 った。

実験 終 了後 、Pentbarbitalsodium麻 酔 下 にて灌

流 固定 を行 な った後 、後肢 三頭 筋 ・ア キ レス腱 を

液 体窒 素(-80℃)に て凍結 保 存後 、凍結 組織 は 、

腱 の踵 骨 付 着 部 か ら筋腱 移 行 部 まで を鋭 利 な 刃

物 で切 りだ した後 、ク リオ ス タ ッ トに て連続 切 片

を作 成 し、HE染 色及 びNADH染 色 、Collagen

TypeI、ba且ic-FGF(b■FGF)、FGF-receptor1(FGF-Rl)

の免 疫組 織化 学染 色{LSAB法)を 行 な った。 ま

た 、組 織の 一部 は 、灌 流 固定 の後 、25%グ ル ター

ル アルデ ヒ ドに て後 固定 し、ア ルカ リ水浸 軟法 に

よ リアキ レス腱 コラー ゲン線 維 を露出 させ 、臨 界

点 乾燥 、金蒸 着 の後 、走査 型 電子 顕微鏡(SEM)

に よる観 察 を行 った。

得られたデータはwindowsStatViewに て統計処

理を行い危険率5%を もって統計的に有意とした。

3.結 果および考察

筋や腱 の コラーゲンや結合組織のネ ッ トワー

クは、力学的条件によ り変化する ことが知 られて

いる。腱のb・FGFの 免疫染色の結果、坐骨神経切

除群浴コン トロール群に比べて反応が弱 く.運 動

群 での反応が最 も強かった。この結果は、CoLlagen

Type1も 同様 の傾向が認められた。一方、線維芽

細胞 に係 る力学的な シグナル伝達 を検討す るた

め、FGF-Rl免 疫染色 を行 った結果、運動群の腱

細胞での反応 解強 く、坐骨神経切除群での反応は

著 しく弱かった。この部位の コラーゲン細線維 の

走査型電子顕微鏡による形態観察では、運動群及

び コン トロール群は坐骨神経切除群 に比べ直線

的で密に走行する像が観察 された。坐骨神経切除

群 は、細線維 は直線 的な走行 を呈す る線維 の近傍

にル ープ様 の細 く不規則な走行 を呈す る像が観

察 されたことから、不動化によ りFGFシ グナル

を介 した コラー ゲン線維合成 が低下 した ことが

推察 され る。このことか ら、筋腱 複合体へのス ト

レスの消失が、腱圧受容体における成長因子の発

現や腱のマ トリクス形成 に重要であるこ とが示

唆 された。
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物理刺激が末梢循環動態に及ぼす影響①

清水博智、泉 晶子、行 田直人、寺田弘太郎 、林 愛、谷 ロ和彦、岡本武 昌

(明治国際 医療大学 保健 医療学部)

Key恥rd3;加 速度脈波、押圧刺激

1目的】近年.末 楕循環動態を評価する手段の一つとし

て、指尖容積脈波を2回 微分して得 られる加速度脈波を

用いた報告肚多くある。 この加速度脈波は、従来用い ら

れて きた指尖容積脈波より基線の動揺が少なく、記録が

容易で計測機器が比較的安価であることなどが利点とし

て挙げられる,

柔道整復師が臨床で用いる施術手段の一つに手技療怯

がある.柔 道整復師が用いる手技療岳には.圧 迫法 ・軽

擦法 ・揉捏法 ・叩打法や身体の他動的 ・自動的操作によ

る手法などが挙げられる。 これまでに指圧刺激、鍼刺激

や軽擦怯などについて末梢循環動懸の櫨点から検討Lた

研究がある。 しか し、この手技療法は術者により刺激強

度が異なる可能性が考えられ る.

そ こで本研究では、圧迫法に着 目し、被験者に押圧計

(圧痛計1松 宮医科精機製作所社製)を 用いて擬似的に圧

迫法 としての押圧刺激強度を数値にて把握するとともに、

押圧刺激前後で加速度脈波を測定 し、押圧刺激が末梢循

環に及ぼす影響を経時的に測定 し検討 した.あ わせて前

述の加速度肺波計の利点を検討した。

1方法】被験者は健康な成人男性7名(平 均年齢21.9±

L57歳)と した。測定項目は加速度脈波(ユ メディカ社製

加速度脈波測定システムAr:ett)、 平均血圧および心拍

数(且&D杜 製電子非観血式血圧計)と したe加 速度脈波の

指標にはWav。f。rminCtex1(以 下、WiI)お よびlb/a1を

使用 した。測定は被験者をベッ ド上で背臥位 とした状態

で部位は右肘窩の上腕動脈部とし、平均血圧および心拍

数の測定部位 は右上腕部(全被験者の利き手側)と した,

圧痛計による押圧刺激部位は右上腕二頭筋の筋腹部とし

た.圧 痛計による押圧負荷量は測定開始前に押圧剃瀕を

徐々に強度を上げて加えていき、本人解心地良いと感 じ

る程度の庄 を2回 測定 し、それらの平均値 とした。押圧

方接は圧痛計を用いて対象筋部を3秒 聞かけて押 し込み

1秒 間インターバルをとO、 休む手技を繰 り返 し10分 間

行った.各 測定は安静時、刺融直後、15分 後、30分 後、

45分 後.60分f麦 にそれぞれ2回 ずつ測定 した,ま た測定

は平均血圧洌定時のi二腕部への圧迫による血流への影響

を考慮 し、①加速度脈波、②平均血圧および心拍数の順

としたe加 速度脈波の結果は安静時の値を100%と して

測定値を正規化 しその2回 の平均値を算出 した。また平

均血圧および心拍数は2回 測定 しその平均値を使用 した。

1結果1押 圧による加速度脈波の結果は図1に 示す。Wi

Iで は刺激直後に上昇 し、15分 後に安静時の値へ復する

傾向を示 したが、それ以降6⑪分後まで再び上昇傾向を示

した。lb/alで は刺激直後か ら50分 後まで上昇傾向を認

めたが、平均血圧、心拍数は大きな変化は見られなかっ

た。 しかし.押 圧刺激直後に一過性に低下を示しその後

回復傾向を認 めた。
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図1、 加速度脈波{WiI)の 結果

1考豪】刺激直後に測定部位の血流量を表すWi1と 血管

の伸展性を表すlb/a]に 上昇傾向が認められたことから

押圧刺激により測定部の血流量および血管の伸展性 餌共

に増加 したと考えられる.指 圧な どの刺激には局所の血

管を拡張させ組織の血流を回復 させる作用があることが

知 られ、また指圧などにより皮膚内の感覚受容器が刺激

されると軸索反射が生 じ神経伝達物質が交感神経系のニ

リン作動性神経に作用 し、アセチルコリンの遊離で血管

を拡張させ血流が改善 されるといわれている。本研 究結

果 も同様な機序よるものと考え られる。また指圧刺激に

よoて 末梢血管支配の交感神経活動が抑制 されることで

平均血圧、心拍数の一過性の低下を示す報告もあ り、本

研究の押圧刺激でも同様の変化が認められた,

1結語】本実験では押圧刺激直後に局所の血流量の増加.

血管の伸展性の上昇、平均血圧および心拍数の一過性の

低下が認められた ことか ら柔道整復師が行 う手技療法

〔押圧刺激}は 宋梢循環動鮨を改善させる効果があるとと

もに、記録が審易で計測機器が比較的安価である加速度

脈i皮計を利用できる二とも分かった、.
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物理刺激が末梢循環動態に及ぼす影響②
～低周波刺激と手技刺激の比較～

泉 晶子,清 水博智,行 田直人,寺 田弘太郎.林 愛,谷 口和彦,岡 本武昌

(明治国際医療大学 保健医療学部柔道整復学科)

KeyWords:加 速 度 脈 波,低 周 波 刺 激,Wavefermindex

l目 的1柔 道 整 復 師 は 臨 床 にお い て,物 理 療 法 で ある電 気

療 法 や 手 技 療 法 を利 用 して施 術 を行 っ てい る.これ らは 循 環

の 改 善 や 組 織 の 拘 縮 改 善 な どを 目的 に行 わ れ てお り,電気 藻

法 後 に 手 技 療 法 を行 う併 用 療 法 を 実 施 す ることが 多 い.こ れ

まで 電 気 療 法 ・手 技 療 注 が循 環 動 態 へ 及 ぼ す 影 響 を験 討 し

た 研 究 は な され てい るカ㍉両 者 の 影 響 を 比 較 した 報 告 は 少 な

い.そ こで 本 研 究 で は,ま ず 電 気 療 法 が 末 梢 循 環 動 態 に及 ぼ

す 影 響 を調 査 す るため に,低 周 波 刺 激 に着 日 し,上 腕 二 頭 筋

筋 腹 に低 周 波 竃 気 刺 激(以 下,低 周 波 刺 激}を 行 い検 討 した,

また,手 技 療 法 による刺 激{以 下,手 技 刺 激}結 果 と低 周 波 刺

激 が 末 梢 循 環 動 態 へ 及 ぼ す 影 響 を加 速 度 脈 波 の 指 標 を 用

いて 比 較 を行 い 検 討 した ので 結 果 を報 告 す る.

1方 法 ユ 対 激 者 は 患 部 に 疾 患 の 既 往 が な い7名 の 健 常 若

年 男 性{2L6± ⑪.74歳)と した.被 験 者 に は 測 定 開 始1時

間 前 か ら飲 食 を し な い よ う に指 示 し,測 定 開 始 前 に 仰 臥

位 で30分 安 静 と した.測 定 項 目は ① 加 速 度 脈 波{-b/a,

Wavef。r皿indexI),② 平 均 血 圧,③ 心 拍 数 と した.測 定機

器 は①aメ デ ィ カ 社 製 加 速 度 脈 波 測 定 シ ス テ ムArtett,

②A&D社 製 電 子 非 観 血 式 血 圧 計 を用 い た.測 定 部 位 は,

① 小 型 脈 波 セ ン サ ー を 用 い,利 き 手 側 の 上 腕 動 脈 が 触 れ

る場 所,② ・③ は 利 き手 側 上 腕 部 と した.各 測 定 時 期 は 安

静 時{以 下 、コ ン トロー ル}と 低 周 波 刺 激 直 後,刺 激 終 了 後

15分,30f),45分,60分 に そ れ ぞ れ の 時 期 で2回 ず つ 行 い.

そ の 平 均 を代 表 値 と し た.さ ら に 加 速 度 脈 波 に っ い て 、

得 られ た デ ー タ の 安 静 時 をIOO%と し,各 測 定 時 期 を 変

化 準 で 表 示 した.低 周 披 刺 激 は 伊 藤 超 短 波 社 製 イ トー

ES-360を 用 い,20Hzの 周 波 数 で 間 歎 通 電(5sec通 亀,5sec

休 止)IO分 間 を 上 腕 二 頭 筋 筋 腹 に 行 っ た.刺 激 強 度 は そ

れ ぞ れ の 被 験 者 の 心 地 良 い 感 覚 の レベ ル で 行 っ た.統 計

処 理 は コ ン トロ ー ル と 各 測 定 時 期 で ウ イル コ ク ソ ン符 号

付 順 位 和 検 定 を 用 い て 行 い,危 険 率 甜 未 満 を 有 意 と し

た.

【結 果 ・考 察 】 ① の 一bノ且 は 血 管 壁 の 伸 展 性 を 反 映 して

い る と され て い る、 ① の 一'aveforrnindexI(以 下,WI)の

値 は 加 速 度 脈 波 の 複 合 パ ラ メ ー タ で あ り,d/a-b/aか ら

得 ら れ,末 梢 」血L液含 有 量 と 末 梢 血 管 彙 軟 性 を 示 して い る

と され て い る.
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概 の結果 において,コ ン トロール と各測定時期を比較

した ところ有意な変化 を認 めなかった(図1}、 低周波刺

激直後で コン トロール より若干の低下がみ られ,そ の後

15分,30分,45分 では数値の上昇が,60分 後にはコン トロ

ールに復する傾向がみ られた.15分 以降の上昇は,低 周

波刺激によ り生 じた筋ポンプ作用 によるもの と考えられ

る.低 周波刺激直 後の減少は,一 般 に等尺性収縮では,

筋収縮時に筋内圧が上昇 し,持 続的 に血管が圧迫 され血

流は機械的に制限をうける と考えられている.機 械 的な

圧迫が解除 され ることにより1収縮後充血 といわれ る血

流の増加が生 じると考 え られてい る.低周波 による刺激

は,周 波数が高 くな ると筋は刺激中に弛緩せずに強縮す

るため,筋 収縮の様式は等尺性収縮に近い状態 となる.一

般に15Hz以 上の刺撒で不完全強縮,25比 以上の刺激で完

全強縮 となるため,本 研究で用いた20Hzと い う刺激頻度

では強縮を起 こし,低周波刺激中に筋血流の減少溺みら

れ,刺 激直後 の測定値 に影響 を及ぼ した と推察 され る.

-bfaIawlと 同様の変化を示 したe-b/aは 末梢血管含有

量 も示 しているとされてお り、WIの 結果と同様 に,低 周

波刺激 を加 えたことで、血流に影響を及ぼ した と考えら

れ る.平 均血圧 と心拍数の値に開 してぱ大きな変化はみ

られず 冊工や一bfeの結果 を反映 していると考 えられる,

本研究での低周波刺激の末梢循環動態への景多響 と,手

技刺激での影響を比較では,両 者ともに刺激後の循環動

態は良好になる傾向溺み られた,今 後は両者の刺激頻度

の変化による末梢鱈環動態の変化 も検討す る必要がある

と考えた.
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直前の局所筋収縮が運動時の呼吸代謝に与える影響

林 知也1},煙 山奨也L)

(1明治国際医療大学生理学教室,2明 治国際医療大学応用柔道整復学H教 室)

KeyWord5:運 動前の筋収縮,呼 吸代謝,血 中乳酸,脂 肪酸,換 気性 作業閾値

1は じめ に 】

運 動 前 に行 う一 般 的 な ウォ ー ミ ン グ ア ップ で は,そ れ

に よ っ て 生 じた 酸 素 供 給 と温度 上 昇 の 増 大 が,高 強度 運

動 パ フ 才一 マ ン ス の 改 善 に 寄 与 す る こ と と,高 強度 運 動

中 の 血 中乳 酸 増 加 率 が 有 意 に低 くな る こ と解 示 され て い

る,ウ ォー ミン グ ア ップ は一 服 的 に 全 身 的 筋 運 動 で あ る

が,運 動 前 に 大 胆 部 へ の 鍼 通 竃 刺 激 に よ る局 所 の低 強 度

筋収 縮 を行 った 結 果,高 強 度 運 動 中の 血 中 乳 酸 量 が有 意

に抑 制 され た こ と湛 報 告 され て い る。 しか し,局 所 の 筋

収 縮 に よ る乳 酸 増 加 抑 制 の 原 因 な どは 明 らか に な っ て い

な い 。 ま た,低 強度 で の 局 所 の 筋 収 縮 が,そ の 後 の運 動

で の 呼 吸代 謝 に 与 え る 影 響 は 明 らか で な い。 そ こで,全

身 的 な ウt一 ミン グアpプ の 代 替 とLで,低 強 度 での 局

所 の 他 動 的 な 筋 収 縮 が,ATP産 生 時 の 基 質 と し て の血 漿

遊 離 脂 肪 酸濃 度 に 与 え る影 響 と,そ の 後 の 運 動 中 の呼 吸

代 謝 に 与 え る影 響 を 明 らか にす る 目的 で研 究 を行 った.

【方 法 】

実 験 群 と して,運 動 前 に 経 皮 的 電 気 刺 激(PolarisPO-1,

ミナ ト)に よ る大 腿 四 頭 筋群 へ の 低 強 度 筋 収 縮 を30分 間

行 っ た 筋収 縮 群 と,運 動 前 に 鵠 分 間 臥位 安 静 を と らせ た

安 静 群 の2群 を 設 け,健 常 男 性6人(平 均 ±標 準 偏 差,

23.2±2、6韻)に 両 群 の 実 験 に 参 加 して も ら った 。 竃 気

刺 激 に よ る筋 収 縮 前 あ る い は 臥位 安 静 前,運 動 前,運 動

直 後,運 動30分 後 の 血 中 乳 酸 濃 度,血 中 グル コー ス 濃 度

を 自 己採 血 に よ り,乳 酸 測 定器 〔LT-1710、 ア ー ク レー)

と グル コー一ス測 定器(GT-1820,ア ー ク レー)を 用 い て 測

定 し た,各 自 己採 血 時 の 血 漿遊 離 脂 肪 酸 演 度 は,冷 凍 保

存 し た 血 漿 か ら,酵 紮 法 に よ る測 定 キ ッ ト{K612一 ユO⑪,

Blo、tision)を 用 い て 後 日測 定 したe運 動 は 自転 車 エ ル ゴ

Pt-一ター{75XL皿liE,Combi)を 用 い て漸 増 負 荷 に て オ ー

ル ア ウ トまで 行 ウた 。 運 動 中 の 呼 吸 代 謝 と心 拍 数 を 呼 吸

代 謝 計{AE300S,ミ ナ ト)と 心拍 計(RS800CX,Polar)

に て 測 定 し,自 覚 的 な 運 動 強 度 の 指 標 と し て,visuaユ

analogveseale(VA5〕 とBorgス ケ ー・ル を 測 定L.た.各 測

定 デ ー タは,平 均 値 ±標 準 偏 差 で 衰 し,各 測 定時 期 の 両

群 間 の検 定 にltIVilt-oxonの 特 号 付1頂位 検 定 を用 い た。

【結 果1

血 中乳 醍 濃度(ml【 」 は,運 動 前,運 動 直 接 の 順 に 篇 収

縮 群 で1.5±O.5,ll,2±1.6,安 静 群 でL5±O、3,

lO.5±2.5で あ り,両 群 間 に 有 意 差 は な か った 。 血 中 グ

ル コ ー一ス濃 度 〔mg/dL)は,運 動 前,運 動 直 後 の 順 に 筋 収

縮 群 で 呂8.3±9.O,S7.3±14、0,安 静 群 で91.8±5.7,

S7,0±12、5で あ り,両 群 聞 に有 意 差 は な か っ た。 血 漿 遊

離 脂 肪 酸 濃 度(醐}は,運 動 前,運 動 直後 の 順 に 筋 収 縮

群 で150,6±76,9,109.0±45.2,安 静 群 で131.2±55.5、

B8.9±36,0で あ り,運 動 前 の 値 が 筋収 縮 群 で は 高 い 傾 向

を 示 した 恭,両 群 間 に 有 意 差 は な か っ た.運 動 直 後 の

Borgス ケ ー ル は 筋 収縮 群 で ユ5.呂±1,呂,安 静群 で17.7±

1.2と な り,前 者 押後 者 に 比 し低 い傾 向 を 示 した が,有

意 差 は な か っ た 。 呼 吸 代 謝 か ら求 め た 換 気 性 作 業 闇 値

(VT)を 運 動負 荷 で 示 した 値(Watt)は,筋 収縮 群,安

静 群 で各"152.7土24.9,142.9±22.6で あ り,両 群 間 に

有 意 差 が認 め られ た(p〈O、05)。 オー ル ア ウ トま で の 運

動 負 荷 量(隔 廿)は,筋 収 縮 群,安 静 群 で 各 々197.4±22.6,

190、6±24,6と,前 者hS崔 者 に 比 し多 い 傾 向 を示 したhS,

有 意 差 は な か っ た。

【考 察1

最 近 まで 運 動 中 の乳 酸増 加 は,運 動 強 度 増 加 に伴 う細

胞 内 の 酸 素 不 足 の た め,嫌 気 性 で あ る 解 塘 系 の み で の

ATP産 生 が 増 加 す る こ とに よ る と考 え られ て い た。 現 在

で は 乳 酸 増加 は,且TP産 生 時 の 使 用 基 質 の 違 い に よ る と

考 え られ て い る。 本 研 究 で は,運 動 前 に 低 強度 の筋 収 縮

を行 わ せ る と,ATP産 生 の基 質 と して脂 肪 酸 利 用 量 が増

え,そ の 状態 で運 動 を行 わせ る と,塘 の 利 用 が コ ン トロ

ー ル 状 態 に 比 し遅 く な り
,乳 酸 産 生 増 加 が 抑 え られ る の

で は な い か と い う仮 説 に基 づ き 実験 を 行 っ た.結 果 で は,

筋 収 縮 群 でVTの 有 意 な 延 畏 が 認 め られ た。これ は 運 動 前

の筋 収縮 に よ り,A↑P産 生 の基 質 の割 合 が 変 化 した こ と

が1つ の原 因 で あ る と推 寮 され.本 研 究 で の 仮 説 を 支持

す る結 果 で あ うた と考 え られ る。 本結 果 で 血 中乳 酸 濃 度

の 差 が 認 め られ な か ウた の は,筋 収 縮 群 で 運 動 負 荷 量 増

加 に ょ り、 最 終 的 な 乳 酸 産 生 量 が増 加 した ため と考 え ら

れ る.運 動 前 に 筋 岐縮 群 で安 静 群 に比 し血 漿脂 肪 酸 量 が

増 加 す る傾 向 で あ っ た の は,低 強 度 の筋 収 縮 に よ り、 脂

肪 組 織 か らの 脂 肪 酸 動 員 が 増 加 した こ と を 示 唆 して い る

と考 え られ る.
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・共 同研究者 索引

(数 値 は演題 番 号 を示 す)

シ=シ ンポジウム 特=特 別講演

O1O神 内伸晃

0151す1杉 山ちなみ

3,4,15

5,6,9,24,025,特 皿

11,12,013

016,17,18,19,20

08

5,6,9,IO,24,25,特 皿

3

16,17,18,019,20

014

11,12,13,16,17,19,20

11,玉2,13,16,17,18,

19,20

11,12,13

3

21,022,23

03

5,06,8,9,24,25,特

皿

9,26

シ

シ

021,22,23

佐 々 木 和 人11,012,13

シ

$,特 皿

5,024,25

02

【せ 】

1た1

1て 】

1と 】

【な】

1は1

【ひ 】

1ふ1

1ほ1

1ま1

1む1

1も1

1よ1

1わ 】

索 引

8,9,特 皿

シ

関 ロ正 彦07

高 橋 勉11,12,13

高 橋 良 典011,12,13

滝 瀬 定 文21,22,23

谷 口和 彦5,9,10,24,25

寺 田弘 太 郎05,24,25

富川 理 充 特1

鳥 井 淳 貴16,17

中川 貴雄8

中川 達 雄8

中川 雅 智01

中村 辰 三17,18

中村 正 道3,4,7,15

服 部 洋 見1

林 知 也026

林 愛5,6,24,25

平 田耕 一16,17,018,19,20

古 河 準 平21,022,23

本 多 清 二 特ll

前 島 孝 特1

松 下 拓 磨16,17

松 原 伸 行04

村 松 成 司1

森 経 介16,017,18,19,20

諸 星 眞 一 特 旺

吉 井 健 悟16,17,18,19,020

渡 辺 英 一2

一57一



ス ポH・・一一ツ 整 復 療 法 学 研 究 第t4巻 ・窮1,2号2012年9月

大会開催地および発表演題数

地区 会 揚 期 間 演題数

第1回 関東 東京商船大学越中島会館{東 京) 1999年9月18日 ・19日 35

第2回 関東 東京商船大学越 中島会館{東 京) 2000年10月28日 ・29日 44

第3回 関西 大阪電気通信大学寝屋川校舎(大 阪) 2001年10月27日 ・28日 4露

第4回 関東 東京商船大学越中島会館(東 京) 2002年10月26日'27日 42
一一一一 一

笛5回 関西

一 一 一

大阪体育大学{大 阪)

一一

2003年lO月18日 ・19日 32

第6回 北海道 北海道 自動車短期大学(北 海道} 2004年9月19日 ・20日 38

第7回 関東 千葉大学西千葉キャンパス(千 葉) 2005年10月29日 ・30日 38

第8回 関東 東京工業大学大岡山キャンパス(東 京) 20a6年10月21日 ・22日 44

第9回 関東 千葉大学西千葉キャンパス(千 葉) 2007年IO月2⑪ 日 ・21日 39

第lo回 関東 東京海洋大学品川キャンパス{東 京) 2008年IO月25日 ・26日 41

第11回 北信越 大原学園菅平研修所(長 野) 20ag年IO月24日 ・25日

一

38

第12回 関東 国士舘大学永山キャンパス(東 京) 2010年IO月23日 ・24日 29

第13回 西 日本 明治国際医療大学洛西キャンパス(京 都} 2011年ll月12日 ・13日 35

第14回 東 日本 専修大学神田校舎(東 京) 2012年11月3日 ・4日 26

第15回 西 日本 (九州支部〕 検討中
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スポーツ整復療法学研究 第14巻 ・第12号20a2ff9月

第14回 日本スポーツ整復 療 法学会 大会

総会資料

主催:日 本スポーツ整復療法学会

会 期=2012年11.月3日(土)・4日(日)

会 場:専 修 大 学 神 田 校 舎

【大 会 実 行 委 員 会 事 務 局 】

〒214-8580神 奈 川 県 川 崎 市 多 摩 区 東 三 田2-1-1

専 修 大 学8号 館83e8佐 竹 弘 靖

Tel.044-911-1208Fax.044-911-1231

E-mail=satake@isc.senshu-u.ac.jp
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スポーツ整復療法学研究 第t4巻 ・第12号2012年9月 総会資料

第14回 目本スポーツ整復療法学会学会大会

総 会 次 第

開会 の辞

会長挨拶

議長 団選 出

議事録署名人

議事

1号 議案:平 成23年 度事業報告

2号 議案=平 成23年 度決算報告

3号 議案;平 成25年 度事業案

4号 議案:平 成25年 度予算案

5号 議案:次 期役員および評議員

6号 議案:そ の他

閉会の辞
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スポー ツ整 復療法学 研究 第14巻 ・第12号2012年9月 維会資劇

第1号 議案=平 成23年 度事業報告

1.第13回 学会大 会(2011年ll.月12日 一13日 於1明 治 国際医療大学洛 西キャ ンパ ス)を 開催 した。

2.機 関誌 「スポーツ整復療 法学研 究」第13巻(1号 、2号 お よび3号 〕を発行した。

3.学 術研修 会を開催 した。(eglel回 から105回 計5回)

【第101回 学術研 修会1

【1】日時=8月21日(日)午 前10時 ～午後4時 【2】場所=山 形 県米沢 市西 大通1丁 目5-60米 沢市すこや かセ

ンター(TELO238--24-818王)1階 大 会議室13】共催 二米沢整 友会 ・」B山 形 福 島勉強会14】内容=① 「徒 手筋力評

価 法」AT及 びPTが 医療現揚 で使う負傷部位 の判 定 ・評価 の仕方 、講 師矢萩裕 先 生② 「徒手矯正 ガンステッ

ド法 による診断と治療 法」講師徳 竹賢一先 生(会 場にて参加 者に対し治 療形式で詳 しく行う)【5】講 習費30eo

円(弁 当付)希 望 される方は会員以外でも参加Olく 。会員スタッフ1500円 。【6】申込方 法;東 北支部加藤 剛

(Tel/FaxO238-24-1468)ま で連絡のこと。締め切 り日7月19日 【了】その他1午 後5時 より懇親会 を開催 予定(米

沢 牛を予定)。懇 親会費用 別途要4000円 参加 希望者 は、懇親 会含む でご連 絡 下さい。

1第lO2回 学術研 修会 】

【1】日時=平 成23年8.月28日(日)午 前10時20分 開会(受 付9時30分 開始)【21場 所=久 留米 大学御 井学

舎500号 館1階 、福 岡県久 留米市御井 町16353{3】 共催1久 留米大 学健 康 ・Xポーツ科 学センター一141内容1講 演

110時30分 ～12時OO分 「視診 ・触 診 ・徒 手検査 ・手技を重視 した保存療法」一一スポーツ現揚 と治療現場の 有

機 的連携 一岡本武 昌先生(明 治国隙 医療 大学教 授、目本スポーツ整 復療法学会 会長)講 演213時30分 ～

15時OO分 「骨折 に対する保 存療法」一柔道整 復師の骨折 治療の限界 について一古東 司朗先生(古 東整 形外

科 ・内科医院院長 〕講演315時3e分 ～17時OO分 「スポーツ選手のパフォーマンス向上」一ムープメントトV-一ニング&コ

ンデ ィショニングー吉原剛 先生(NPO法 人 日本ムープメントトレーニング協会 理事長)15】 会費:ス ポーツ学会 会員 ・

研 修生3000円 一般5000円 学生(学 生証提示)250e円161申 込み:8月25日 まで(氏 名 ・住所 ・電話番号を

FAXに て連絡〕。九州 支部事務 局 堤 啓祐TEL&FAXO942-94--4141詳 細 はホームへ。一ヅをご覧くだ さ

い。(日 本スポーツ整復療法学 会九州 支部)

1第103回 学術研修 会 】

Il]日 時:平 成23年lO月30日{E)9=OO～14=2012】 場所:(社)長 野県柔 道整復師会館3F(長 野市大 字安茂

里伊 勢宮216了 一9;026-224-6800}t3】 主催=日 本スポ ーツ整復療 法学会[JSSPOTコ 共催:NPO法 人JATAC

{北信越 プロ・7ク}主管1長 野 県アスレチックトレinナ ーズ協会〔NPO法 人 」ATAC(NAGANO)JSSPOT関 東 支部

E4】講演 内容 ①9=OO～ エO=30『スクリー一ニングに基づいたテー ピング』講師 原 和 正(NPO法 人JATAC副 会長)

②IO:40--12=10『 アスレチックリハ ビリテーション』(体幹と四肢のP連 係)講 義 講師 佃 文子 〔びわ こ成踵スポ

ー ツ大学 准教授)12=IO～12=50昼 食 ③12=50～14=20『 アスレチ ックリハビリテーション』〔体幹と四肢のP連

係)実 技 講師 佃 文子{び わこ成暎 スポーツ大学准教 授)t51as加 費=会 員3,0eo円(JSSPOT・JATAC}、 学

生2,0eo円(材 料 費込)、非会員1e,OOO円(講 習会のみ8,000円 、テー ピングのみ2,000円)、 弁 当代=1,000円

{必要な 方は、10月25日 までに事務局 までご注文くださいe.)t6】参加 申込;[」ATACNAGANO事 務局]大 塚祥

司 〒383-Oe13中 野 市中野1853Tei.e269-22-2990Fax.0269-23-3678E-mail;srey@hotmttil.com

一62-一



ス ポ ー ツ整 復療法 学 研 究 第14巻 ・第1,2号20t2ff9月 織盒資料

【第104回 学術 研 修 会 】

【1】 日時=平 成24年3A24日 午 後6時30分 受 付 、平成24年3A25日 午 前8時30分 受付 【2】場 所1(社)

長 野 県柔 道整 復 師会 館3F(長 野市 大字 安茂 里伊 勢 宮2167-9=026-224-6800)【3】 主催=ス ポ ーツ整復 療 法学

会(JSSPOT)北 信越 支部141内 容=3月24日19:00--21:00講 義 、実技 『アスレテイvク ・テー ピング講習 会 』講

師:原 和 正(JSSPOT副 会長=北 信 越 支部 長)3月25日 ① 講演 『ロコモチ ェック・ロコモトレー ニング』(ロコモー ティ

ブ ・シンドローム予 防のための 身体機 能 評価 ・トレーニング)前 半9130～11=OO後 半12:00--13:30(n;eo^-

12:00に 』ATACNAGANO総 会 開催)②13:30～15:00講 演『健 康 づ くりとプロ「グラミング』健 康 つくリアドバイ

ザー 依 田武 雄先 生(東 亜産 業株 式会 社 代表 取 締役)015=OO閉 会 【Sl会費3.月24日JSSPOT及 びJATAC

会員 無 料 学 生 ・非 会 員2,000円(材 料 費 込み)3A25日JSSPOT及 びJATAC会 員3,000円 学生1,000円

非 会員8,000円 弁 当代1,000円(3月25日 希 望者 の み)

【6】申込 み1な るべく、メールか ファックスにてお 申し込 みください。甲込 項 目1氏 名 ・支 部名(所 属名)・住 所 ・電

話 番 号等 連絡 先 ・弁 当の有 無 、申込 先[』ATACNAGANO事 務 局]〒383-OO13中 野 市 中野1853松 川 整 骨

院 内TELO269-22-2990/FAX.0269-23-3678e-mail:$rey@hetrnail.com

【第105回 学術研 修 会 】

【1】日時=平 成24年3.月25日(日)受 付9:30、 講演10=OO--16:⑪0【2】 場 所1東 京 工業 大学 大岡 山キャンパス

西9号 館W935教 室 、交通=東 京 急 行 大井 町線&目 黒 線 「大 岡 山駅 」より徒歩1分

[3】主催1JSSPOT関 東 支部 、14】講 演 内容①10:00～11=30「 足 部 三点バ ランス保持 理論 」講師=関 口 正彦 先

生(K.K.テ レワン)②12=30～14=00「 直 立姿勢 と歩 行 時 の重 心動 揺 」講 師;臼 井 永 男先 生(放 送 大 学)③14=15

～15145「 危機 管 理 につい て(東 日本 大震 災か らの教 訓

)講 師=長 谷 部 洋 一先 生(住 友 生命都 心 営 業 総局 防衛 省 担 当 ・前 陸上 自衛 隊幹 部学 校 長)【5】会費=会 員

3,000円 、学生1,000円 、一般4,000円16】 詳 細問 い合 わせ/申 し込み;東 京都 目黒 区大 岡山2-12-1東 京 工

業 大 学 中村研 究室(TEL:03-5734-2679)nakamur且@taiiku.titech.ac.tp【7】 関 東 支部 支部 会=16=OO～17=OO

l8】懇 親 会=17=30～ 準 備 の都 合で 、事 前 申し込み をお願 いします 。

一e3一



スポ ー ツ蟄 復療法学 研究 第14巻 ・第112号2012年9月 織会資料

第2号 議 案:平 成23年 度 決 算

収入の部

科 目 23年 度予#顕23年 度決算 増減 内訳
擢越金 40a,OOO 1,376,161 976,161

事業収入 3,200,000 2A76,000 一724、oco

入会金

年会費

大会参加費

4D,coo

2、Boo,coo

360,0co

了4,000

2,0S1,000

盟1.OOD

34,aOO2000円 〔20件 →37件)

一ア19 1000seOO円{350唱 噂265{{学13))

-3aoeo30Do円{120名 →119芒{学ie)}

雑収λ 910,000 447,96e 一4・62
、040

投稿1科

広告

寄付金

そφ他

100,000

300,00D

400,000

110.OOO

60.ooo

15e、OOO

111、OOO

126,臼60

40,0eoIOOOO円(10編 →6縮)

-15e 、OOO3eoOO円 〔10件 一・5件 〕

-289 ,000

161960別 刷 ・

収入台計 4.510,000 4,300、t21 一209 、879

支出の部

科 目 23年 度 予算額23年 度 決算 増減 内訳
事業費 3.360,000 2.844.2B7 5t5、713

学会大会喪員会 950,0ao 94s,400 1,昼DO

大会蚤託費

雑喪
goo,ooo

so,⑪oo

goo.ooo

4s,400

o大 会実行 蚤員会

A、600評 議員会 、総 会案 内お よび出欠確認

禰集曼員会 2,100,00a 1,S33,1臼3 266.81ア

印刷製本費

通信運搬費

茄費吏通費

諸謝金

会謹費

雑費

1.500,000

150,000

200.ooo

tso.⑪oo

50、ooo

so.ooo

1,538,932

63,5so

t6.seo

i56、712

20,000

37,159

'38 ,932学 会 誌1、2,3号 印刷 豊

861420学 会 誌 発 送

183.200蚕 員 会2回

一6,712査 跣 代 図 書 券 、 英 文 チ エ ッ ク 、 ア ル バ イ 虫一 等

30.ooo施 設 借 用 料等

12.341蚕 員 会 準 備 、編 集 ・学 会 誌 尭 瑳 作 業 等

学術研修委員会 31D.ODO 62,704 24ア.296

遇信費

煎費交通費

消稀品聖

請謝金

雑費

15a,ooo

3e、ooo

3e,OOO

5e,ooo

5e,aoo

12,100

1e.OOO

26,4⑰4

10.OOO

4,200

13ア.900甘 ガ 音 、切 手 等

20,000

3.596タ ツ クシ ーJL、 トナ ー 等

401000ア ル バ イ ター 等

45、呂OO発 送 作 業 等

管理費 1,1se,OOO ア42,7臼O 40了.21a

会議費

旅費交通費

渉外豊

週信費

消栽品費

諸謝金

雑費

予備費

150,000

500,0QO

lOO,OQO

50,0QO

50.000

50,00σ

501000

1001000

92.912

511.173

30,000

ア.550

15、205

42.500

23,45e

20,eOO

5了.088施 般借用料 、理 事会、監査等

68,臼2ア理事会、各蚕員 会等

70、OOO広 告.関 係団体 会議等

42,450電 話、切手 、は が亡等 、振 り込 み手敬 料

34,795コ ピー、 トナー 等

7、500事 歴作業等

26,550理 事会等準備作 業、各種蚕員会作業 等

80,000部 位男囑・患司瞬圃連 等

支出合計 4,510、ooo 3,5e7、077 1922、923

平戒23年 崖 収支 一
取λ 支出 眠支

平成23年 度収支 4,300112書 3,587,07ア

一一一一

713,044

一

一 一
平成2a年 度積立 金

一
o

1

合計
一一一

4,300,121 3,5呂710ア ア ア杷 ρ44 1(H24用 繰鯉金}
一

国際交流 ・研 究甚 金積 立金

収入
一一

支出
一

収支
一一

備専 i

一

平成22年度決算時 9,914,ア60

一 一一一一一 一

助戌研究【一般) 旨 3001000 {300ρoo円1件)

価 問 ・相談投用 1寸 で5.ooo
一一一一一一 一一一一

蔵問・相蟄般大会参加補助
平成23年 度決算時 」9.引4、7ε 14二5ρ 。。 91499,ア60

一一

一一一一一
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スポ ー ツ整復 療 法学 研 究 第14巻 ・第112号2012年9月 織含資料

監 査 報 告 書

平成23年4月1日 か ら平成24年3月31日 まで

の帳簿 、書類 を閲覧 した結果、法 令な らび に定款 に

適合 しているこ とを報告 します。

平成24年ti月 ・20日

日本 スポー ツ整復療法学会一一
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スポ ーツ整 復辣法 学研 究 第14巻 ・第1,2号2012:E:9月 総i農資料

第3号 議案=平 成25年 度事業案

1,第]5回 学会 大 会(主 幹1西 日本ブ ロック予 定)を 開催す る。

2,機 関 誌 「スポ ーツ整 復療 法学研 究 」第15巻 〔1号、2号 および3号)を 発 刊す る。

3,学 術研 修会 を開催するb

4,内 外 の関連学 会との連携 をはかる。

5,そ の他 目的を達成 す るための事業 を行う。
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スポ ー ツ整復 療法学 研 究 第14巻 ・第1.2号2012年9月 紹会資料

第4号 議案:平 成25年 度予算案

収入の部

科 目 24年 度予 算額25年 度予 算額 増減 内訳

繰越金 400、ooo 400.OOO o

事藁収入 3.040.OOO 3,20e.ooo 160、OOO

入会金

年会費

大会参加費

40,0eo

2,400,000

60e,ooo

40.ooo

2.560.ooo

600.ooo

o新 入会 員20毛{@2000}

1601000会 員320人(@8000}

O参 加 者120名(@500叫

雑収λ 95e,ooo 950.ooo o

投稿料

広告、展示

寄付金

モの他

loo,ooo

30e,ooo

400,000

150,000

100.000

300,000

400,000

150.ooo

010編

O本 誌 広告10件 、展示10件

o

o別 刷 リほカL

収入合計 4,390,000 4,550,000 1岳O,OOO

支出の部

科 目 24年 度 予算額25年 度予 算額 増減 内訳

事業費 3,34DPOO 3,50D、oco o

学会大会蚕員会 950、OOO 950、OOO o

大会蚤託費

雑費

goo、ooo

50,000

goo、ooo

so,ooo

o大 会実行蚕畳会

o評 揃員会、総会案内および出欠確据

編集委員会 2,140.OOO 2,200,000 6e,ooo

印刷製本費

通信運搬畳

旅費交通費

詰謝金

会議費

雑費

1,540.OOO

150,coo

200,000

150,000

50.OOO

50,000

115001000

150.OOO

200.ooo

t50,000

50,aOO

150,000

一40.OOO学 会SS1 ,213号印刷費

o學 会 誌発遇

o委 員会2回

O査 読代 図書劣、英文 チ エツク、ア ルバイ傷一等

O施 設借用料 等

leo、ooo編 集委員会 課團検討

学術研修委員会 250,000 350、eOO too,ooo

通信費

旅豊査通費

消耗品費

請謝金

雄費

90,000

30.ooo

30.OOO

501000

50、000

SO、OOO

3e.ooo

3D.ooo

so,ooo

lSO,OOO

o甘 ガ虐切 手等

o支 部会参 加等

oタ ・Vクシール 、 トナー等

oア ルバ イタ等

100、ooo学 術研修 会対 策

管理費 1,050,000 1,050,0eo o

会瞳費

療費喪通■

聾外費

通信費

消耗晶費

甜謝金

雑費

予備費

150.oeo

500,0ea

loo,oeo

so,ooo

so,ooo

50,000

50,00e

100.ooe

150.000

500,0eo

lOO,000

50.ooo

so,ooo

50,0eo

sOlooo

leo、ooe

0施 般借 用料、理 事会t監 査 等

0理 事会 、各喪 員会等

o広 告、 闘係団体 会嶺等

0切 手娃 ガき等

Oコ ピー 、 トナ ー等

o事 鵬作 業等

0理 事会 、各租 蚕員会作 業等

o

支出含計 4,390,000 4,550,000 16D,000
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スポーッ整復療法学研究 第14巻 ・窮12暑20t2年9月 櫓会資i悶

5号 議案:次期役員および評議員について

日本 スポ ー ツ整 復 療 法 学 会 役 員 候 補(20名 以 内}

(任期:2013年4月1日 から2016年3,月31日 まで)

理 事 荒井俊雅(∫B日 本接骨師会)

岩本芳照(兵 庫県柔道整復師会)

片岡幸雄(宝 塚医療大学〕

行田直人(明 治国際医療大学)

工藤四海(四 海堂整骨院)

佐野裕司(東 京海洋大学)

増原光彦(大 阪体育大学)

吉田正樹(大 阪電気通信大学)

岩本圭史(元 日本大学)

岡本武昌(明 治国際医療大学)

加藤 剛(春 日接骨院)

草場義 昭(福 岡県柔道整復師会)

佐竹弘靖(専 修大学)

渋谷権司(渋 谷接骨院)

村松成司(千 葉大学)

北海道地区

東北地区

関東地区

北信越地区

東海地区

関西地区

中四国地区

九州地区

日本ス ポ ー ツ整 復 療 法 学 会 評 議 員 候 補(50名 以 内)

(任re:2013年4月1日 から2016年3月31日 まで)

定員50名(各 地区五十音順〉

4

2

61

9

ワ
創

nj

-
占

り
ρ

小野寺恒己

草野久一

相原雄一

輿水正子

蛭間栄介

原 和正

村松常司

泉 晶子

住田卓也

畠中 健

吉井健吾

枝松龍彦

堤啓祐

加藤吏功

庄子和良

今井裕之

白石 聖

藤本浩一

佐藤賢司

服部洋見

岩田 勝

滝瀬定文

林 知也

鶴田裕二

佐藤 勇司

今野廣隆

田村祐司

諸星眞一

谷 口裕美

牛嶋宏幸

武田 功

平田耕一

武富清文

田中稔晃

入澤 正

千足耕一

渡辺英一

小原教孝

田邊美彦

堀井仙松

信

道

牌

柾

岡

中

男永

軍

井臼

張

五反田重夫

俗 ロ和彦

森加奈子

神内伸晃 ・

畠中宰冶

森 経介
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ス ポ ー ツ整 復療 法学 研 究 第14巻 ・第1,2号2012年9月 定 款

日本スポーツ整復療法学会定款

第1条

第2条

第3条

平 成11年5月1日 施 行

平成12年10月30日 改訂

平成15年10月18日 改訂

平成19年10,月21日 改 訂

第1章 総則

本 会 は 日本 スポー ツ整 復 療 法学 会 という。英 文名 をThejapaneseSocietyofSp。rtSciencesand

OsteopathicTherapy(略 称JSSPOT)と す る。

本会 は事 務 局を理事 長 の所在 地 に置く。

本 会 は評 議 員会 の審議 を経 て理 事会 および 総 会の議 決 により支部 を置 く。

第4条

第5条

第2章 目的および事業

本会はスポーツ医科学、柔道整復学および関連諸科学 に関する学際的研 究とそれらの情報交換を

行い、スポーツ整復療法学の構築ならびにその発展を図ることを目的とする。

本会は目的を達成するために次の事業を行う。

1)研究発表会ならびに学術 識 寅会等の開催

2>学会誌ならびに学術図書等の刊行

3)内外の関連学会との交流

のその他 目的を達成するための必要な事業

第6条

第7条

第8条

第9条

第lo条

第3章 会員

本 会の会員は次のとおりとする。

1)正会員社会人であってスポーツ整復療法に学問的関心を持っ個 人

2)学 生会員学生であってスポーツ整復療法 に学問的関心を持っ個人

3)賛助会員本会の事業に賛助する法人

4)講読会員スポーツ整復療法学研究の講読のみを希望する個人および法人

本会に正会員として入会しようとする者は正会員1名 の推薦を得て会長宛 に入会 申込書を提出し理

事 会の承認を得ることとする。但し、学生会員の入会は正会員1名 の推薦でよいものとする。

会員は以下に定めた入会金および年会費の支払いを義務とする。

入会金

年会費

1)正会員

2)学生会員

3)賛助会員

4}講読会員

1)正会員

2)学生会員

3)賛助会員

4)講読会員

2000円

o円

2000円

o円

8000円

5000円

一一口seOO円(何 口でも可)

8Doo円

会 員が退会しようとするときは、退会届を会長宛に提出しなければならない。

会員が次の各項に該 当するときは会長は理事会の議決を経 て除名すること岱できる。
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ユ)本会の名誉を著しく傷つけ本会の目的に違反する行為があったとき

2)本会の会員としての義務を怠ったとき

第4章 役員 、評議員、顧問および相談役

「役員」

第11条 本会に次の役員を置く。

1)会長1名 、副会長2名 、理事長1名 および理事を含め20名 以内

2)監事2名

3)上記の役員の他、会長は若干の役員を指名することができる。

第12条 役員の選出および承認は下記のとおりとする。

1>役員は立候補により正会員の中から選出するe

2}会長、副会長および理事長は理事の中から互選し総会で承認されなければならない。

3)選出細則は別に定める。

第ユ3条 役員の業務は下記のとおりとする。

1)会長は本会の業務を総理し本会を代表する。

2)副会長は会長を補佐し会長が欠けたときその職務を代行するe

3)理事長は理事会を代表する。

4)理事は理事会を組織し、本会の定款に定められた事項等を議決し執行する。

5濫 事は本会の業務および財産管理の業務の監査を行うe

第14条 役員の任期は3年 とし再選を妨げない。役員の退任に伴う後任役員の任期は現任者の残任期間とす

る

第ユ5条 役員が下記の項 目に該当するとき、理事会の4分 の3以 上の議決によりこれを解任することができる。

1)心身の故障のため職務の執行に耐えられないと認められるとき

2)役員としてふさわしくないと認 められるとき

第ユ6条 役員は無給とする。

「評議員」

第17条 本会に評議員50名 以内を置く。

第18条 評議員は北海道地区、東北地区、関東地区、北信越地区、東海地区、関西地区、中国・四国地区お

よび九州地区から比例配分数を投票により選出し総会で承認する。なお選出細則は別に定める。

第19条 評議員は評議員会を組織し、本会の定款に定める事項の他、理事会の諮問に応じ審議し助言す

る。

第20条 評議員は第 ユ4条、第15条 および第16条 を準用する。

「顧問および相談役」

第21条 本会に顧問および相談役を置くことができる。理事会の議決を経て会長が委嘱する。

第5章 会議

ド理事会」

第22条 理事会は毎年2回 会長が召集する。但し理事の3分 の1以 上から開催を請求されたとき、または理事

長が必要と認めたときはこの限りでない。理事会の議長は理事長とする。
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2)理事会は定数の3分 の2以 上の出席がなければ開催し議決 することはできない。ただし委任状をも

って出席とみなす。

3)議決は出席者の過半数とし、可否同数のときは議長が決定する。

第23条 理事会は各種委員会を設置することができる。

「評議員会」

第24条 評議員会は毎年1回 会長が召集する。但し会長那必要と認めたときは二の限りでない。評議員会の議

長は評議 員の互選とする。

2)評議員会は定数の2分 の1以 上の出席 がなけれ ば開催L議 決することはできない。但し委任状をも

って出席とみなす。

3)議決は出席者の過 半数とし、可否 同数のときは議長が決 定する。

「総会」

第25条 総会は正会員で構成 し、毎年1回 会長溺召集する。但し正会員の3分 の1以 上から開催を請求され

たときまたは会長が必要と認めたときはこの限りでない。総会の議長は正会員の互選とする。

2)総会は定数の10分 の1以 上の出席hSな ければ開催 し議決することはできない。但し委任状をもって

出席とみなす。

3)議決は出席者の過半数 とし、可否 同数のときは議長が決定する。

第26条 総会は次の事項を議決する。

1>事業計画および収 支予算

2)事業報告および収支決算

3)財産 目録および貸借対照表

4)その他必要事項

第27条

第28条

第6章 資産および会計

本会の資産は次のとおゆとする。

1>入会金および年会費

2>寄付金

3)その他の収入

本会の会計年度は毎年4Al日 から翌年3月31日 までとするe

第7章 定款の変更

第29条 本会の定款の変更は評議員会の審 議を経て、理事会および総会のそれぞれ4分 の3以 上の議決を

経なけれ ばならない。

第8章 補足

第30条 本会の定款の施行細則は評議員会の審議を経て理事会および総会の議決を経なければならない。

付 則

第4章 の規定にかかわらず 、本会の設立当初の役員および評議員の任期は平成13年3月31日 までとする。

本 会の定款は平成11年5月1日 より施行する。
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ヌ.ポーッ整復 療法 学研究 第 寸4巻 ・fil,2号2012年9月 学会現役員 ・評議員

日本 スポ ー ツ整 復 療 法 学 会 現 役 員

{任期:2010年4月1日 から2013年3月31日 まで)

魚

魚

撫

事

会

事

会

副

理

理

事

問

役談

監

顧

相

岡本武昌(明治国際医療大学)

増原 光彦(大阪体育大学)原 和正(長野県柔道整復師会)

片岡幸雄(宝塚医療大学)

荒井俊雅(JB日 本接骨師会)

岩本芳照(兵庫県柔道整復師会)

岡本武昌(明 治国際医療大学)

加藤 剛(春 日接骨院)

草揚義昭(福岡県柔道整復師会)

行 田直人(明治国際医療大学)

渋谷権司{渋谷接骨院)

田邊美彦(大 阪府柔道整復師会)

原 和正(長野県柔道整復師会)

岩本芳照(兵庫県柔道整復師会)

岩本圭史(元 日本大学}

大木康生(おおき内科クリニック)

片岡幸雄{宝 塚医療大学)

佐竹弘靖(専 修大学)

佐野裕 司(東京海洋大学)

中村正道(東 京工業大学}

堀井仙松(元 大阪電気通信大学)

増原 光彦{大 阪体育大学)

村松成司{千葉大学)

村松常司(愛知教育大学)

渡辺 剛(国士舘大学)

今野廣隆(高 千穂 大学)杉 山英雄(杉 山整骨院)

片岡繁雄(元 北海道教育大学)

畠中耕作(畠 中整骨院}、 五十嵐仁(五 十嵐接骨院)、 岸野雅方((学)平 成医療学園)

北海道地区

東北地区

関東地区

北信越地区

東海地区

関西地区

中四国地区

九州地区

ρ
0

』
1

7
1

1

』
占

3

n∠ユ

-
昌

3

日本 スポ ー ツ整 復 療 法 学 会 評 議 員

(任期:201⑪ 年 唾月1日 から2013年3月3ユ 日まで)

定員5e名{各 地区五十音順)

片平信彦

坂本一雄

相原雄一

加瀬建造

田村祐司

伊東功一

高間敏宏

岩田 勝

中江利信

尾張 豊

寺原雅典

加藤吏功

庄子和良

池田克紀

菊地俊紀

張 軍

佐藤賢司

服部洋見

牛嶋宏幸

畠中宰冶

佐藤勇司

草野久一

伊澤政男

輿水正子

蛭間栄介

鶴田 隆

早川 真

田中稔晃

山内春雄

市原正雄

嶋木敏輝

松原伸行

丸山 智

今井裕之

菅俣弘道

諸星眞一

小田原良誠 五反田重夫 滝瀬定文

畠中 健 林 知也 吉田正樹

西原 清 藤田英二

入澤 正

高橋 勉

谷 口和彦
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ズポーツ整復療法学研究 第14巻 ・第i2号2012年9月 専門分科会部会長

日本スポーツ整復療法学会 専門分科会部会長

人体に対する整復療法術の基本を人体各部位号1粛是 全身的療法との有機的團卿 〕視 点にたち人間乃総合的回復を目的と

する学際悔研究の確立を目的として、下記の研究部会が設立しております。各会員少なくとも1つ 以上の部会に登録し、活発tよ活

動を行うことを期待します.な お部会の登録魏ま幾っでも良いが、部会毎 こ通「讃 等がかかります。

L研 究部 会

A.部 位 別研 究 部 会

1〕スポー一ツ・ショル ダー 部会

2)ス ポ ー ツ ・エ ル ボ ー 部 会

3>ス ポ ー ツ ・リス ト部 会

4)スポーツ・バッケイク部会

帥スポ ー ツ ・ニ ー 部 会

部会長=田邊美彦

タナベ整骨院
部会長=渋谷権 司

渋谷接骨院

部会長:岩本芳照
岩本接骨院

部会長=西條義明
墨坂整骨院

部会長=草場義昭

草場整骨院

6)スポー ツ ・ポダ イアトリー 部会長t入 澤 正

部会 初石 接骨院

7)ス ポ ー ツ ・カ イロ部 会 部 会長:浮 須裕 美

練 馬 カイ ロプ ラ クテ ィ

ックセ ンター

〒563-0032池 田 市 石 橋2-14-11

TELO72-761-5084FAXO72-761-5084

〒196-eo25東 京 都 昭 島 市 朝 日 町5-7-36

TELO42-543-0984,shibuya@river.sannet.ne.jp

〒651-2117神 戸 市 西 区 北 別 府2-2-3

TEL&FAX;078-974-7555yiVvamoto④c}sk3.3web.ne.jp

〒382-OO98須 坂 市 墨 坂 南2-8-35

TEL邑FAX:026-24呂 一31{i3

sumisakaseikotuin㊤stvnet,heme,ne.jp

〒838-012呂 福 岡 県 小 郡 市 稲 吉1372-1

TEL=0942-72-9382FAX=0942-73-0333

yoshiaki@mooha.ocn.ne.jp

〒270-0121千 葉 県 流 山 市 西 初 石4-474-1

TELO4,71-5`・-1503FAX=0471-54-1503

irisawa@rnapte.ocn.ne.jp

〒176-OO12東 京 都 練 馬 区 豊 玉 北5-24-20ミ ナ ミビ ル2F

TEL:03-6662-6897

yumlukiSi」chiro@hotmail.com

B.基礎研 究部会

1)スポーツ整復工学部会 部会長=岡本武 昌

明治国隙医療大学

2)スポーツ療法科学部会 部会長=片岡幸雄

宝塚医療大学

〒629-0392京 都 府 南 丹 市 日 吉 町

TEL=0771-72-1181FAX=e6-6647-5578

t.oka皿oto@皿eiPt-u.ac.jp

〒666-0162兵 庫 県 宝 塚 市 花 屋 敷 緑 ガ 丘l

TEL=072-736・-8600

E-mai1=itsu-te皿rin@tumh.ac.jp

3>スポーツ社会心理療法学 部会長=

部会

4)アスレチックトレーナー実 部会長1原 和正

践学部会 原整骨院

5)スポーツ栄養学 部会 部会長=村松成司

千葉大学

2.活動 内容
1)学術 大会においてシンポジウムを開催する。

〒381-0083長 野 県 長 野 市 西 三 才1367-3

TEL&FAX=026-295-3302

MLH31559@nifヒy.eom

〒263-8522千 葉 県 千 葉 市 稲 毛 区 弥 生 町1-33

TEL&FAX=043-290-3776

rnshigeji@facuLty.chiba-u.jp

2)学術 大会における一般 発表および共同研 究発表を促進する。

3)研究部会に関連した研修 会、講演会を開催する。(開催 に際 しては必ず学会事務 局に連絡のこと}

4)内外の関連学会との連携および情報の収集を促進する。

5)その他、研 究部会に関連する事項である。

3.会費

1)各部 会は通信費として1人 あたり年間lOOO円 程度を徴収する。研修会等における会費は別途徴収

する。
4,登録 方法

1)登録 用紙に必要事項を記入の上 、部会長に提出する。
2)登録 用紙は学会のホームページ倦 末 事務局欄に掲載)よD印 刷することがで者ます。
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スポ ー ツ整 復 療法 学研 究 第14巻 ・第1.2号2012年9月 学会本部 ・地区

日本スポーツ整復療法学会本部 ・地区一監

{2012年8月31日 現在)

会 員 数393

学会本部

理 事 長=片 岡 幸雄{宝 塚 医療大 学)〒66ao162兵 庫 県宝塚 市花屋 敷緑 ガ丘1

TEL二 〇72-736-8600E-mai1:itsu-tenrin@tumh.ac.jp

事務 局;〒263・8522千 葉 県 千葉 市稲 毛区弥 生 町1-33千 葉 大学 教育 学部 スポーツ科 学課程

村 松 成 司研 究室TEI.XFAXO43-290-3776E-mail=mshigeji@faculty.chibe-u.jp

北 海 道 地 区=会 員31名

支 部 長:工 藤 四 海 副 支 部 長:佐 藤 勇 司

事 務 局1小 倉 秀 樹{青 葉 専 門 学 校)〒060-0053北 海 道 札 幌 市 中 央 区 南3条4丁 月1-24

TEL/FAX:011-231-8989FAX:Oll-231-8883E-m且i1:hideki1965fP@yahoo.¢o.jp

東 北地 区:会 員22名

支 部長1加 藤 剛(春 日整 骨院)

事務 局=〒992-0044山 形 県米沢市春 口5-2-22

TEL:0238-24-1468FAX=0238-24-1468 E-mai1=kasugn@o皿n,ne,jr,

関東地 区=会 員130名

支部 長:岩 本 圭 史(元 日本 大学)副 支 部長:入 澤 正 、中村正 道

事務 局:〒152-0033東 京都 目黒 区大 岡山2-12-1東 京工 業大 学工 学部 中村研 究室

TEL:03・5734・2679FAX=03-3726-0583E-mai1=naka皿ura@taiiku,titechAcjp

北信越 地 区:会 員27名

支部 長 源 和 正{原 整 骨院)

事務 局:〒381-0083長 野県長 野 市西三 才1367-3原 整骨 院

TEL:026-2953302FAX=026-295-3302E-mai1=hara.kazu@nifty.com

東海 地 区=会 員23名

支部 長:高 間 敏宏(高 間接 骨 院〉

事務 局1〒438-0804静 岡県豊 田町 加茂90-3加 茂接 骨院 坂井 祐 二

T肌:OSU8-3a。104F.AX:。 鮒7-1356E-mai1:ys-kam。@po2across.or.jp

関 西地 区=会 員126名

支部 長=田 邊 美彦(タ ナベ 整骨 院)

事務 局 行 田直人:〒629・0392京 都府南 丹市 日吉町保野 田 明治国際医療大学

TEL:075-393-0145E-mail:9 _naoto@muom.meiji-u,ac,jp

中国・四国地 区;会員9名

九 州 地 区:会 員25名

支 部 長=草 場 義 昭(草 場 整 骨 院)

事 務 局r堤 啓 祐(堤 整 骨 院):〒849-0101佐 賀 県 三 養 基 郡 み や き町 原 古 賀209・2

TEL:0942・94・4141FAX:0942・94-4141E'mail:rakuda@ship.ne.jp
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スポーツ整復療法学研究 第14巻 ・第1.2号2012年9月

海外(特 別会員):6名

アメリカ合 衆国2名 オーストラリア4名

賛助会員:27

侑)ア クアティック(株)イ ンパクトトレーディング

(株)OAシ ステムシャープ(株)東 京 しまむら医療

平成 医療学園専門学校 古守工業株式会社

(有)シモジマ 侑)ス ポーツスタイル

全国柔整鍼 灸協同組合(有)ト ーコー泉

福 島医療専門学校 キネシオテーピング協会

(株)エス・エス・ピーJB日 本接 骨師会

シスメックス株式会杜(株)IPS

NPOジ ャパン・アスレチック・トレーナーズ協会(NPO・jATAC)

(株)日本医療福祉新聞社 日本医療 サポーター株式会祉

(株)NIKKEN株 式会社 ファロス

(株)PPM研 究所(株)ホ ロン

天地道整骨 院(株)べ 一スボール ・マガジン社

(学)森ノ宮 医療学園(株)ユ メディカ

購読会員=S団 体

大阪体育大学図書館 大阪ハイ テクノロジー専門学校

日本体育大学図書館 北海道ハ イテ クノロジー専 門学校

帝京大学理 工学部 図書館NPO医 学 中央雑誌刊行会

桐蔭横浜大学大学情報センター 独立法人科学技術振興機構

一77一
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団 体

スポ ー!ン整復 療 法学 研 究 第14巻 ・第112号2012年9月

寄 イ寸.協 賛r金 一一一覧

(2012年4月1日 ～9」 目20日)

8000円 株 式 会社 エス ・エス ・ピー

8000円 株 式 会社 カ ナ ケン

個 人

50000円 岡本武昌

10000円 片岡 幸雄 増原 光彦

9000円 片岡 繁雄

6000円 岩 田 勝

5000円 原 和正

3000円 岩本 芳照

田邊 美彦

村松 成司

今野 廣隆

佐藤 勇司

一78一



ス ポ ー ツ整 復 療法 学 研 究 第14巻 ・第12号20て2年9月

第14回 日本スポーツ整復療法学会 展示企業

株 式 会 社 エス・エス ・ピー

株式会社 カナケン

株式会社 東京しまむら医療

株式会社 アスタリール

株式会社 サンメディカル

日本スポーツ整復療法学研究第14巻1・2号 広告掲載企業

株 式会 社 エス ・エ ス・ピー

(有)ア ク ア テ ィ ッ ク

(株)日 本 医療福祉 新 聞社

小林製薬株式会社

NPO法 人 ジ ャパ ン ・アス レティック・トレー ナ ー ズ 協 会

社 団法人 キネシオテーピング協会

キネシオテーピング療 法学会

株 式会社 カナ ケ ン

JB日 本 接 骨 師 会

一79一





スポーツ整復療法学研究 第14巻 ・第12号2el2年9月

海 外 研 修 申 込 み の お しらせ

本学会 における学際 的研 究を一層促進 し、将来の方 向性 を位 置づ けるために、人材の育成は欠かすことカ§

出来ない重要な課題です。そこで下記の要領で海 外研修の申請を受け付けます。研修受 け入れ人数は年間若

干名 とします。

1応 募条件

1)募集資格 は本学会の正会員とする。

2)原則として 日常の英会話hSで きること。

帥研修期間は ⊥ヶ月から3ヶ 月未満とする。

4)助成額は30万 円を限度 とする。

5)研修期間那終 了後3ヶ 月以内に機 関誌 「スポーツ整復療法学研 究」に海外研修 記を掲載することを義務と

する。

2.申 し込み方法

1>申請書を学会事務局 に提出してください。

2)正会員5名 の推薦および保 証人1名 力泌 要ですe

3)申請書は学会ホームページ(巻末事務局欄 に掲載)よリダウンロードするか、事務局より取り寄せて下さい。

3応 募期間

1)平成25年4月1日 ～4月30日

4.審査の決 定

1)本人に直接通知し、学会誌に発表 します。

研 究 申 込 の お し らせ

本学会における学際的研 究を一層促進し、将来の方向性を位置づけるために、質の高い学際的研 究の促進

は欠かすことが出来ない重要な課題です。そこで下記の要領で、研究助成の申請を受け付 けます。

1.応募条件

1〕本学会の正会員 とする。

2>研究領域はスポーツ整復療法学関連の領城(概 ね、本学会の学術大会発表領域)とする。

3)研究期聞は2年 未満 とする。

4)助成総額は30万 円を限度とする。

5)成果の報告は研究期 間hsrs了 後、6ヶ 月以内に学術 大会における研究発表および機関誌 「スポーツ整i復

療法学研 究」に原著論文として掲載することを義務とする.

2.申 し込み方法

1)申請書を学 会事務局に提出してください。

2)申請書は学会ホームページ倦 末事務局欄に掲載)よりダウyロ ードするか、事務局より取り寄せて下さい。

3.応募期間

1)平成25年4月1日 ～4月30日

4審 査の決 定

1)本人 に直接通知し、学会誌 に発表します。
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スポーッ整復療法学研究 第14巻 ・第12号2012年9月

塵 集後訓

第14回 スポーツ整復療法学会大会坦専修大学神 田校舎で開催されます。年1回 全国の会員が集まる情報

交換の場でもあります。できるかぎり多くの皆様 に参加していただけることを期待しています。昨年来の多くの自

然災害により人々の健康、生活が脅かされてきましたが、そのたびに逞しく頑張っている人々の報道が数多くな

されています。あらためて、人々の潜在的な``たくましざ'を知らされる思いです.ま た.そ の渦中にあって、地域

の柔道整復師の皆様iが果たしてきた功績も様々なところで評価されているところですし、今後もさらに地域住民

の健康的な生活のサポート役としての柔道整復師への期待は続くものと思われます。 また、環境 が変わり、人

力渡 わり、診断機器 ・技術も急速に進歩している現代にあってはますます時代に即した情報収集溺必要となっ

てきます。会員相互の交流を深め、仲間作りのために、また、お互いの知恵、技術、情報を共有することによって

個有のレベルアップを図るために、本学会大会をお役立てくださるよう願いいたします。

また、今回、学会誌の発刊が遅れ、会員の皆様に多大なご迷惑をおかけしております.本 学会員の貴重な情

報誌として機能すべきところですが、その活用法についてはまだまだ検討の余地があるものと思っております。

貴重な原著論文に限らず、臨床現場のレポートあるいは新たな提案等も重要な情報源でありますし、また、診断

技術 ・機器情報、最新の法令情報 、社会的活』動の掲載も本誌に必要なものと考えます。本誌のより有効な活用

のためにも多様な情報提供をお待ちしています.(編 集委員SM)

編 集 委 員 会

増原光彦(委 員長)

田邊美彦 行 田直人 片岡幸雄 村松成司

JournalefSportSciencesandOsteopathicTherapy

VoL14No.1・2September2012

禁無断転載

スポー ツ整 復療 法学研 究(第14巻 ・第1・2号)

匪 売副
2012年9月30日 発 行

発 行 者 日本 ス ポ ー ツ整 復 療 法 学 会 会 長 岡 本 武 昌

発 行 所 日本 ス ポ ー ツ 整 復 療 法 学 会 事 務 局

(http:ノ/www.e.chiba-u,.iP/～ 皿shigeji/JSSPOTHIJSSPOTHP.html>

〒263-8522千 葉 県 千 葉 市 稲 毛 区 弥 生 町1-33

千 葉 大 学 教 育 学 部 スポ ー ツ 科 学 村 松 成 司

TEL&FAX=043-290-3776E-・rnai1:mshigeji@faculty.chiba-u.jp

郵 便 振 替:OOl10-4-98475

印 刷 所 三 京 印 刷 株 式 会 社

〒ll2-OOO5東 京 都 文 京 区 水 道 工一8-9

TEL=03-3813-,5441FAX=03-3818-5623
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日本をはじめ、世界中の医学界、スポーツ界、自然療法愛好家の間で幅広く認知され、多くの実践者を生んでいる

☆キネシオテーピング療法とは?☆ 。溜 ・驚

①筋肉の機能を正しく戻す ∵

②血液・リンパ液の循環を良くする

③痛みを抑える

④関節のずれを正す

☆4つの力=キネシオテ

⇒4つのカ

一ピング雛 ☆

二の療法は病気や痛みによって乱れた体の機能を復元し、人体の自

ダ療法。人佑の浅い場所へのアプローチから膜組織の乱れを調節し
・と
.指改善により、リンパ液の還流の調整、痛みの綾和、ゆがみの調

キネシオテーピング協会では、 〆ノ

_数 講 麟 囎
CKTP→ 不特定多数の方ヘテーピングを実施でき

てお1ます。

たはアドバイスを行なうことができます

、治癒力増進を目的として施術に使

CKTl→ キネシオテーピングを理解し、講師として積極的にキネシオテーピングを導

キネシオテーピングの普及とともに可能性が広がる資格です、

灘,,'噛

{縫

きます。

る立場になれます。

㊥'キ ネシオテーピングの効果を学ぶ

・キネシオテーピングを習得 ・全身のコレデイションを調べる ・障害と関節を相関させた筋

するために必要な基礎知識KTス クリーニングテス.トに 肉KTを 学ぶ

'耀欝
■鱗 鞭 ■:馨撚 野夢

時 間:6時 間 時 間=6時 間 時 闘=6時 間

基礎講座 部位 別(1)・(2>講 座 部位別③ ・(4)講座

一
・受傷部位の再生保護のためのKr

・リハビリのための筋肉KT

特殊灯と筋肉KTの組合せ法
コレクションテクニッ・ク

費用:15.750円

(教材費・税込)

時間;日時間

特 殊 テープ講 座

コレクションテー プ講 座

E蜀 ■a「 ■ワ亀 」口 ■IVA匹「
」コ『蜀a一 冨ン4L■「冨a=翫～

キネシオテー ピング協会
〒165-0025東 京 都 中 野 区 沼 袋1-8-8

TFI・OR-3al9-.5391FAX103--3319-53R?

ケガや病気の予防、リハビリのサポートとしても活用できる
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第14回 日本スポーツ整復療法学会

私たちは地域社会のスポーツ活動を支援する

全国組織のアス レチ ック トレーナーグル ープです

特定非営利活動法人

ジャパ ン ・アス レチ ック ・トレーナ ーズ協会
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社団JB日 本接骨師会
私たちは、全 国の接骨院 ・柔道整復 師 を支援す る団体 です 。地域の

スポー ツ活動にボラ ンテ ィア として参加 させて頂 き、選手のスポー

ツ障害の予防や応急処置 な ども積極的に行 って います。

　
口W
)

{飢
ロ

・ 『

鍵
抽=

髪悪

社団JB日 本接骨師会
http://www.pb-jb.org/

〒164-OOI3東 京 都 中 野 区 弥 生 町1-13-7JBビ ル1階

TELO3-5388-7211

億 接骨院や整骨院rκ 衡ずる事で
あなたの声 …

嚴かぜτぐださい'

「

■
碗
V

・

一

A

接骨院 ・整 骨院の 患者相談ダイヤル

プリ_ダイヤ」,Qt2Q"655-ott

相 談 日=毎 月 第2日 曜 日 相 談 時 間10:00～15130

臨床経験 を積んだ柔道整復師(国 家資格者)が 相談員です。

個人の秘密は守 ります。医療事故 については扱 ってお りません。

※病院・医院 ・診療所等の医科 ・歯科についてはお受けできません。

※柔道整復師の所属団体は問いません

ご不 明 な 点 は03-5302-2180へ

受付時 間=10=OO～12=3015=OO～17'30

※毎週金 曜 日及び第3日 曜 日はお休 み です 。

主=1± 団JB日 本 接 骨師 会 協 賛=患 者 と柔 整師 の会



第14回 日本スポーツ整 復療 法学会

日本スポーツ整復療法学会の活動を応援しています

キネシオテ ー ピング療 法 学 会(SKITT)

当学会は、キネシオテーピング療法に関する予防および臨床効果の学術

研究をめざす学際的研究集団です.

会長 高野光司(横浜医療専門学校校長、元独ゲツチンゲン大学医学部教授)

副会長 河野 貴美子(国 際総合研究機構)

理事長 加瀬建造

学 会 事 務 局

〒108-8477東 京 都 港 区 港 南4-5-7東 京 海 洋 大 学 田 村 研 究 室

TEL/FAXO3-5463-4275E-mai1:tamura@kaiyodai.ac.jp

次世代型ハイボルテージ 低周波治療器 サーノス

S4」 」～NOS
痛み の治療 に新しい提案

深部 から浅部まで刺激を自在にコントロールする

PDMウ ェーブを搭載.15-20分 で鎮痛過程をその場 で

確認できます、
ロヰ　 あ　

株式会社"L髄 「 跨騎菱誹
'福 島営業 所

オ ン ライ ン シ ョ ッ プhttp:lle-kenkou.jp■ 仙 台 出張 所
■午・藁 出張 所
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⑪

お買い求めは、お近くの薬局 ・薬店 ・ドラッグストアで。 第2類医薬品

く効 能 ・効 果1

体 力 充 実 して、腹 部 に皮下脂 肪 が 多 く、便 秘 がちなものの次の

諸 症:高 血 圧 や肥 満 に伴 う動悸 ・肩 こり・のぼせ ・むくみ ・便 秘 、

蓄膿 症(副 鼻腔 災)、湿疹 ・皮膚 炎 、ふ きでもの(に きび)、肥 満症

iK・この医薬品は1使 用上の注意.1をよく読んで正 しくお使 いくださし㌔

お 問 い 合 わ せ 一一一 小#av■ssenlEit室:畳 付 時 闇9=eo・-17=OOI土 ・日 ・祝 日畳陪 く)TEL:e6-6203-36且5

1X亮 元1小 芯 製 藁 梓 式 豊 社 〒54「 ・oo45大 瞑 市 中 虫 匡 逝糟 印4・4・lehttp:irwww.naishiS5,jp



ぞモヨア　 り　　

講 灸柔整新聞
昭 和38年 創 刊 柔 整 ・鍼 灸 業 界 唯 一 の 専 門 紙

業 界 の最新 情 報 を発 信 業 界 人 必読 の情 報 掲 載

毎月10日、25日、年24回発行

年間購読料・紙版(タブロイド)3,600円/デ ジタル版2,400円

JSSPOTの 活動を応援 しています

発行元:(株)日 本医療福祉新聞社

見 本 紙 請求 ・購 読 申込

〒530-0057 大 阪 市 北 区 曽根 崎2丁 目2-1梅 新21ビ ル8階

TELO6-6315-1922/FAXO6・-6315-1923

ホ ー ム ペ ー ジhttp;〃 …-jusei.gr.jp/shlnkyu/



茱道整復師向け事務管理 システム/
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